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　　　プロローグ







　真っ暗な部屋の中、幼い女の子の声がした。

「お母さん、もう帰って来こんのかね？」

　おっとりとした広ひろ島しま弁だ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。きっと帰って来るから」

　幼い男の子の声が応こたえた。けれど言葉とは裏腹に声こわ色いろには心細さがにじんでいた。

　それから二人とも暗くら闇やみの中でしばらく無言でいたが、やがて女の子がポツリとつぶやいた。

「お兄ちゃん。お腹なか、すいたねぇ」

「うん」

　お兄ちゃんと呼ばれた男の子は返事をした後、しばらく黙だまっていたが、やがて妹にやさしく語りかけた。

「ねぇ、公園に水を飲みに行こうか？」

「うん」

　暗がりの中、立ち上がろうとして妹がよろけてしまう。

「わっ」

　力のない悲鳴があがり、妹は兄にもたれかかってしまう。すると妹を支える力がなく、兄は両手を床ゆかについてしまった。

「ごめん、お兄ちゃん。大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん、僕は大丈夫だから」

　二人とも、もう何日も満足に食べていなかった。

　水道もとっくに止まっている。だから歩くのがつらくても公園まで行くしかなかったのだ。

　幼い兄と妹は手をつないで、よたよたとアパートの外へと出て行った。




　暗い夜の街も、家々からこぼれる灯あかりのおかげで、二人のいた部屋の中よりもよっぽど明るかった。

　けれど夜空にはオリオン座が輝かがやき、二人の吐はく息は白い。

　公園で水を飲むと、身体からだがいっそう凍こごえた。寒くて、水で空腹を紛まぎらわせることすら無理だと悟さとり、兄は妹の肩かたをつかむ。

「僕が食べ物を探してくるから、家で待ってて」

　すると妹は涙なみだぐんで首を振ふった。

「いやあ、うちも一いつ緒しよに行くけぇ」

　もしも食べ物を探して何も見つからなかったら命の危険につながることを、幼いながらも兄は本能的にわかっていた。けれど妹もまた本能に近い感情として、兄と離はなれるのが不安だったのだ。

　それから少しだけ押し問答があって、最後は兄が折れた。

　二人で手をつなぎ、幼い兄と妹は夜の街をさまよう。

　けれど二人の住むアパートの周辺は住宅街で、食べ物を分けてくれそうな店はなく、誰だれかに助けを求めたくても、冬の夜空の下、通りがかる人もいない。

　ただ時折、自動車が通り、幼い兄と妹を脅おびやかす。ちいさな二人にとって、自動車は巨きよ大だいな鉄の怪かい獣じゆうも同然だった。

　何より二人にはもう遠くまで歩く力が残っていなかった。

　結局、二人は近所を巡めぐり、お腹なかの空すいた身体を余計に疲つかれさせただけで、アパートへ引き返すしかなかった。













　　　第一章　うち、今、しあわせじゃけえ







　桜色の風が吹ふいた。

　校舎と講堂に挟はさまれた中庭は、入学式が終わって教室へと向かう新一年生たちであふれていて、女の子の華はなやいだ声があがる。

　ひるがえるスカートや乱れる髪かみを押さえた女子があげる声は甲かん高だかく、桜の花びらが舞まい散る様に見とれる歓かん声せいはうっとりと吐と息いきまじりだ。

　思春期にある男子としては自然と甲高い声の方へ視線が向かってしまうもの。

　相あい葉ば佑ゆうもご多分に漏もれず、桜吹雪ふぶきの向こうでスカートを押さえている女子の姿を目で追っていた。

　すると隣となりから、息をひそめたような小声で注意を受ける。

「もう、お兄ちゃんはどこを見よーるん？」

　おっとりとした広ひろ島しま弁だ。

　佑は兄の威い厳げんを守るべく、にこやかな笑えみを浮かべて中庭の一角を指さした。そこにはカイゼル髭ひげを反そらせた老人が羽は織おり袴はかま姿で屹きつ立りつする銅像があった。

「あれだよ。この学校の創立者、神かみ山やま何とか翁おうの銅像」

「ほんまあ？」

　兄の指さす先を、妹の真ま伊いが目で追う。

　その目は黒目がちで、腰こしまで届く黒髪と共にまるで黒くろ瑠る璃り細工の工芸品のよう。やわらかい肌はだはミルク色で、顔の造りはおとなしめな和風美少女だ。もしも「かぐや姫ひめが現代の女子高生としてあらわれたら？」といったコンセプトで映画を撮とるとしたら、そのヒロインはうってつけの役となるだろう。

　惜おしむらくは小学生と見間ま違ちがうほどの平へい坦たんな胸だが、これも見方を変えれば和服がよく似合う体型といえなくもない。

　兄の欲目やひいき目を抜ぬきにしても、今まで見た女の子の中で、真伊は三本の指に入る。それは単に同じ学校の子や道行く人だけでなく、テレビの画面や雑誌の表紙なども、ひっくるめてだ。同世代のアイドルと比べても、真伊は引けをとらない。

　もっとも兄という立場からすれば、ちょっぴり不安な点もあった。

　たっぷり数十秒くらいの間、爺じいさまの銅像を真しん剣けんに見つめ続けた美少女が桜色のくちびるを開く。

「でも、冗じよう談だんなんじゃろ？」
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　その声こわ色いろは半信半疑といったところで、長い睫まつ毛げをパチパチさせて兄を見つめている。

　ここで佑ゆうが本当だと言い張れば真ま伊いはあっさり信じてしまうのだ。

　たとえばこんな風に。

「本当だよ。僕らがこうしてこの学校に通えるのはあの人のおかげだからね」

　吹ふきだしそうになるのを我が慢まんして大おお真ま面じ目めに佑が語ってみると、真伊は神しん妙みような表情でうなずいた。そして有り難がたいとばかりに両手を合わせる。

「ほうじゃね、うちらの恩人よね」

「いや、冗じよう談だんなんだけどね」

　兄妹きようだい間のちょっとした悪戯いたずらを、佑が悪びれずに告白すると、真伊はくちびるを尖とがらせた。

「もうっ、お兄ちゃんは……信じたじゃん」

「ごめん、ごめん」

　この場は佑も謝っておく。ただ素す直なおなのは美徳だが、ここまでいくと、誰だれにでも騙だまされそうで兄としては悩なやましい。

　しかも真伊は仏ぶつ式しきの合がつ掌しようをしていたが、拝んでいた銅像の人物はクリスチャンで、この学園もキリスト教系の学校法人だった。真伊は素直すぎる上、どこか抜ぬけているのだ。

　都心からほど近い北きた東とう京きよう市にある私立雲雀ひばり之の丘おか学園。

　創立は大正時代に遡さかのぼる歴史ある学校で、お金持ちの子弟が集まるセレブ御ご用よう達たしの名門校として知られていた。

　この学園の高等部に佑ゆうと真ま伊いは兄妹きようだいで新一年生として入学していた。

　そう、相あい葉ば佑と相葉真伊。兄妹で同じ一年生である。

「どうする？　お兄ちゃん。うちら双ふた子ごゆうことにしとく？　それとも学校の中はお兄ちゃんって呼ばずに相葉くんって呼んだ方がええかねえ？　偶ぐう然ぜん、同じ名字じゃったことにして……あっ、お兄ちゃんの誕たん生じよう日は昨日じゃったけえ、うちが二月か三月生まれいうことにしといたら何とかなるかもしれんねえ」

　兄と妹が同じ学年になる条件としては色々あるが、相葉兄妹の場合は兄の佑が一年浪ろう人にんして妹と同じ学年となっていた。

　つまり一七歳の高校一年生である。しかも佑は昨日が誕生日で、正しよう真しん正しよう銘めいのセブンティーンズ・ルーキーだった。

　それを真伊は心配しているのだ。

　普ふ段だんから素す直なおすぎて誰かから騙だまされやしないかと心配させるくせに、真伊は妙みようなところに気が回る。

　そんな妹のやさしさをうれしく思いつつ、佑はサバサバと語った。

「いいよ、お兄ちゃんって呼べば。一年ダブってることなんて、僕は平気さ。それにちいさな噓うそをつけば、あとでもっと大きな噓をつかなければならなくなるっていうだろ」

　大きく息を吞のむと、真伊はかすかに身体からだを震ふるわせた。そして目をキラキラさせて兄へ尊敬の眼まな差ざしを向ける。

「お兄ちゃんは強いんじゃねえ」

「死にかけたことのある人間ってのは強いんだよ」

　佑は幼い頃ころに育児放ほう棄きで死にかけたことがある。あやうく凍とう死しか衰すい弱じやく死をしかねない状じよう況きように陥おちいったが、運良く一命を取りとめたのだ。

　もっともそれは妹の真伊も一いつ緒しよだった。

「でも、うちも一緒に死にかけたはずなのにぜんぜん強くなれんよ」

　大おお真ま面じ目めな顔をして真伊が小首を傾かしげると、黒くろ瑠る璃り細工のような長い髪かみが流れた。可か憐れんにして、どこかユーモラスな姿。

　また風が吹ふいて、桜の花が真伊の黒髪と共に舞まう。

　春の風はやさしく、心地ここち好よい。

　悲しい昔話を今は兄妹で冗じよう談だん半分に語ることができる。それを佑は今がしあわせである証あかしに思えた。

「人はそれぞれだからね」

　幸福感に満ちた兄とは対照的に、妹は鬱うつ々うつとしていた。

「うち、お兄ちゃんとクラスが違ちがうけえ、心配じゃわあ……お腹なかも痛いとうなってきた」

　これからクラスごとにホームルームを行う予定になっている。二人のクラスは別々だった。

　真ま伊いは一年Ａ組で、佑ゆうが一年Ｆ組。

　仲のいい兄妹きようだいも、そろそろ別行動をとらなければならない。

　形のいい眉まゆを八の字にして不安いっぱいな感情をあらわす妹を、佑は励はげましてやる。

「大だい丈じよう夫ぶ、すぐ友だちもできるから」

「うち、なまっとるけえ、人と上う手まく話せんもん。三年間、友だちができんかもしれん」

　確かに真伊は自分で言う通り、なまっている。それも広ひろ島しま弁だ。

　アニメやマンガでヤクザが出てくれば関かん西さい弁か広島弁と相場は決まっている。

　しかも関西弁はお笑い芸人のイメージがあってか、関西弁をしゃべる二次元ヤクザはコメディタッチで描えがかれることが多い。

　だが広島弁で描かれる二次元ヤクザは恐こわいだけや相手をビビらせるだけの役割ばかりだ。

　もしかすると広島弁は日本で最強ならぬ最さい恐きようの方言かもしれない。

　佑も広島県の海沿いにある地方都市に住んでいたが、その経験からすれば女の子の広島弁は男っぽい感じがして、可愛かわいさに欠けると前々から思っていた。しかも残念なことに、明るくて快活な子ほどそうなのだ。

　けれどそんな広島弁が真伊にかかると一転して可愛くなる。

　ゆっくりと話す真伊の言葉は広島弁独特のイントネーションがあたたかみを持ち、耳にやさしく響ひびく。

　佑は妹のおっとりした広島弁が好きだった。

「大丈夫、真伊の広島弁は可愛いから普ふ通つうに話せばいいよ」

「もう、お兄ちゃんは自分が標準語でしゃべれる思うて余よ裕ゆうなんじゃろ？」

　真伊は黒目がちの瞳ひとみにうっすらと涙なみだすら浮かべて兄をにらむ。それが可お笑かしく可愛くて、佑は苦笑いを浮かべてしまう。

「そんなことないよ」

「でも笑いようるじゃん。もう、うちがこんなに困っとるのに、お兄ちゃんはひどいけえ」

　恨うらみ言ごとを語りながらも、最後は兄を頼たよるしかないと真伊は肩かたを落とす。

「ねえ、お兄ちゃん」

「んっ？」

「もしも、うちに友だちができんかったら、一いつ緒しよにご飯を食べてくれる？」

「う～ん……別にいいけど、兄妹で一緒にご飯を食べるって恥はずかしくない？」

　歯切れの悪い佑に対し、真伊は息をひそめて小声で力説する。

「女子の世界は大変なんじゃけえ。一人でおるのはもっと恥ずかしいんよ」

「それならいいけど」

　兄が一つ譲じよう歩ほすると、妹は更さらなる譲歩をねだる。

「あとトイレの時もついて来てくれん？」

「女子トイレに？　僕は男子だよ」

　佑ゆうが目を丸くすると、真ま伊いは真しん剣けんに狼ろう狽ばいしはじめた。

「ほんまじゃ……どうしよう？　お兄ちゃん、制服を貸すけえ、女子のふりして一いつ緒しよについて来てくれんかねえ。うちは体操着かジャージを着るけえ」

　真伊は一点にとらわれすぎて全体が見えなくなっていた。この女子にありがちな発想に、佑はあきれてしまう。

「根本的な考え方が間ま違ちがってるよ。そんなことをしてたら、僕が学校にいられなくなるような事態に陥おちいるよ。他ほかの女子から変質者とかチカーンって叫さけばれたりしてさ」

「ああ、ほんまじゃあ……ほしたら、どうしたらいいんじゃろ」

　肩かたを落とした真伊が弱々しく自問自答するが、佑は妹の学校生活をあまり不安に思っていなかった。

　確かに思春期の集団心理は異い端たん者を弾はじきたがる。そして真伊の広ひろ島しま弁はイジメのターゲットになりうる要素かもしれない。

　けれど本来、真伊の美少女ぶりは学内カーストで絶対的な威い力りよくを発揮するポテンシャルを有している。上う手まく立ち回れば、学内カーストの頂点で女王や姫ひめとして君臨できるほどだ。

　もちろん実際問題として、真伊の性格からすれば権力闘とう争そうなんて展開は無理だろう。けれど普ふ通つうにしていれば同級生たちから悪い扱あつかいを受けるはずがなかった。

　ただし一つだけ気をつけないといけないことがある。

「大だい丈じよう夫ぶ、アレさえ気をつければ友だちなんてすぐできるから」

　佑が声をひそめると、真伊も重々承知とうなずいた。

「うん」

　真伊には一つだけ弱点となりうる要素があった。

　それは霊れい感かんが強いこと。

　もっとも霊感が強いといっても、悪あく霊りようを退治できるわけでもなければ、殺人現場で死者の話を聞いて事件解決の糸口を見つけることができるわけでもない。

　ただ霊が見えるだけで、あとはたまに声を聞くことがあるくらいなのだ。しかも聞こえる声も「苦しい」といったワンフレーズや「……ぁちゃん」といった言葉の切きれ端はしくらいで、コミュニケーション能力としての価値や意味はほぼない。

　つまり本人が恐こわい思いをするのと、他人を不気味な気持ちにさせる以外、これといった効果や効能がないのだ。

　それを小学生の頃ころの真伊は無防備な素す直なおさで同級生へ話してしまい、気持ち悪がられるようになってしまった。こうなると少々見た目が可愛かわいくても、不気味がられて孤こ立りつしてしまう。

　いつもさびしそうにしていた妹の姿を思いだすだけで佑は胸が痛み、空を見上げる。校舎と講堂に挟はさまれた向こうには青空が広がっていた。

（マンガやアニメだと霊れい能のう者って何か特別なことができる選ばれた存在なのに、実際に霊感が強いと「あの子、恐こわい」って陰かげ口ぐちを叩たたかれるだけなんだよなあ）

　ただし逆にいえば黙だまっていれば何も問題がないわけで、真ま伊いも中学生になってからは他人に霊の話はしなくなっていた。

　そして郷里から遠く離はなれたこの学校には、意地悪な噂うわさを吹ふい聴ちようする同じ小学校出身の同級生もいない。

　この春から真伊は普通の高校生として一からスタートできるはずだった。

（真伊は大だい丈じよう夫ぶ、何も問題ない）

　雲一つない空を桜の花びらが流れて行き、佑ゆうは春の心地ここち好よい風を胸いっぱいに吸すいこんだ。




　高等部の校舎は四階建てで、四階が三年のフロアーで以下、三階が二年、二階は一年となっている。

　その二階の一番端にある一年Ａ組の教室の前で、真伊は心細そうに半分涙なみだ目めになっていた。

「お兄ちゃん。学校が終わったら、うちが教室まで迎むかえに行くけえ、待っといてね」

「うん、わかってるよ。ちゃんと一いつ緒しよに帰るから」

「もう、絶対じゃけねえ」

　そう言い残すと、ガックリと肩かたを落として真伊は教室に入って行く。もしもこれがマンガの一コマなら、背景の効果音には「ドナドナ」なる文字がどんよりと描えがかれていることだろう。

　何だか売られて行く子牛みたいだが、席へ向かう真伊の姿は早くもクラスメイトたちの目を引いていた。時折、女子の「わぁ」というため息にも似た嘆たん声せいすらこぼれる。可愛かわいさも極きわまれば同性からでも憧あこがれを集めるものだ。

　美人は得で、可愛いは正義。

　それが世の中の基本原理である。

　今まで孤こ立りつしてきたのがおかしいのであって、本来なら真伊は周囲から愛され、ちやほやされる側がわの人間なのだ。佑も安心してＡ組の教室の前から離れる。

　佑のＦ組と真伊のＡ組は間に四つの教室と階段一箇か所しよを挟はさむ。

　一学年がＡからＨまでの八クラスで、校舎の両端はしと中央部に階段があるのだ。

　ただ廊ろう下かを一人で歩いていると、佑も多少は心細さを感じる。否いな、心細さというより、今の心情を一言であらわすなら異い邦ほう人じんやストレンジャーが相応ふさわしいかもしれない。

　何せこの廊下を行き交かう同じ一年生たちは一つ年下で、佑と同い年の生徒たちは一つ上の階を歩いているのだ。あきらめにも似た感情が働く。

（多分、真伊よりも僕の方がよっぽど友だちはできにくいよね）

　しかもこの学校は佑の異邦人的な感覚に拍はく車しやをかける要素が他ほかにもあった。

（みんな、お金持ちばっかりなんだろうな）

　廊ろう下かを行き交かう生徒たちが着る制服は有名デザイナーが手がけたブレザーで、自分には不ふ釣つり合あいな気がして佑ゆうは人知れずため息を吐ついた。

　この学校は入学金や授業料も高く、本来なら施し設せつ育ちの相あい葉ば兄妹きようだいにとっては対極にある世界だった。では、どうしてそんな世界に佑と真ま伊いがいるかというと、それには理由がある。

　この学校独自の奨しよう学がく生せい制度だ。

　学園の創立者が幼い頃ころに両親を亡なくし、波は瀾らん万ばん丈じようの末に一代で財を築いた実業家で、学校設立時から創立者の意思として「身よりのない子に教育のチャンスを与あたえる」といった趣しゆ旨しの奨学生制度が続いているのだ。

　入学金や授業料を無む償しようにした上で、月々二万円の奨学金を支給し一定以上の成績で卒業すればそれも無償となる仕組みだった。

　成人後に返済しなければならない有償の奨学金制度は比ひ較かく的多いが、無償の奨学金制度は少ない。

　施設を出るしかなかった相葉兄妹はこの貴重な奨学生制度を頼たよって、不釣り合いな学校へ入る羽目となったのだ。

　ともあれ、大正や昭和の時代ならともかく、今のご時世に身よりのない者が奨学生制度を頼ってセレブ御ご用よう達たしの名門校に入学するとなると、どこか寓ぐう話わのようでもあり、そしてブラックジョークのようでもあった。

（これからの三年間は目立たなく生きていこう）

　行き交う一つ年下の生徒たちに引け目を感じ、弱気になった佑の足は廊下の隅すみの方を歩く。

　対面から人が来れば自然とぶつからないよう先にコースを譲ゆずり、微び妙みようにフラフラしながら教室の前を過ぎて行く。そんな風に歩く中、校舎中央部の階段にさしかかった時だった。

　踊おどり場ばの向こうから華はなやいだ声が響ひびき渡わたる。

「もーっ、マイったら何やってるの」「自信満々に四階へ上がって行くから、三年生に用があるのかと思った」「ゴメン、ボケてた。普ふ通つうに三年生のつもりでいた」「マイったらいつまで中学生のつもりよ」

　どうやら女子のグループが、間ま違ちがって四階まで上がり、下りて来ているようだった。普ふ通つうなら素す通どおりしていたところだが、妹と同じ名が耳に入り、佑の足も自然と止まる。

（んっ？　マイ）

　そして階段を見上げると、踊り場に数人の女子があらわれて、その一人と目が合った。

　とびっきりの美少女だった。

　大きな可愛かわいい目と、雪のように白い肌はだ。そしてリンゴのように赤いリボンで結ばれたツインテール。

　妹の真伊が「女子高生になったかぐや姫」としたら「女子中学生になった白しら雪ゆき姫ひめ」といったところ。二人とも同い年のはずだが、目の前の美少女の方は童顔で幼く見える。

　女の子を見て、妹より可愛かわいいと滅めつ多たに思ったことのない佑ゆうだったが、今回は直感的にほぼ互ご角かくと感じた。

　びっくりするような美少女といったところだが、佑は別のことでも驚おどろいていた。

（しいちゃん？）

　幼い頃ころ、同じ施し設せつにいた少女に面おも影かげが似ていたのだ。

　けれど目が合ったのは一いつ瞬しゆん。

　ツインテールの美少女は佑と目を合わせたまま階段を下りようとして足を踏ふみ外してしまったのだ。

「わっ！　きゃあっ」

　そして転てん倒とう。もつれた足が滑すべって階段を蹴ける形になり、身体からだが投げ出される。可か憐れんな悲鳴と共にツインテールとスカートが宙に舞まう。

　それは階段の下にいた佑にとって、まるで空から美少女が降って来たかのようだった。

「あっ！」

　反射的に手をのばして佑はツインテールの少女を受け止めようとしたが、ヒロインの危機をかっこ良く救うヒーローとはいかず、ほぼ下した敷じきになる形で激げき突とつ。

　そのまま佑は床ゆかに叩たたきつけられた。頭にガツンと衝しよう撃げきが走ったかと思うと、一瞬、目の前が真っ暗になって火花が見えた。

　瞬間、佑は妙みような感かん慨がいに浸ひたる。

（目から火花って本当だったんだ）

　たまにマンガやアニメの演出で目から火花が散るシーンがあるが、それが本当だったことに驚おどろいたのだ。

　こんなことを真っ先に思い浮かべたのは、突然のことで動どう揺ようしていたのか、それとも頭を打った衝撃による混乱だったのかもしれない。

「痛ててて」

　一呼吸ほどすると、痛みと正常な思考が一いつ緒しよになって戻もどってきた。

（あの子、大だい丈じよう夫ぶだったかな？）

　階段の上から甲かん高だかい女子の声や階段を駆かけ下りる足音も聞こえる。段々、五感や判断力も回復してきて、佑は起き上がろうとした。

　しかし動けない。

　背中に圧力がかかっている。そう重くはなく、むしろ感覚としては温かいといったところだが、頭を打って力が入らない身体では身動きできなかったのだ。

「お、重い」

　条件反射か慣用句的に思わず発してしまった佑の言葉で、足の方から急に我に返ったような声があがった。

「す、すいません」

　背中が下の方から解放されていき、何となく佑ゆうも状じよう況きようを想像できた。

（僕がクッション代わりになったんだ）

　階段から落ちるツインテールの美少女を見て、咄とつ嗟さに佑は階段の真下へ腕うでをのばして飛びこんだ。しかし女の子の方は佑が思っていたよりも、大きく飛んでいたらしい。

　つまり目測を誤ったわけだ。

　それで佑が前のめりで床ゆかに倒たおれる形で下した敷じきになり、階段から落ちた女子は佑とは逆向きで上に乗り重なったようである。

　そして女子の動きが軽快そうなのは衝しよう撃げきが少なかったということだろう。

　多少は役に立てたのかなと思いつつ、佑は起き上がろうとする。

　その時だった。

（んっ？）

　目の前に真っ白なオリオン座が現れた。あの凍こごえる夜空に輝かがやく、冬の星座の王様である。ただしオリオン座は漆しつ黒こくの夜空に星々が点として光っているだけだが、目の前にある季節外れのオリオン座は何な故ぜか領域が純白だった。

　そして白いオリオン座の両サイドを絞しぼっているのは色白な肌はだ。その肌色の領域はゆるやかな曲線を描えがき、まるで女の子の太もものようだ。

「あれ？」

　抽ちゆう象しよう化されたイメージと、視覚の強きよう烈れつなギャップ。おかげで佑は自分が何をマジマジと見ているのか気づくのに遅おくれてしまった。

　そして一秒後、佑の頭上で甲かん高だかい悲鳴があがった。

「キャアァァァァッァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ！」

（た、大変だ）

　清純なる白の領域が何であるかに気づき、佑はあわてて離はなれようとする。しかし床に叩たたきつけられたせいで佑の動きは鈍にぶく、そして女の子の動きは速かった。

　女子としての防衛本能が働いて、ツインテールの美少女が足を閉じる。しかし運悪くその膝ひざが佑の頭を挟はさんでしまった。

「痛てててて、離してください。足を開いて、足を開いてっ！」

　両膝でガッチリと頭を挟まれた佑が訴うつたえるが、半ばパニックになっていたツインテールの美少女には「足を開け」なんて完全に逆効果だった。

「助けてーっ！　変質者！　チカーンッ！」

　足を閉じようとする力が増して、膝が万まん力りきのようにキリキリと佑の頭を締しめ上げる。しかもその力は火事場の何とやらで、か弱い女の子とは思えないほど強力だった。
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「痛い、痛い、痛い、ギブ、ギブ、ギブアップッ！」

　たまらず佑ゆうが床ゆかを叩たたいていると、階段を下りて来た女子たちが追いついて、ようやく引き離はなしにかかる。

「ちょっと落ちついて。マイ」「あんたも離れなさいよ」「いつまで見てるのよ、このエロ」

　頭上が大おお騒さわぎになって、最後はポカポカとタコ殴なぐりにされながら、ようやく佑は頭が自由になる。しかし頭が自由になった途と端たん、ツインテールの美少女は半泣きで走り去ってしまった。

　遠ざかって行く「ふぇ～ん」という声と、それを追う女子の声が一つか二つ。

「待って、マイ」「待ちなさいってばあ」

　正座の格好で、佑はその場に呆ぼう然ぜんと座りこむ。

「助かったあ……」

　しかし嵐あらしはまだ過ぎ去っていなかった。今度は周囲から一いつ斉せいに非難を受ける。

「何が助かったよ、変態っ！」「スカートに頭をつっこもうとするなんて最低」「変態、スケベ、痴ち漢かん」「この人、足をこじ開けて、頭を割りこませたよね」

　気づけば一〇人以上の女子に囲まれていた。どうやらここにいる大半の女子は、騒ぎを聞きつけて集まったらしく、佑が女の子を助けようとした瞬しゆん間かんを見ていないらしい。

「えっ、違ちがいますよ。僕、階段から落ちようとしてたから、助けようとして」

　濡ぬれ衣ぎぬだとばかりに佑がオロオロしていると、凜りんとした声が響ひびいた。

「確かに、あなたは階段から落ちたところを助けようとしたわね」

　鶴つるの一声というよりも、むしろ裁判官の一声。佑ゆうを囲んでいた女の子たちが一いつ斉せいに口をつぐんだ。

　その声を救いの主かと見上げると、そこには圧あつ倒とう的な美人がいた。

　ウェーブのかかったボリュームのある長い髪かみ。その色は明るく、一見すると染めてパーマをかけているようにしか見えない。

　けれど見る者は誰だれしも、その髪は染めているのか地毛なのか、迷うことだろう。

（もしかしてハーフなのかな？）

　顔立ちは目鼻がくっきりしている上、何よりも胸の大きさと腰こしのくびれが大陸的だった。もしも彼女がマンガの一コマに登場するなら「ＵＳＡ！　ＵＳＡ！」の効果音がピッタリだ。そこに星せい条じよう旗きデザインのユニフォームを着たアメリカ人チアリーダーがボンボンを持って飛び跳はねていたりすると、この迫はく力りよくのバディには相応ふさわしいかもしれない。

　ただし今の彼女の機き嫌げんからすれば、明るく「ＵＳＡ！」を連呼してチアリーダーが飛び跳ねる姿は似合わない。不機嫌なオーラを漂ただよわせているのだ。

　迫はく力りよく負けした佑が気け圧おされていると、巨きよ乳にゆうの美人はギロリと佑を見下ろし宣告する。

「けれど助けた駄だ賃ちん代わりにスカートの中をのぞこうなんて、最低」

「ええっ！」

　これでは誤解は半分しかとけていない。

　しかも巨乳の美人の言葉こそ、この学校のジャスティスとばかりに周囲の女の子も口々に声をひそめる。

「最低」「パンツのぞき魔ま」「風紀委員に報告しようよ」「これって停学ものよね」

　そして裁判は終わったとばかりに女の子たちは続々と散りはじめた。

「そ、そんなあ……」

　どうせ場ば違ちがいな学校に迷いこんだ異い邦ほう人じんだ。自分だけの問題なら佑もあらぬ誤解でも濡ぬれ衣ぎぬでも、それを甘んじて受け入れることはできた。

　けれど咄とつ嗟さに佑の脳裏に浮かんだのは真ま伊いの顔だ。

　あの巨乳の美人が、女子の校内カーストで頂点に位置する女王であることは雰ふん囲い気きで佑も理解できた。

（もしも僕のせいで真伊までイジメられたら）

　妹を守りたい一心で、佑は年下のはずの同級生に恥はじも外がい聞ぶんもなく食い下がる。

「待ってください。誤解です。僕の話を聞いてください」

　立ち去ろうとしていたふわふわの明るい髪が止まった。そして不機嫌な顔をして、学年の女王は振ふり返ろうとする。

「うるさいわね」

　その時だった。ターンしようとした女王の長い足が壁かべの角に当たって、バランスを失う。

「きゃっ！」

　可か憐れんな悲鳴があがり、巨きよ乳にゆうの美人が倒たおれこむ。そこで佑ゆうは咄とつ嗟さに両手を上げてジャンプ。

「ハッ！」

　そう、先ほどの経験が活いかされたのだ。

　満員電車で痴ち漢かんを疑われたくない中年サラリーマンが両手をホールドアップしているかのような仕草で、バックステップしていた。

　見事、一メートル後方へ両手を上げたまま佑が着地を決めると、そのまま女王陛下はうつ伏ぶせにバタンと床ゆかに倒れる。

「ふ～っ、セーフ」

　我ながら見事な判断だったと佑は冷ひや汗あせを拭ぬぐう。下手に助けようと手を出して、胸をさわっただとか、スカートをめくってしまっただとかいった事態に陥おちいれば取り返しのつかない状じよう況きようになっていたはずだ。

　そんな安あん堵ど感に浸ひたっていると、足元の床がしゃべった。

「さ、最低」

「へっ？」

　佑が足元を見ると、万歳した格好で床にうつ伏せている女王は声を震ふるわせていた。

「ほんっとに最低。人が倒れようとしているのに飛び退のくなんて、本当に信じられない」

　しかもスカート全開で。

　お尻しりを包む真っ黒なレース生き地じがまぶしい。もしも違ちがうシチュエーションで見えたのなら大人の色気でドキドキしたかもしれないが、今の佑は別の意味で心臓がドキドキしていた。

　あまりの恐きよう怖ふに喉のどが鳴る。

「ヒイッ」

　あわてて周囲の女子がめくれたスカートを直し、女王を抱だき起こす。

「さあ、立って」「大だい丈じよう夫ぶ？」

　両側がわから取り巻きの女子に支えられる形で起き上がった女王の顔はおでこと鼻の頭がうっすら赤くなっていた。そして額に青筋を浮かべた笑え顔がおで宣言する。

「よ～く、覚えておくがいいわ。あなたはこの学校で三年間、絶対に彼女ができることはないから」

　無論、笑顔といっても、目は笑っていないどころか、血走っていて「今さっき、人を殺してきた」と言われれば本気で警察に通報したくなるような殺気に満ちていた。

　そして「フンッ」と鼻を鳴らすと、きびすを返して捨てゼリフを一言。

「死ねばいいのに」

　周りの女子も潮が引くようにして、佑から離はなれて行く。

「いこ、いこ」「うん」「じゃあ、わたしはＢ組だから、ここで」「バイバイ」

　取りつく島もない女王の宣告に佑ゆうは絶望する。

（そんなあ……じゃあ、僕はどうすれば良かったんだよ）

　おそらく助けたら助けたで、何か失敗をしなくても「汚きたない手でさわるな」みたいなことを言われていたはずだ。

　もしかすると事実上、ツインテールの美少女とのトラブルのところで佑の学生生命は終わっていたのかもしれない。

　ただ佑としてもこの学校で彼女ができないのはあきらめることもできた。むしろ最初から織りこみずみですらある。けれど女王の宣言を意訳すると「この学校の女子の中で、あんたとつきあう者があらわれたら、イジメてでも別れさせる」といったところだろう。

　そうなると真ま伊いは佑の妹だからという理由で、目をつけられるかもしれない。

（せめて真伊だけでも助けなきゃ）

　佑は真伊に二人が兄妹きようだいであることを口止めしようと考えて、Ａ組へ行こうとした。

　しかし無情にも廊ろう下かにチャイムが鳴り、佑の足は止まってしまう。

（ダメだ、ホームルームがはじまっちゃう……ああ、もう僕はどうすればいいんだろう）

　重い足を引きずって、佑は廊下をトボトボと歩くしかなかった。




　義務教育の九年間、頭文字が五十音の第一番目の文字「あ」で、二番目の文字も五十音の第二番目である「い」が続く相あい葉ばという名字は、佑へ常に教室の角にある席をプレゼントし続けてきた。

　一番前の窓側がわか、そうでなければ一番前の廊下側だ。

　ちなみに佑の場合、誕たん生じよう日が四月初めなので誕生日順でもほぼ一番になる。どうあっても最前列の角席なのだ。

　そんなわけでＦ組の教室に遅おくれ気味で入った佑は最初に手前の廊下側にある角席を見て、前から順に埋うまっているのを確かく認にんすると、次に窓側の角席を見る。

　その席はポツンと一つだけ空いていた。

　この学校の出席番号は男女混合の五十音順だが、今年も例年通りの指定席らしい。

　担任はまだ来ていなかったが、教きよう壇だんの前を通ることもあり、佑は背中を丸めて、こそこそと席へ向かう。

　机の上には出席番号と名前が記されたシールが貼はられていた。

（えっと……出席番号１　相葉佑……間ま違ちがいないね）

　シールを確認して、席に着こうとした瞬しゆん間かん。目に飛びこんで来たのは真後ろの席に座る女子生徒の顔だった。

「ゲッ……」

　そこには明るい色のウェーブがかかった髪かみの美人がいた。

　そう、あの女王陛下だ。

　どうやら向こうも佑ゆうに気づいていたらしく、一いつ瞬しゆんだけ目が合ったが、すぐに顔を逸そらした。そして吐はき捨てるようにつぶやく。

「失礼ね、フンッ」

　どうやらますます不興を買ってしまったらしい。さすがに佑も席に着くと、頭を抱かかえこんでしまった。

（さ、最悪だ……何でこんなことに）

　席せき替がえをしても出席番号は常について回るもの。席替えでバラバラになっても、中間テストや期末テストを受けるとなると出席番号順に並んだり、始業式や終業式にオリエンテーションなどなどのイベントで前後になったりするだろう。

　つまり、これから少なくとも一年間、機き嫌げんを損そこねてしまった女王様を何かにつけ佑は背負うことになったわけである。

　その女王様の名前は姉あね川かわ美み唯いといった。

　席に座る時に机の上に貼はってあった出席番号と名前が見えたのである。

　それから佑はホームルームが終わるのを針のむしろに座るような思いで待ち続けた。

　担任の話やクラスメイトたちの自己紹しよう介かいがあっても頭の中は後ろの席に座る女王の機嫌を損ねたことでいっぱいだった。

（もう僕が何を言ってもダメだろうな……誰か救世主があらわれてくれないかな……僕はいいけど、真ま伊いを助けてくれる救世主が）

　雲雀ひばり之の丘おか学園高等部は中等部からの内部進学組が約七割を占しめ、残る三割が外部受験組から成っている。

　背後から殺意のオーラを放つ姉川美唯は内部進学組で、取り巻きの反応からしても中等部時代も女王だったのは間ま違ちがいない。

　そしてこうした学校では内部進学組が強いもの。しかも生徒数比からすれば、中等部時代の校内カーストがこの高等部でも順当にそのまま移行するのだろう。

　こうなると誰だれかが美唯とツインテールの美少女に執とり成なしてくれるのが最も効果的で手っ取り早い解決法となる。

　ただ下手をすれば女王の顰ひん蹙しゆくを買うような真ま似ねを、誰が進んでやってくれるだろうか。しかも郷里から遠く離はなれた相あい葉ば兄妹きようだいには親友どころか友だちと呼べる者すらこの学校にはいない。

　ましてや泣きながら去って行ったツインテールの美少女を、誰がどう執り成せるものか。

（誰か、風紀委員がどうのって言ってたっけ……しかも僕が両足の間に頭を割りこませてスカートの中をのぞいたって話になっちゃってたし……どんな変質者だよ、それ）

　経緯からすれば佑の方こそ恩を仇あだで返された被ひ害がい者といっても過言ではないのに、結果だけだと校内で女の子を襲おそった変質者に見えるのだ。

　何というセクハラマジック。

　悪い想像をどんどんふくらませていけば生徒会の風紀委員会に学校のセクハラ委員会、行き着く果ては警察署。仮に想像の終着点まで行かなくとも、生徒会や学校で問題になれば奨しよう学がく生せいの立場を失う可能性も頭にちらついた。それは佑ゆうにとって、事実上の学生生命的な死を意味している。

（本当に最悪だ……僕、助けようとしただけなのに）

　しかも助けようとした子が、幼い頃ころに同じ施し設せつにいた少女、それも初恋の子と面おも影かげが似ていただけに哀あい愁しゆうもひとしおだった。

（あの子、しいちゃんに似ていたなあ）

　もちろん、佑だって身の程ほどはわきまえているつもりだ。あれほどの美少女が自分を好きになってくれるなんて、まず有り得ないのはわかっている。

　ただ好きになってもらえなくとも、嫌きらわれたくないに決まっていた。

　ツインテールの美少女に思いを馳はせて、かすかに胸がうずくが、あわてて佑は頭の中からかなうはずもない願望を追い払はらう。

（ああ、今はそんなことを考えてる場合じゃなかった。真ま伊いだけは守らないと）

　執とり成なしてくれる救世主が期待できない以上、今の佑にできることは応急処置として、真伊と他人のふりをするか、真伊の存在を美み唯いに気づかれないようにすることくらいしかない。

　それもできれば妙みような噂うわさが校内に広まる前に口止めをしたい。

　今日はホームルームと共に学校も終わりの予定になっているが、このホームルームの終わる時間はクラスによって微び妙みような差が出る。

　当然、担任の話や生徒の自己紹しよう介かいが早めに終われば、そのクラスは早く終わるし、逆ならば遅おそくなるのだ。

　佑としてはＦ組とＡ組が他ほかのクラスに先さき駆がけてほぼ同時に一番で終わり、素す早ばやくＡ組へ行って真伊に口止めできれば最高の形だが、世の中はそう甘くはない。

　急いでいる時に限って信号は赤になり、他のクラスより早く終わって欲しい時に限ってホームルームは遅くなる。

　気づけば廊ろう下かがガヤガヤと騒さわがしくなりはじめていた。

　どうやら他のクラスは続々とホームルームが終わっているようで、時々「Ｆ組はまだー」なんて声が聞こえる。おそらくＦ組の誰だれかを待っている者たちだろう。その中にもしも真伊がいたらと思うと佑も気が気でない。

（廊下で僕と真伊が話しているところを、姉あね川かわさんに見られたら終わりだ）

　しかし他のクラスに比べてホームルームが長引いているのは理由があるからこそのこと。その原因は生徒の自己紹しよう介かいが長引いたなどではなく、厄やつ介かいなことに担任にあった。

　教きよう壇だんに立つ老教師は骨と皮ばかりで、その姿は生と死、もしくは老人とミイラの狭はざ間まにあるＵＭＡ（未み確かく認にん動物）のようだった。この学校には定年制度がないのか、それとも高こう齢れい化社会の歪ゆがみがあらわれているのか、立っているだけでフラフラしている。ついでに言っていることもフラフラだ。

「まあ、君たちにとってはベトナムでの戦争なんて遠い異国の絵え空そら事ごとのように思えるかもしれませんが……しかし私はジョン・レノンのハッピークリスマスをキャンドルを持って歌いましてね……そう、レノンといえば私が家内に初めて歌った曲がウーマンで……ああ、家内といっても当時は結婚する前で、そう、教師の結婚相手といえば教え子なんてよくある話ですが、まあ、確かに私と家内も教師と教え子の関係で……もちろん、卒業してからの話ですよ」

　人が困っている時に限って無意味な長話をする教師に対するこのもどかしさ。佑ゆうは酸素不足の金魚のように口をパクパクさせる。

　それでも老教師の話は終わらない。話が先祖返りする形で「安保闘とう争そうと私の学生時代」といった段になって、ついには佑も涙なみだ目めで神へ祈いのりはじめた。

（神様、神様、神様。この先生が一刻も早く話にケリをつけてくれないと、僕と真ま伊いは悪い噂うわさに殺されちゃいます）

　やがて切せつ羽ぱ詰つまった祈りが天に届いたのか、老教師は名残なごり惜おしそうに自分史か自じ叙じよ伝みたいな話を打ち切った。

「ええ、そろそろ外が騒さわがしくなってきたので、今日はこのへんでやめておきます……こんなところで話をやめると、続きが気になる方も多いとは思いますが、続きはまた次回のホームルームにでも語りますので、今日はこのへんで勘かん弁べんしてください……それでは、終しゆう了りよう」

　この場にいた誰だれもが「むしろ今日の話で勘弁して欲しい」と願ったが、それでもホームルームは終わった。

　そして先ほどまでフラフラしていた老教師はスタスタと教室を出て行った。

　これにはさすがに佑も恨うらみ言ごとの一つでも言いたくなる。

（そんな元気があるなら、もっと早く終わってくれれば良かったのに）

　そして老教師の出て行った開きっぱなしの出入り口から、入れ代わるように一人の女子生徒がぴょこんと顔を出した。赤いリボンで結ばれたツインテールがゆれる。

　あの階段から落ちて来た美少女だ。

　再び目が合って、そして二人同時に声が出た。

「あっ！」

　それは当然といえば当然だったのかもしれない。

　ツインテールの美少女は佑の後ろにいる姉あね川かわ美み唯いと同じグループなのだ。美唯と会いにこのクラスへ来て、姉川という名字から窓際ぎわの角席周辺を探すのは自然の理ことわり。

　けれどそこに佑は運命的な何かを感じてしまった。

　そして胸にかすかな希望が芽生える。

　もしもツインテールの美少女が「さっきは助けてくれてありがとう。それなのにみんなに変な誤解をさせて、ごめんね」みたいなことを言ってくれれば一連のトラブルも一気に解決へと向かうはず。

　そんな甘い願望が佑ゆうの動きと判断力を鈍にぶらせてしまったのだ。

　ツインテールの美少女は佑の姿を見た途と端たん、教室に素す早ばやく侵しん入にゆうする。そして早歩きで廊ろう下か際ぎわの席に沿って教室の後ろに回ると直角に曲がり、今度は教室後方の壁かべに沿って進み窓際の席の一番後ろまで来た。そして再び直角ターン、またまた早歩きでようやく美み唯いのところへとたどり着く。

　その壁際を這はうようなコの字型の動きは何だか「Ｇ」の異名を持つ黒光りする虫みたいで、実に美少女らしからぬ光景だった。

　そしてこの段になってようやく佑の頭にも冷静な判断力が甦よみがえる。

（お礼を言われるには変だよね……まるで、避さけられているような動き。いや、違ちがうっ！　これは「まるで」じゃなくて「完全に」避けられている動きだ）

　佑の背後で、ツインテールの美少女が声をひそめて美唯に尋たずねる。

「ねえ、あの人ってどういう名前だった？」

　女子のひそひそ声は実に心臓に悪い。頭から血の気が引きながらも、本能的な危機を察知して佑はスタスタと歩きはじめた。

　頭に過よぎるのは、泣いているツインテールの美少女の前で婦人警官や女性教師が「同じ学校の生徒なわけね……それで犯人の名前はわかるの？」と声をかけるシーン。当然、次に思い浮かぶのは手て錠じようをかけられた佑が「誤解なんです。僕は無実だっ！」と泣き叫さけぶシーンだ。

　心臓がバクバクして口から飛び出しそうだった。

（ヤバイ、どうしよう……名前を確かく認にんされている。どう考えても、絶対にバレる）

　しかし虫けらの名前など一々記き憶おくにとどめるはずもないとばかりに、美唯は嫌けん悪お感たっぷりな声で答えた。

「え～っ、あいつの名前なんて知らない。一々覚えようとも思わないし」

（よし、助かった）

　早足で歩きながらも聞き耳を立てていた佑も少しだけ寿じゆ命みようがのびた思いだ。けれどそれも一いつ瞬しゆんでしかなかった。美唯が佑の席を指さしてアドバイスする。

「机の上に名前が書いてあるシールがあるでしょ？　あれで確認すればいいんじゃない」

（終わりだっ！）

　そして佑が教室の出入り口までたどり着いたところで、ツインテールの美少女が「あっ！」と声をあげる。

（しまった、気づかれた）

　あわてて佑ゆうは教室から飛び出した。そして急いで真ま伊いが待っていないかを確かく認にんする。

　幸か不幸か廊ろう下かに真伊の姿はなかった。どうやらまだ教室にいるらしい。

　佑は廊下を走ってＡ組へと向かう。全力疾しつ走そうだ。

　行き交かう生徒たちが何事かと驚おどろく中、佑はＡ組もホームルームが終わっているのを確認すると教室の中へ飛びこんだ。

　真伊は数人の女子と談笑していた。

　そして教室に入って来た佑の姿に気づくと、手招きしようと腕うでを上げる。

「あ～ぁっ、おにぃ……んぐっ！」

　しかし真伊がのんびりと「お兄ちゃん」と言うより早く、佑はミサイルのように教室を疾走し、すかさず真伊の口を手でふさいでいた。

　そのまま周囲にいた女子から引き離はなす形で、真伊の身体からだを教室後方の壁かべ際ぎわまで押しこむと、殺気をにじませて凄すごむ。

「僕、急用ができたから、悪いけど今日は一人で帰ってくれ。いいね」

　口を押さえられたままの真伊が目をパチクリさせながらうなずくと、佑は有う無むを言わさぬ態度のままもう一つ念を押す。

「それと学校で僕のことをお兄ちゃんと呼ぶんじゃない。僕のことを尋たずねられたら、知らない人だって答えるんだ、いいね」

　中庭で話したこととまるで逆だが、それでも再び真伊はコクリとうなずいた。最後に佑は哀かなしい笑えみを浮かべる。

「詳くわしい事情は後で話すから……さよなら、真伊」

　そして佑は真伊を解放すると、教室の出入り口へと向かう。

　背後で真伊と一緒にいた女子が甲かん高だかい声で騒さわぎだす。

「誰だれ？　知り合い？」「ええっ、知らない人っ!?」「先生を呼ぶ？」「むしろ警察だよっ！」

　とりあえず真伊の声は聞こえないが、大騒ぎしている女子の反応からすれば、佑の言いつけを守っているようではある。ただし佑は自分の立場を更さらに悪くしたという自覚があった。

　女子の口をふさいで壁に押しつけ、何かささやくなんて、誰がどう見ても危険人物だ。

（もう、僕、この学校にはいられないっ！）

　けれど真伊が変質者の妹ではなく、危険人物に襲おそわれかけた被ひ害がい者といった噂うわさなら、少なくとも彼女の立場は守られるはずだった。

　だから佑もこの誤解は割りきれる。むしろ歓かん迎げいすべき状じよう況きようだ。

　Ａ組の教室を出ると、廊下の向こうから甲高い声があがった。

「あっ、いたっ！」

　中央階段より一つ向こうの教室、Ｅ組の辺りでツインテールの美少女が佑を指さしていた。その後ろには友だちらしき女子の姿も何人か見える。

　どうやら佑ゆうを追って来たらしい。

　逃にげるルートは二つある。

　一つはツインテールの美少女たちに背を向けて、Ａ組横の階段を使うルート。もう一つはツインテールの美少女の前にある中央階段を使うルートだ。

　単純に逃げきれる可能性なら、Ａ組横の階段を使った方が高い。けれど佑は悟さとっていた。

（もう、逃げきれない）

　走るだけなら、佑もこの距きよ離りで女の子に追いつかれるとは思わない。

　しかしツインテールの美少女が「誰だれかあの人を捕つかまえて。変質者よーっ！」と叫さけべば、周囲の生徒が一いつ斉せいに佑のことを取り押さえにかかるだろう。

　そして真ま伊いの下校ルートはおそらくＡ組横の階段側がわのはずだ。そこでみんなに取り押さえられる兄の姿を真伊が見てしまえば佑を「お兄ちゃん」と呼んだり、助けようとしたりするかもしれない。

　そうなれば兄妹きようだいそろって、終わりだ。

（せっかく真伊にも友だちができようとしてたのに……）

　同じクラスの女子に囲まれて、恥はずかしそうに微笑ほほえんでいた妹の姿を思い浮かべると、どうしようもなく胸が痛んだ。

　だから佑は近くの後方撤てつ退たいよりも、遠くの前方脱だつ出しゆつを選ぶ。

（僕が中央階段で死んでも、真伊はＡ組横の階段から逃げられるから）

　涙なみだでうっすらと視界がにじむ中、佑は猛もう然ぜんと正面方向へ走りだした。

　その姿に中央階段辺りまで来ていたツインテールの美少女の足も止まる。

「えっ？」

　そして呆あつ気けにとられているツインテールの美少女の前で、直角ターン。階段へ飛びこみ、そのまま佑は一気に駆かけ下りた。

（もしかして逃げきれるかも……でも下手に一階で捕まるくらいなら、ここで捕まった方が）

　一階と二階の間にある踊おどり場ばまで達したところで、佑の心に多少の迷いが生まれる。

　その時だった。

　ツインテールの美少女が叫んだ。

「待ってっ！　ゆうくん」

「えっ？」

　その懐なつかしくも親しい呼ばれ方に思わず佑の足も止まる。けれど身体からだが勢い余って壁かべに激げき突とつしてしまった。

「うわっ！」

　ガツンと強きよう烈れつな衝しよう撃げきが走り、また目から火花が散る。

「痛てててて」

　その場で佑ゆうが頭を押さえていると、ツインテールの美少女が踊おどり場ばまで下りて来た。そして少し離はなれた位置から、探さぐるように小首を傾かしげる。

「ゆうくんなんでしょ？」

　相あい葉ば、相葉くん、佑、ゆうゆう。今まで色んな呼ばれ方をされてきたが、佑のことを「ゆうくん」と呼ぶ女の子は一人しか心当たりがなかった。何より面おも影かげが似ている。

「も、もしかして、しいちゃん？」

　佑が声を震ふるわせると、ツインテールの美少女は目を輝かがやかせた。

「やっぱり、ゆうくんだったんだっ！」

　それは寒々とした一枚の白黒写真が、フルカラーの動画に変わったような瞬しゆん間かんだった。同時に極度の緊きん張ちよう感から解放されて、佑はその場にへたりこんでしまう。

　しいちゃん、こと志し井い舞ま衣い。

　佑と真ま伊いが最初に引き取られた施し設せつで一いつ緒しよに暮らしていた子だった。父が冤えん罪ざいで捕つかまったことにより施設に預けられていたが、後に父の無罪が証明されて施設を出たのだ。

　それから佑と真伊は色々あって遠く離はなれた広ひろ島しまの施設に移り、それっきりになってしまったが、同じ施設にいた時は一番の仲良しで、謂いわば幼なじみと呼べる子だった。

　その記き憶おくの中にある幼なじみと目の前の美少女が同一人物なら、佑を警察につき出すとは思えなかったし、誤解をとく見こみもある。

　それだけの絆きずなが二人にはあるはずだった。

　舞衣も大きな瞳ひとみをうるませている。

「うわあ、懐なつかしい。何年ぶりかなあ……ごめんね、ゆうくん。すぐに気づけなくって」

「いや、僕の方こそ、最初に見た時、もしかしてって思いはしたんだけど」

「うん。わたしも最初に見た時にゆうくんかなって思ったけど、ただ似ているだけかもしれないって迷っちゃって……ゆうくんって一つ年上だったと思いこんでたから……記憶が混乱しちゃってたみたい。わたし、ダメだね。ゆうくんのことをちゃんと覚えてないなんて」

　涙ぐみながら自分を責める舞衣に、佑は気まずそうに頭をかいた。

「いや、そうなんだ。実は僕って一年ダブっちゃってて……あははは」

「そ、そうなんだ。い、色々あるよね……あははは」

　互たがいに乾かわいた笑い声をあげると、二人で同時に大きく肩かたで息をする。

「はあ」

　それから先に口を開いたのは佑の方だった。

「あの、さっきはゴメンね。僕、助けようとしただけで、下心なんてまったくなかったのに、偶ぐう然ぜん、その、変な形になっちゃって」

　すると舞衣は耳を真っ赤にしてうつむき、口ごもる。

　消え入りそうな声で「ゆうくんなら」と何とか前半部分は聞こえたが、肝かん心じんの後半部は「ごにょごにょ」といった調子で、理解不可能だった。

　ここに自らの学生生命だけでなく、妹の校内での立場が懸かかっているので、佑ゆうも気が気ではない。

「えっと、僕が？」

　ちょっぴり涙なみだ目めで佑が聞き返すと、真っ赤な顔のまま舞ま衣いは首をぶんぶん横に大きく振ふる。赤いリボンとツインテールが派手に舞った。

「あ、ううん。何でもない。その……ゆうくんはわたしを助けてくれた。うん、そう。階段から落ちたところを助けてくれて、ありがとう。ゆうくん」

　ニッコリと微笑ほほえむ舞衣の顔に、佑も何かをうやむやにされた気がしないでもなかったが、今は誤解がとけたことが何よりも大きかった。

（良かったぁ……）

　安心した佑が胸をなで下ろしていると、舞衣は肩をすくめてモジモジしはじめた。

「でも久々の再会で、またゆうくんに助けてもらうなんて……ずっと変わらないね、わたしたちって」

「う、うん」

　急に佑の歯切れが悪くなる。

　子どもの世界は無む邪じや気きにして残ざん酷こくだ。幼い頃ころの舞衣は「人殺しの子ども」と後ろ指をさされるいじめられっ子だった。そして幼い頃の佑は無む鉄てつ砲ぽうだった。相手が三人いても四人いても、そして自分よりも一回り大きな相手だって向かって行った。

　あの頃、佑は輝かがやいていた。自分自身で人生の黄金期だったと思えるほどに。

　けれど月日は巡めぐり、二人の立場は大きく変わってしまっていた。

　親元に戻もどることができてセレブ御ご用よう達たし校に通っていた舞衣と、綱つな渡わたり的な人生を歩む中でこの学校に迷いこんだ佑。

　子どもの無邪気さも残酷だが、時にお金はそれ以上の残酷さを発揮することがある。

　それが佑には痛いほどわかっていて、まだ舞衣にはわかっていないようだった。

　恥はずかしそうに舞衣が目をうるませる。

「ね、ねえ、ゆうくん。アレってまだ持っていてくれてる？」

　その瞳ひとみは見る者の心を吸いこむ魔ま法ほうの石のようだ。おそらく男子が一〇〇人いれば九九人は仮に噓うそでも「持っている」と答えることだろう。

　けれど今の佑にはとぼけることしかできなかった。

「え、えっと……アレって、何だったっけ？」

　頭をかきながら目を泳がす佑の姿に、舞衣は目に見えて落らく胆たんしてしまう。まるでふくれ上がった風船が急にしぼんだように顔の赤みが消え、目の輝きも消える。

「そ、そうだよね。もう昔のことだしね、覚えてなくて当然だよね」

　きっと舞ま衣いは佑ゆうにガッカリしたことだろう、そして佑も自分自身にガッカリしていた。

（僕って、つまんない人間になっちゃったなあ）

　急に熱の冷めてしまった気まずい雰ふん囲い気きの中、階段の上から声があがる。

「まーい」

　美み唯いの声だった。

「あっ、うん……じゃあ、ゆうくん。またね。今日は助けてくれて、ありがとう。あっ、それと友だちの中にゆうくんのこと、誤解してる子がいるみたいだから、説明しておくね」

　急に我に返ったように舞衣は話を手短にまとめると、階段を上がって、去って行った。

　その後ろ姿を踊おどり場ばから見上げ、佑は深いため息をこぼす。

　急に舞衣が我に返ってしまったのは、友だちに呼ばれたからではなく、思い出の中のヒーローが色あせてしまっていたことに気づいてしまったからかもしれない。

　少なくとも佑はそう思った。

（ごめんね、しいちゃん）

　しょんぼりと肩かたを落とす佑の脳裏に、ふと幼い頃ころの思い出が甦よみがえる。

　あの寒い夜のことだ。




　夜空にオリオン座が輝かがやく下、何日も満足に食べてない幼い兄と妹は公園で水を飲んだだけでフラフラになりながらアパートに戻もどった。

　その時、いち早く幼い妹が異変に気づいた。

「あれ？　何でうちの前にタンスが出とるん」

「えっ？」

　アパートの廊ろう下か、幼い二人が住む部屋の前に見慣れたタンスやテーブルといった家財道具が並んでいた。胸むな騒さわぎがして、兄は走りだす。

「待って、お兄ちゃん」

　妹も泣きながら、兄を追う。けれどその声は兄の耳に届かなかった。

　何か自分が重大な失敗をしてしまった予感がして兄は胸がいっぱいだったのだ。

　部屋のカギはかけていなかった。たった一つのカギは母が持って行ったきりだ。もしも泥どろ棒ぼうに入られたのなら、自分の責任だと兄は焦あせっていた。

　だから部屋の中を一刻も早く確かめたくて、冷たいドアノブをつかんだ。そして中に入ろうとする。けれどドアノブはガチャガチャと中ちゆう途と半はん端ぱな音を立てるだけで動かない。

「カギがかかってる」

　呆ぼう然ぜんとした兄の手がドアノブから離はなれた。すると代わりに妹の手がドアノブをつかんで、ドアを開けようとする。

　けれど同じことだ。部屋のドアは開かない。

「どして、開かんのん？」

　妹の問いに答えることができず、兄は首を振ふることしかできなかった。

　その目からは涙なみだがポロポロこぼれる。

「僕のせいだ」

　家を出なかったら良かった。水を飲んだらすぐに帰れば良かった。遠回りなんかしなければ良かった。そんな後こう悔かいばかりが、ぐるぐる巡めぐり、何が起きたかもわからないまま兄は冷たいコンクリートの上に座りこんでしまう。そして自分ばかりを責める。

「僕が悪いんだ……みんな、僕のせいだ」

　そんな兄の姿に妹も泣きだしてしまう。

　冬の夜空の下、幼い兄と妹はただ泣くことしかできなかった。




　あの日の出来事が、佑ゆうのすべてを決定づけたといっても過言ではない。価値観、行動原理、心にまつわるすべてだ。

（僕、真ま伊いが大人になるまで守ってやらないといけないから……僕が自分のしあわせを探すのは真伊のしあわせを見届けてからって決めてるから）

　だからこそ初恋の幼なじみの中で色あせたヒーローとなってしまうのを、佑は甘んじて受け入れるしかなかったのだ。

（本当にごめんね、しいちゃん）

　階段の踊おどり場ばから、舞ま衣いが消え去って行った二階を見上げ、佑は心の中で再び謝った。




　夕方、学校からそれほど遠くないボロアパートに佑と真伊は帰っていた。春のやわらかい西日が差しこむ一室で、高校一年生の兄妹きようだいがちいさなテーブルを囲む。

　天板の上にはご飯と味み噌そ汁しる、そしてスクランブルエッグと肉そぼろっぽい何かが載のっている。深刻な表情をした真伊が肉そぼろっぽい何かを見つめていた。あっちこっち焦こげて黒くなっている上、粒つぶの大きさもまちまちだ。

「ハンバーグを作ろう思うたのに、うもうできんかったけえ……火が通っとるか、ようよう確かく認にんせんといけんって思いよったら失敗したんよ」

　真伊は悲しそうに黒目がちの目をパチパチさせると、スクランブルエッグに視線を移す。

「それに目玉焼きもスクランブルエッグになってしもうたし、うち、料理の才能がないかもしれん。みんな、ぐちゃぐちゃ」

「そりゃあ、この世界のどこかには料理の天才がいて、いきなり何でもできる人がいるかもしれないけど、誰だれでも最初は失敗作からはじめるんだよ……それより、ご飯は交代で作ろうって言っただろ？　昨日も真伊が作ったのに」

「お兄ちゃんはお金を貯ためてくれたけえ、せめてこのくらいのことはせんとね」

　とかくこの世はお金が必要だ。佑ゆうは中学を卒業後に一年ほど働いて真ま伊いと二人で暮らすための資金を貯ためていた。これがよく佑が口にする「ダブリ」の理由である。ちなみに一般にダブリとは留年の意味だが、高校浪ろう人にんよりも説明しやすいので、佑はこの言い方を好んでいた。

「別に気にしなくていいのに」

　そして味み噌そ汁しるをすする。ちなみに生味噌タイプのインスタントだ。

　ついこの間まで中学生だったこともあって真伊の料理スキルはレベル１といったところ。ただし意欲があるので、スキルアップの兆きざしはある。

「そういうわけにはいかんよー。女子じゃしね。料理をうもうなって女子力をアップせんと」

　最後に真伊がうれしそうに相そう好ごうを崩くずした。このアパートに引ひっ越こして以来、機き嫌げんがすこぶるいい。そんな妹の姿を見れば佑も報むくわれた気持ちになる。

（無理した甲か斐いがあったかな）

　ちなみに真伊の口をふさいで教室の壁かべに押しつけた件は、ちゃんと学校で説明してあった。あの後、真伊は佑のことを心配して階段のところまで追いかけてきていたのだ。Ａ組の生徒も何人か来ていたが、ちゃんと兄だと説明もしたので、誤解はとけたはずである。

　そして舞衣の件は舞衣自身が友だちに説明をしてくれると言っていた。

（残る問題は姉あね川かわさんだけど、まあ、僕はどうなってもいいし……）

　しかも美み唯いが佑に何かするといっても、せいぜい「三年間、この学校で彼女を作らせない」くらいのものだろう。けれど悲しいことに、まったく怖おそれる必要がない。

　それには理由があった。

「料理を上う手まくなって女子力アップもいいけど、僕ら勉強もしなきゃならないんだよ。ほどほどにね。あんまり、のめりこむようなら無理にでも交代にするよ」

「ほうよね。うちら、いい成績を取らんといけんもんね」

　佑と真伊は入学金や授業料を卒業まで無料にしてもらっているが、それとは別べつ途とに月々二万円程度の奨しよう学がく金きんを受けている。この奨学金は五段階評価で平均四以上の成績で卒業すれば返済が免めん除じよされるのだ。

　ちなみにもう一口、ほぼ半額の無む償しよう奨学金を受けているが、こちらの方は佑が夏休みや冬休みに募ぼ金きん活動に参加するという裏条件がついている。

　おまけに高校卒業後の進路も、佑は通いながら給与がもらえる防衛大学校を目指していて、そのお金を妹の生活費にあてるつもりだった。

　つまり今後三年間どころか、大学卒業までの七年先まで、綱つな渡わたりが続くのだ。

（僕の人生に青春っていう文字はないよね）

　それでも、モグモグと口を動かす妹の顔を見ていると、ちょっとだけこれから先の七年にも意味があるのかなと佑も思えた。

　ただ未練がまったくないわけでもない。

　どうしても久しぶりに再会した幼なじみの顔が頭の中にちらついて、ちょっぴり切ない気持ちにもなる。頭の中で割りきったことだとしても、感情は別問題だ。

（ある意味、本当の僕の人生って七年後からスタートするのかも）

　そんなことを考えながら崩くずれたハンバーグを口に運ぶ。

　味は極ごく上じようとまではいえなくとも、悪くはなかった。

「うん、美お味いしい。形は悪いけど、味は美味しいよ」

　佑ゆうの感想に真ま伊いの顔が、ぱっと輝かがやいた。

「ほんまあ？　ぶちうれしいけえ。形が崩くずれんようになったら、お弁当も作るけえね」

「いつになることやら」

　うれしさ半分で佑がちょっぴり冷やかすと、真伊は本気も本気と大おお真ま面じ目めに語る。

「すぐよお。来週には何とかせんとね。料理力アップは節約力アップにもなるけえね」

「まあ、うちは貧びん乏ぼうだからね」

　多少の自じ虐ぎやくと自じ戒かいをこめて、佑が室内を見渡わたす。

　部屋は四畳じよう半の和室一間しかない。しかも壁かべは土壁で所々格こう子し状に組まれた竹が見える。畳の上には土の粒つぶがポロポロ落ちて、いくら掃そう除じをしてもキリがない。

　この部屋は佑の「男の甲か斐い性しよう」の象しよう徴ちようみたいなものなのかもしれない。一高校生の素すのままの経済力からすれば当たり前といえば当たり前かもしれないが、これなら高校へ行くより、いっそ働いた方が良かったのかもしれないと佑もちょっとだけ後こう悔かいが頭を過よぎる。

　けれど兄の視線に気づいた真伊は遠えん慮りよがちに口を開く。

「でも、うち。このアパート、好きよ」

「えっ？」

　佑が視線を壁からテーブルの向こう側がわへと移すと、真伊はちょっと考えこむようにしていたが、もう一度、同じ言葉をくり返す。

「うち、このアパートが好き。ボロボロかもしれんけど、悪い霊れいがおらんしね。ここはええところじゃーって思うよ……まあ、お兄ちゃんは霊とか見えんけぇ、あんまり関係ない思うかもしれんけど、うちにとってはええところなんよ？　施し設せつにおった時はぶち恐こわかったけぇ」

　それから真伊は自分自身の言葉を吟ぎん味みし確かめるように何度も「うん、うん」と、うなずいていた。

　ちょっとだけ佑も救われたような気持ちになる。

「ありがとう、真伊」

　思わずつぶやいた感謝の言葉だったが、生憎あいにくと声がちいさかったこともあって真伊は聞き逃のがしてしまったようだ。首を傾かしげて、のんびりとした調子で尋たずねる。

「ん、なにぃ？」

「何でもないよ」

　話は打ち切りとばかりに、目玉焼きになるはずだったスクランブルエッグを佑ゆうが口へ放ほうりこむと、真ま伊いは形のいい眉まゆをハの字にする。

「もう、気になるじゃん」

「ここは家賃が安くて助かったって言ったんだよ」

　佑が話をはぐらかすと、真伊はあっさりと納なつ得とくするどころか、目までも輝かがやかせた。

「ほうよねぇ。何せ五千円じゃもんね……もしかして、日本一、安いかもしれん」

「まあ、日本一は大げさかもしれないけど、これだけ安いところはなかなか見つからないだろうね」

「お兄ちゃん、ようこんなにええところを見つけたねえ」

　真伊が尊敬の眼まな差ざしで佑を見つめる。

　このアパートは不動産屋の紹しよう介かいではなく、佑が学校の近くで見つけて大家と交こう渉しようしたものだった。

　土つち壁かべから格こう子し状の竹が顔を出していることからもわかるように、建物が古すぎて使われなくなっていた。そこで安く貸してくれるよう頼たのんだところ、最初は大家も「部屋を貸すなら、役所が耐たい震しん補強だ、建て替かえだと何かとうるさい」とか「いつか壊こわそうと思っていた」とか言って応じてくれなかったのだが、ねばり強く頼んで住まわせてもらえることになったのだ。

　その時の苦労話を少しだけ披ひ露ろうする。

「うん、アパートもいいけど、大家さんもいい人でね。住むところに困っていることを正直に話したら、最初は家賃もタダにしてくれるって言ってくれたんだよ。それを無理に五千円は受け取ってくださいって頼んだんだけどさ」

「えーっ、せっかくタダにしてくれるってゆうてくれたのに、お金を払はらうことにしたん？」

「当たり前だよ。社会ってのはお金を介かいして成り立ってるんだ……タダより高いものはないっていうだろ？　無料で何かをもらったら、無理なことを要求された時に断りにくくなるんだからね。特に真伊は女の子だから気をつけるように」

　一年だけとはいえ、社会の空気を吸った佑だ。やはり妹が心配になる。すると真伊も素す直なおに感心してみせた。ただし前半部分だけ。

「お兄ちゃんは大人じゃねえ。尊敬する……でも、うちなんか心配せんでもええのに。なまっとるし、まだまだ女子力だって低いんじゃけえ」

　この素直すぎるがゆえの無防備さと、映画のヒロインでも通用する美少女ぶり。とりあえず兄としては寒さむ気けのする思いだ。後半こそが大切だったのにと佑はやさぐれてしまう。

「まったく真伊はわかってないんだから。ちゃんと男子や男の人には気をつけろよ。何かプレゼントしてあげるって言われてほいほいもらったり、遊びに行こうって誘さそわれて気軽について行っちゃあダメだからね」

「わかっとるよね、子どもじゃないんじゃけぇ……お兄ちゃんは心配性じゃね」

　本当にわかっているのか、いないのか、真ま伊いはニコニコしながら口へご飯を運ぶ。その姿に佑ゆうは頭を痛めた。

（そりゃあ、心配性にもなるよ）

　それから佑は今一つ真しん剣けんに受け止めようとしない妹に対し、もう二言か三言くらい小言を重ねる羽目となるが、相変わらず真伊は柳やなぎに風といった調子で笑うばかりだ。

　やがてやりきれなくて佑が黙だまって食事に専念すると、真伊も考えこむようにして黙ってしまう。しかし二人の沈ちん黙もくの時は短かった。

「ねえ、お兄ちゃん」

「ん？」

「もしもお金が足りんようになって、水道代や電気代を払はらえんようになっても、家賃だけはちゃんと払おうね。大家さんもいい人なんじゃし、裏切っちゃあいけんよぉ」

　最後に真伊は大きく息をすると、自分自身の言葉に何度も「うん、うん」と、うなずく。そんな妹の姿に佑も思わず身を乗り出して、小声でささやく。

「うん、実は僕もどんなに苦しくなっても家賃だけは払おうって思ってたんだ」

　それから兄妹きようだい二人は共きよう犯はん者しやのような笑えみを浮かべた。

　それは幼い頃ころの一番つらい記き憶おくが下地になっている。

　あの冬の夜、お腹なかを空すかせて公園へ水を飲みに行った二人がアパートに帰ると、大家に家財道具を廊ろう下かに出されていた。家賃を何ヶ月も滞たい納のうしていたためだ。

　けれど二人が廊下で泣いているのを見つけてくれたのも大家だった。そして児童相談所に連れん絡らくをしてくれたので幼い兄と妹は助かったのである。もしもあのまま二人で部屋に隠かくれ続けていたら、二人とも死んでいたかもしれない。

　あの頃を思いだすかのように真伊はしばらくお茶ちや碗わんの中を見つめていたが、やがて顔を上げると佑の顔をまっすぐ見て微笑ほほえんだ。

「うち、今、しあわせじゃけえ」

　それから恥はずかしそうに真伊は再びうつむいてしまう。

　もしかすると傍はた目めからは、二人のやっていることはママゴトも同然なのかもしれない。兄は頼たよりなくて、妹も料理がまだまだ下手だ。

　けれど佑は妹の手料理を美お味いしいと思えたし、真伊も兄の見つけてきたボロアパートでの暮らしに満足していた。

　だから佑も迷いまじりだった思いが確信に至る。

（うん。大変だけど、僕のこれからの七年には意味がある）

　ささやかながら、しあわせな世界が確かにあった。




　そんな兄妹の楽しい一ひと時ときを、ノックの音が打ち破る。

「ちょっとっ！　ちょっとっ！　いいっ!?」

　女性の甲かん高だかい声がドアの向こうからあがるが、何やら急いでいるらしく、一声ごとに荒あら々あらしくドアを叩たたく。元々アパートがボロなせいもあって、窓のガラスまでもゆれる。

　このアパートに来客は稀まれだ。しかも女性の声ながら、かなり威い圧あつ的な雰ふん囲い気きだった。

　一いつ瞬しゆん、兄と妹は顔を見合わせるが、佑ゆうには兄としての責任がある。

「僕が行くよ」

　立ち上がって玄げん関かんへと向かう。

「はい。何ですか」

　ドアを開けると、そこには真っ赤なスーツを着た中年の女性が立っていた。深しん紅くの口くち紅べにも印象的なきつい顔立ちで、年の頃ころは三〇代後半か四〇代といったところ。

　その後ろには同年代の男性もいるが、こちらは姿勢が猫ねこ背ぜなこともあってか、随ずい分ぶんと気が弱そうに見える。佑と目が合うと、愛あい想そ笑わらいを浮かべて会え釈しやくした。

　思わず佑も頭を下げると、中年女性が口を開く。

「わたくしはこのアパートの大家だった吉よし田だサチエの孫、三み宅やけ由ゆ紀き子こです」

「あっ、わたしは三宅順じゆん平ぺいと申しまして……」

　気の弱い笑えみを浮かべつつ自己紹しよう介かいをはじめようとした夫を、由紀子が一いつ喝かつする。

「大事な話をしてるんですから、あなたは黙だまってて」

「あっ、はい」

　夫を黙らせると、由紀子は佑を正面から見据すえる。

「突とつ然ぜんですが、祖母が五日前に亡なくなりました」

　威い風ふう堂々と由紀子が語ると、奥にいた真ま伊いが目にうっすら涙なみだを浮かべた。

「ええ、そんなあ……いい人じゃったのにぃ」

　正しいマナーや挨あい拶さつなど知らなかったが、佑もあわてて頭を下げる。

「えっと、突とつ然ぜんのことで何と言っていいのかわからないけど、お悔くやみ申しあげます」

「祖母は八九歳でしたから、天てん寿じゆをまっとうです。お悼いたみは不要ですので、お気になさらず」

「は、はい」

「つきましては、わたくしがこの土地と建物を相続することになりました」

　それから由紀子は家族や親族について語りはじめ、祖母と名字が違ちがう理由や相続の正当性を佑へ説明する。しかし所しよ詮せんは他人でしかない佑にとって経緯や正当性はどうでもいい話だ。むしろ自分たちにどう関かかわるかが気になる。

（もしかして家賃を値上げするとか言いだすのかな）

　五千円という家賃は基本的に亡くなった大家の厚意による特別な額だ。その大家が亡くなれば新しい取り決めになるのはやむを得ないかもしれない。けれど綱つな渡わたりのような日々を送る相あい葉ば兄妹にとって、この格安の家賃は命綱の一つだった。

　不安で胸がざわつく中、話の切れ目を見計らって佑ゆうは二人の立場を確かく認にんする。

「えっと、つまりお二人が新しい大家さんということですか？」

「半分正しくて、半分間ま違ちがってるってとこかしら」

　そのもったいぶった言い方と、夫ふう婦ふの力関係から佑は由ゆ紀き子ここそが新大家なのかと思う。

（もしかして「わたくしが大家で、この人は関係ない」と言いたいのかな？）

　しかし違った。

　真っ赤なスーツは燃える戦せん闘とう服とばかりに由紀子は高らかに宣言する。

「このアパートを壊こわし、ここにマンションを建てることにしましたので、即そつ刻こく、立ち退のいてもらいます」

「えぇっ!?　そ、そんなぁ、じゃあ僕たちはどうすればいいんですか」

「そんなの知りません。ここはわたくしが相続した土地で、ここにマンションを建てるのはわたくしの権利であり、あなたたちがここに住むことはわたくしの権利を侵しん害がいするということになりますから」

「そ、そうかもしれないけど、僕ら他ほかに住むところがなくて」

　何とか佑が食い下がろうとするが、由紀子はにべもない。

「ですから知りません。このアパートの所有者であるわたくしが、来週にはこのアパートを壊します。もう解体業者にも頼たのんでいます。もし不満があるなら、うちの弁護士にどうぞ」

「べ、弁護士って……しかも来週までに出て行けだなんて、無理ですよ」

　弁護士を相手にできるのは弁護士と相場は決まっている。そして弁護士同士の話し合いで決着がつかなければ行き着く先は裁判所だ。

　佑たちには弁護士を雇やとうどころか、相談するお金すらなかった。しかも来週までにアパートを出るとなると、死活問題である。

「な、何とかなりませんか？」

　けれど由紀子はテコでも動かないとばかりに腕うでを組んで、そっぽを向いたままだ。

　佑は黙だまりこむが、短い時間だった。来週には解体業者が入るという話と、由紀子の態度からすると、交こう渉しようの余地はほとんどなさそうである。けれど佑たちにも最低限の理り屈くつや権利があるはずだと信じて、訴うつたえてみる。

「せめて一カ月、せめて今月いっぱい待ってもらえませんか？　大した額ではないかもしれないけど、今月の家賃は払はらっています。だから、せめて今月いっぱいはここに住まわせてください」

　すると意外にも由紀子はあっさりと首を縦に動かした。

「なるほど、今月分の家賃を祖母がいただいているというなら仕方ないわね。では解体業者に連れん絡らくして来月に延期するよう手配いたしましょう」

「あ、ありがとうございます」

　思わず佑ゆうが深々と頭を下げると、由ゆ紀き子こは居い丈たけ高だかに「フンッ」と鼻を鳴らした。

「ただし、こちらも来週の工事を延期する以上、来月の工事は絶対に延期できませんからね。必ず今月いっぱいでこの部屋を明け渡わたしてもらいます。いいわね」

「は、はい。必ず」

　気け圧おされる格好で佑が頭を下げると、由紀子は二言か三言ほど捨てゼリフも同然の言葉を残しドアを閉めて去って行く。

　そして部屋の中には青い顔をした兄妹きようだい二人が残された。




　パタンと閉まったドアを佑が呆ぼう然ぜんと見つめ続けていた頃ころ、由紀子は意気揚よう々ようと夜道を凱がい旋せんしていた。

　いつの間にか日は完全に沈しずみ、空にはうっすらと雲が広がる。

　今こ宵よいは満月、そして朧おぼろ月づき夜よ。

　アパートから少し離はなれたところまで歩くと、由紀子が鼻も高々に声を弾はずませる。

「ほ～ら、どう？　あたしの言った通り、上う手まくいったでしょ。交こう渉しようなんてね、こういうものなのよ。最初にガツンと大きく出て、少しだけ引く。これが交渉術ってもんなわけよ」

　関かん西さいのオッサンなら最後に「どうや」と言ってる場面だろう。そんな得意満面な妻とは対照的に夫の方は冷ひや汗あせをかいていた。

「いや、交渉術っていってもさぁ。ボクも法律家や不動産の専門家じゃないから、わかんないけど、こういった立たち退のきは法律で色々と決まってるはずだよ？　何ヶ月だか猶ゆう予よ期間を置くとか、立ち退き料を払はらうとか、引ひっ越こし料を負担するとかさ。絶対、何かあるよ……それを解体業者が入るから来週には出て行けとか、子ども騙だましにもほどがあるじゃないか」

「あたしは法律家でも不動産屋でもないから関係ないの。アパートをやってたのは死んだお婆ばあちゃん。あたしは遺産の相続人なだけ。不動産の法律はお婆ちゃんが守る話で、あたしは知ったこっちゃないわ……それに子ども騙しで十分じゃない？　だって相手は子どもなんだから」

　自分で言った決めゼリフがツボにはまって、由紀子は最後に「あっはは」と高笑いをあげた。

　妻の後ろを歩いていた夫は嫌けん悪お感いっぱいに顔を歪ゆがめ「うへぇ」と音のない声をあげる。

　二人には子どもがいなかったが、世代的にはちょうど中高生くらいの子を抱かかえている頃ころだ。そんな年ねん齢れいにありながら、高校生を半ば脅おどし、半ば騙して、得をしたと悦えつに浸ひたる妻の神経が信じられなかったし、そんな妻に逆らえない婿むこ養よう子しの立場もやるせなかったのだ。

　暗い夜道を、やつれた顔の夫がトボトボと歩いて行く。




　一方、アパートの中では立ちつくしていた佑がようやく我に返っていた。

「び、びっくりしたね。いきなりだったから」

　ガクガクする膝ひざでテーブルまで戻もどると、佑は元の席に座る。もっとも座るというよりも、尻しりもちをつくような形でへたりこんだというのが実情だった。

　テーブルの上にはまだ料理が残っている。佑ゆうは既すでに八割方がたは平らげているが、元々のんびり屋の真ま伊いは食べるのが遅おそく、まだ半分くらいしか食べていない。

「と、とりあえず、ご飯を食べようか」

　空から元気を振ふり絞しぼると佑は箸はしを手にした。黙だまったまま真伊もコクリとうなずき、茶ちや碗わんと箸を手に持つ。

　けれど二人とも箸を握にぎった手が動かない。

　残りがそう多くないこともあって、一気に食べてしまおうと佑も思ったが、お腹なかが重くてどうしても食べる気にはなれないのだ。

　気まずい沈ちん黙もくと、何も受けつけないお腹。佑は苦しまぎれに空笑いを浮かべた。

「ね、僕の言った通りだっただろ？」

　何のことだろうとばかりに真伊が顔を上げると、佑は先ほどの話を再び持ち出す。

「タダより高いものはないんだよ。もしも家賃をタダにしてもらってたら、僕ら来週にはここを出て行かなきゃならないとこだった。五千円でも家賃をちゃんと払はらってたから、今月いっぱいまでいられることになったんだ。うん、本当に良かった」

　自分自身の言葉に佑がうなずくと、つられるようにして真伊もコクリと首を縦に振った。

　そして再び二人とも黙りこんでしまうが、今度は真伊の方が沈黙を破る。

「大家さん、死んじゃったんじゃね……ええ人じゃったのに」

「こ、高こう齢れい化社会だし、仕方ないよ。八九歳って言ってたしね。寿じゆ命みようとか天寿だよ」

　動どう揺ようした佑の言葉は上うわ滑すべりして、話の筋が曖あい昧まいになってしまったが、真伊は神しん妙みようにコクリとうなずいた。

　それからまた二人は黙りこむ。

　長い沈黙の後、茶碗と箸を持ったまま真伊がポツリとつぶやいた。

「うちら、どうなるん？」

　悲しくも、やさしく響ひびく、まるで鈴すずの音のような声。

「えっ？」

　佑が妹を見つめると、真伊はお箸をグーで握にぎり涙なみだをこらえていた。そしてお茶碗もかすかに震ふるえている。

「うちら、どうなるん？　ここを出て行かんといけんのじゃろ……」

　ミルク色のやわらかい頰ほおに、一粒つぶの涙が伝わり落ちた。

「家賃五千円じゃったのに……うちら、お金ないのに……」

　佑の声がワンオクターブ高くなる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだから。それに探せば他ほかにもっと安いところがあるかもしれないよ」

「でも日本一、安いかもしれんってゆいよったのに……こんなにええところなんか、ないよってゆいよったのに」

「お金が足りなかったら、僕がバイトするから真ま伊いは何も心配することはないんだ」

「でも、うちら奨しよう学がく生せいなのに……勉強せんといけんのに」

「どうしてもダメだったら、僕が学校をやめて働くよ。どうせ一年ダブってるんだし、本当はそんなに学校なんて行きたいとは思ってなかったんだ」

　佑ゆうは妹を安心させてやりたかったが、真伊はうつむいたまま首を左右に振ふる。

「お兄ちゃんが学校をやめるんじゃったら、うちも働く。うちだけ学校に行かれんけえ」

「だ、だからいざとなったらの話だから。今から最悪の事態のことを考えても仕方ないから」

　佑の言葉に真伊は口を真一文字にして、ふるふると身体からだを震ふるわせていたが、やがてちいさくコクリとうなずいた。けれど涙なみだは止まらない。後から後からあふれ出る。

　そんな妹の姿に佑は無力な自分がやるせなかった。そして幼い頃ころに味わったあの無力感に再びさいなまれる。

（もし僕に力があったら、真伊を不安にさせやしないのに）

　朧おぼろ月づき夜よの下、おんぼろアパートに一部屋だけ灯あかりがともっている。

　けれどその光は今にも消え去りそうで、まるで蛍ほたるのように儚はかなかった。













　　　第二章　お兄ちゃん、はぶてたあん？







　うすい雲に覆おおわれて、満月の光が夜空ににじむ。

　そんな朧月を眺ながめていると、舞ま衣いには涙で月がにじんでいるように見えた。

（そういえば、あの頃ころって夜は泣いてばかりだったな）

　真っ暗な部屋の中から窓の外を眺め、舞衣は幼い頃の思い出に耽ふける。

　物心ついた時には施し設せつにいて「人殺しの子ども」と後ろ指をさされていた。当時、舞衣の父は悪名高い殺人事件の犯人として、死し刑けい判決を受けていたのだ。

　その判決理由には犯行手口が残ざん虐ぎやく云うん々ぬんといった他ほか、罪を認めず反省の色がまったく見えないといった文もん言ごんまで含ふくまれていた。

　最初から父は一いつ貫かんして、自分は無実だと主張していたのである。

　当時、誰も父を信じようとしなかった。

　警察、裁判官、マスコミ、そして母までも。

　父の逮たい捕ほ後、母は一つ年上の兄だけを連れてどこかへ去ってしまったのだ。

　今、舞ま衣いの膝ひざの上には先ほどまで見入っていたアルバムが置いてある。

　赤ちゃんの頃ころの写真には母と一いつ緒しよに写っているものもあるが、それらはすべてカッターで一部を切り落としていた。母の顔の部分を除くためだ。

（わたしがお母さんを切り捨てたんじゃない。わたしがお母さんから切り捨てられたんだ）

　何せ兄の存在すら、舞衣は施し設せつを出るまで知らなかったほどである。

　もっとも施設にいた頃、母が自分を置き去りにしたことを知ったなら、生きる気力すら失っていたかもしれない。

　物心ついた時には既すでにいじめられてばかりで、居場所も逃にげ場ばもなかった。

　そんなある日、同じ年頃の兄妹きようだいが施設にやって来た。

　最初に仲良くなったのは妹の方だった。同い年で、名前が同じ「マイ」だったのがきっかけだ。そしてすぐに兄の方とも仲良くなった。

　それからの記き憶おくは兄の「ゆうくん」と一緒のものばかりだ。それだけ舞衣にとって、当時のゆうくんという存在は大きかった。

　いじめられて泣かされる度たびに佑が現れて舞衣を助けてくれたのだ。

　あの頃の舞衣にとって、佑はヒーローだった。世界のすべてを敵に回してでも、自分を助けてくれる絶対の味方。

（ゆうくん、変わっちゃったのかな……約束、忘れちゃってるみたいだし）

　それからしばらくして父の冤えん罪ざいが晴れ、世界は一変した。

　父のことを残ざん虐ぎやくにして言い逃のがればかりする卑ひ劣れつな殺人犯と罵ののしっていたキャスターやコメンテーターたちは一転して警察や検察の非難をはじめ、一いつ貫かんして無実を主張していた父を「二一世紀の巌がん窟くつ王おう」や「現代のモンテクリスト伯はく」と持て囃はやした。

　そう、世間は手の平を返したのだ。

　そして舞衣は父の元へと引き取られ、誰だれからもいじめられなくなった。

　けれど舞衣の心には拭ぬぐい難がたい人間不信が根づいてしまっていた。

　窓ガラスにコツンと頭をぶつけると、舞衣は深いため息をこぼす。

（今、仲良くしてくれてるみんなだって、いざという時にはどうなるかわかんないよ……信じられるのはゆうくんだけだったのに……）

　夜のしじまと共に思いが更ふける。

　そんな一ひと時ときを、ノックの音が打ち破った。

「舞衣、起きているか？」

　父の声に慌あわてて舞衣はアルバムを閉じた。

「う、うん。起きてるけど、どうしたの」

　カーテンを閉めると、明かりを点つけてドアを開ける。そこには険しい顔をした父の姿があった。




　翌日の放課後。

　学校からそう遠くない辺りを佑ゆうはフラフラと歩いていた。

（どこかにボロボロの空き家でもないかなあ……小屋みたいなとこでもいいんだけど）

　不動産業者に紹しよう介かいしてもらう普ふ通つうの方法では、希望するような物件が見つからないので、自分の足で歩いて、家賃が安そうな家やアパートを探しているのだ。

　けれどなかなか掘ほり出だし物ものと思おぼしき建物は見あたらない。

　二三区からすれば西の方角だが、東京都全体からすれば中央の北側がわに位置する北きた東とう京きよう市は都心から近い割に農地が多く残っていて、この辺りも住宅地と農地がせめぎ合っていた。

　ただし住宅地の家々やアパートはどこも小こ綺ぎ麗れいで、家賃が高そうだった。それで農地の多い方へと流れて来たのだが、今度は畑ばかりで建物そのものが少ない。

　歩き疲つかれたこともあって、佑は盛大なため息を吐ついた。

（ダメだ。やっぱり見つからない。東京に出て来たのは間ま違ちがいだったかなあ……いや、高校や大学へ行こうとしたこと自体がそもそもの間違いだったかも。真ま伊いのためにも働けば良かったんだ……でも中卒じゃ仕事もなかなか見つからないしなあ）

　ついには自分の人生設計そのものを見直してしまうほど、佑は弱りきっていた。

　八方ふさがりな気がして、思わず佑は天を仰あおいだ。

　昨日はきれいに晴れ渡わたっていたのに今日は曇どん天てん。どこまでも雲が広がって、青い隙すき間まさえない。

　灰色に染まった空が自分の未来を暗示しているようで、佑が憂ゆう鬱うつになっていると、背後から声があがる。

「おいっ、お前。その制服、ヒバ校の高等部だろ」

「えっ、あ、はい」

　佑が振ふり返ると、そこには同じ制服を着た男子の姿があった。

　彫ほりの深い端たん整せいな顔立ちで、美少年よりも男前の二文字が似合う。なかなかの二枚目だが、残念なことに口の周りがスパゲッティ色だ。

　朱しゆ色いろの口ヒゲをたくわえた男前は佑と目が合うと、いきなり手を差し出す。

「すまん、金を貸してくれ。千円でいい」

　瞬しゆん間かん、思わず佑は目を逸そらしていた。頭の中を過よぎるのはユスリ・恐きよう喝かつ・タカリ・カツアゲといった言葉ばかり。

（東京って怖こわい）

　そんな佑の考えを読んだのか、男前は自己紹しよう介かいをはじめた。

「俺は氷ひ室むろ秀ひで人と、ヒバ校の高等部一年Ｅ組。今、ここの喫きつ茶さ店でスパゲッティを食ってたら財さい布ふを忘れたことに気づいたんだ。明日には必ず返す。頼たのむ、千円ほど貸してくれ」

　氷ひ室むろの指さす先を目で追うと、普ふ通つうの民家の一角を店てん舗ぽに改装したといった感じの喫きつ茶さ店が畑の中にポツンと立っていた。その開いたドアの陰かげからはエプロン姿のオバサンが腕うでを組んでこちらの様子をうかがっている。

　細々と兄妹きようだい二人でよりそうように生きている佑ゆうにとって、千円でも大金だった。何せ、今の時点で佑の財さい布ふの中にあるお札が千円札一枚きりなのだ。感覚的には有り金全部というか、全財産に近い。

　しかも知らない人にお金を貸しても、本当に返してもらえるかわからない。むしろ安易にお金を出すと、キリなくお金を要求される危険性すらある。

　だから佑はお金を貸したくなかった。

　けれど氷室の焦あせった顔と、喫茶店の入り口からこちらの様子をうかがうオバサンの疑うような目を見ていると、佑は居たたまれない気持ちになってしまった。貧しい身の上だけに、財布を忘れたり、持ち金が足りなかったりした場合の気まずさや、つらさがよくわかるのだ。

「ぜ、絶対に返してくださいよ」

　顔を引きつらせた佑が財布から千円札を取り出すと、氷室は引ったくるようにしてお札をつかんだ。

「すまん。恩に着る」

　そして高校生らしからぬ尊大さを発揮する。

「ほら、金だ。釣つりはいいぞ」

　喫茶店のオバサンは手渡わたされた千円に視線を落とすと、憎にく々にくしそうに営業用の決まり文句を口にする。

「はい、どうも。また来てね」

「誰だれが二度と来るか、こんな不ま味ずい店」

　氷室が吐はき捨てるように背を向けると、喫茶店のオバサンも「フンッ」と鼻を鳴らして店のドアを閉めた。

　二人のやりとりを見て、思わず佑はため息をこぼす。説明を受けなくても、二人の間で何が起きたか目に浮かぶ。

（どうせ不味いって文句を言ってたら、財布を忘れているのに気づいたってとこだろうけど、こんな場面に出くわすなんて、本当についてない）

　佑が自らの不運を嘆なげいていると、氷室は清すが々すがしい笑えみを浮かべた。

「いやあ、助かったよ。財布を忘れて困ってたところに同じ学校の奴やつと出くわすなんて、俺は実に運がいい」

　もしかすると世界の中でしあわせの総量は決まっているのかもしれない。たとえば誰かが千円分の幸運を手にすれば、他ほかの誰かが千円分の不幸になるといった具合に。

　そんなことを思いつつ佑がしょぼくれていると、氷室は屈くつ託たくのない笑顔で尋たずねる。

「ところで、もうお前。金はないよな。ついでにタクシー代も貸してくれると助かるんだが」

「僕、もうそんなお金なんて持ってませんから」

　有り金をはたいたも同然の佑ゆうが涙なみだ目めで首をブンブン振ふると、氷ひ室むろも納なつ得とくの表情になる。

「まあ、そうだろうな。財さい布ふの中も、あの千円の他ほかに入ってなかったしな」

　それから少しばかり氷室は思案するが、やがてポンと右の拳こぶしで左の手の平を打った。

「よし、じゃあ、こうしないか？　俺は財布や携けい帯たいを取りに学校へ戻もどらなきゃ、家にも帰れない。もしお前に予定がないなら、一いつ緒しよに学校へ戻らないか？　そうすればすぐに金を返すことができる」

「えっ、本当ですか？」

　佑の顔が輝かがやくと、氷室は尊大にうなずいた。

「おう、俺としても、さっき出会ったばかりの人間に金を借りたまま一晩過ごすのは居い心地ごこちが悪いからな」

　佑としては願ってもない申し出だった。むしろ佑の方こそ「さっき出会ったばかりの人間に金を貸したまま一晩過ごすのは居心地が悪い」と言いたいところだ。

　もっともそんな強心臓は持ち合わせていないので、佑は同学年にして年下のはずの相手に頭を下げていた。

「そ、それではご一いつ緒しよさせてください。お願いします」

「おしっ、話は決まりだ。行こうぜ」

　こうなると、どっちがお金を借りた側がわかわからないが、意気揚よう々ようと氷室は歩きだす。そして佑は半歩下がった形で隣となりを歩きだした。

　何だか貞てい淑しゆくな妻か、師の影かげを踏ふまない弟で子しのようだが、氷室は気にもとめないどころか、むしろ当たり前といった風ふ情ぜいで語る。

「お前、見かけない顔だが、新一年生か」

「はい、そうです」

　気け圧おされる形でうなずきながらも佑は氷室の堂々とした態度に驚おどろいていた。

（確か氷室くんも同じ一年生だったはずだよね……そもそも最初に僕を呼び止めた時も「おいっ、お前」だったけど、僕がもしも二年生や三年生だったらどうする気だったんだろ）

　他ひ人と事ごとながら佑がヒヤヒヤしていると、氷室はニヤニヤして語る。

「ちなみに俺は高校一年を二周目だ。留学とか病気といった理由以外での留年は一〇年ぶりだか二〇年ぶりらしい。校内じゃあ、ちょっとした有名人だぞ」

「えっ、それじゃあ、もしかして一七歳の一年生ってことですか？」

「まあ、そうだな。誕たん生じよう日びが来てないから一六だが、今年中に一七になる」

　氷室が堂々と胸を張ると、佑は自分の中で少しだけ納得していた。

（なるほど、ちょっと偉えらそうなのはダブってるからか）

　似たような境きよう遇ぐうへの親近感が、引きつっていた佑ゆうの表情をやわらげる。

「き、奇き遇ぐうですね。実は僕も一学年ダブってて、一七歳の一年生なんです」

「なんだ、お前もか。本当に奇遇だな。これも何かの縁えんだ、仲良くやっていこうぜ」

「あっ、はい。お願いします」

　条件反射的に頭を下げた後、ふと佑は疑問を抱いだく。

（あれ？　同い年でも態度がぜんぜん変わってないや……でも仕方ないか）

　ただしそれも一いつ瞬しゆんの話だった。年ねん齢れいが同じでも、相手はサラブレッドで佑はどこかの馬の骨である。友だちという対等な関係なんて端はなから無理だったと簡単にあきらめてしまう。

　しばらく自己紹しよう介かいなどを交えながら二人で歩いていると、同じ学校の生徒とすれ違ちがうようになった。

（何か学校に近づいてきた感じがするなあ）

　妙みような実感に佑が浸ひたっていると、突とつ然ぜん、前を歩く氷ひ室むろが叫さけんだ。

「おいっ、ミイッ！」

　何事かと驚おどろいた佑が、氷室の視線の先を追うと、道の反対側がわに二人組の女子がいた。しかも二人とも見覚えのある顔だ。

（しいちゃん……と、姉あね川かわさん）

　思わず佑は氷室と美み唯いの顔を交こう互ごに見る。

（氷室くんって姉川さんと知り合いだったんだ）

　しかも「ミイ」と名前で呼びかけているので、かなり親しい間あいだ柄がらのようだ。佑にとってはちょっとした驚きだったが、道の反対側でも舞ま衣いが目を丸くして、こちらを見ていた。

　ただし美唯は露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな表情を浮かべている。

「何ですの、いったい」

「すまん、金を貸してくれ。三万でいい」

　氷室と出会って一〇分もたってないが、そのハイパーインフレぶりに佑は目を泳がせた。

　そして借金を頼たのまれた美唯は敵意をこめた目で氷室をにらみつける。

「お断りします……さあ、バカは放ほうっておいて行きましょう」

　舞衣の腕うでを摑つかんで美唯は先に行こうとするが、氷室は簡単には引き下がらない。

「さっき、メシを食ってたら財さい布ふを忘れたことに気づいて、こいつに千円ほど借りたんだ。あとはタクシー代。初対面の相手に金を借りた上、学校まで歩かせるのは悪いだろう」

　美唯の足が止まった。

「初対面って……まったくもう」

　そしてくるりと反転すると、憤ふん怒ぬの表情を浮かべた美唯が佑の元へツカツカと歩きだす。

　その剣けん幕まくに思わず佑は後ずさりしてしまった。

（何で僕が怒おこられるんだよ）

　しかし美み唯いは佑ゆうの前まで来ると、まず氷ひ室むろに宣言する。

「タクシー代は知りません。歩いて帰るなり、何なりしてください」

　それから美唯は仏ぶつ頂ちよう面づらで財さい布ふを取り出した。

「ただし兄の借りたお金はお返しします」

「えぇっ！　お兄さん」

　咄とつ嗟さに事態が理解できず、佑の視線は氷室と美唯の間を行き来する。

　美唯は無表情を装よそおっているが、氷室の顔には意味深な笑えみが浮かんでいた。

「そう、兄妹きようだいは兄妹でも異母兄妹だけどな」

「な、なるほど」

　年が離はなれているならともかく、二人の年ねん齢れいは一つ違ちがい。そして違う名字、さらには親がお金持ちとくれば複雑な家庭の事情がうかがえる。正妻や愛人、嫡ちやく子しに庶しよ子し、頭の中で昼のメロドラマに出て来そうな言葉が飛び交かって、佑は顔を引きつらせた。

（お金持ちの家庭も大変なんだ）

　そんなことを佑が考えていると、美唯は財布から一万円札を取り出した。

「さあ、どうぞ」

「いや、でも、その、お釣つりがなくて……できれば千円札か五〇〇円玉を二枚みたいな形で返してもらえれば助かるんですけど」

　気まずそうに佑が頭をかくと、氷室は爽さわやかな笑顔と共に親指を立てた。

「いいさ、一〇倍返しだ。気にせず受け取れよ」

「人の財布から出たお金なのに、勝手なことを言わないでください」

　即そく座ざに美唯は異い母ぼ兄けいに抗こう議ぎするが、ブルジョワはブルジョワだった。

「ただし兄の言う通り、差額なら結構です……細かいお金は持ち合わせていませんし」

「ええっ、ダメですよ。そんなの」

　たじろぐ佑の肩かたへ氷室が親しげに腕うでを回す。

「有り金をはたいて、見ず知らずの俺を救ってくれたんだ。その心意気に俺も応こたえようじゃないか」

　佑の喉のど仏ぼとけがゴクリと上下する。

（ど、どうしよう……この場合、受け取った方がいいのかな）

　美唯と氷室には大した額ではないらしいが、佑にとっては大金だった。しかも急な引ひっ越こしもあって、お金は喉から手が出るほど欲しくもある。

　けれど佑はお金を受け取ることができなかった。

「いや、やっぱりダメです。貸したお金は千円だから、返してもらうお金も千円でないと」

「ああ、もうウジウジと鬱うつ陶とうしいこと。黙だまって受け取ればいいでしょ」

　美唯が眉み間けんをよせると、今まで距きよ離りを置いていた舞衣が財布をのぞきこみながら、近づいて来た。

「じゃあさ、こうしない？　わたし、一万円を両りよう替がえできるから、わたしがミイから一万円を受け取って、差額の九千円を渡わたす」

　言葉通りにお金をやりとりすると、最後に舞ま衣いは千円札を佑ゆうに差し出した。

「そしてわたしがゆうくんに千円を渡す……これであとはミイと氷ひ室むろさんの間で話し合えばいいよね」

　これなら佑もお金を受け取ることができる。

「ありがとう、しいちゃん」

「どういたしまして」

　しかしここで氷室がまた余計なことを言いだした。

「おい。その一万、貸してくれないか？」

　即そく座ざに美み唯いが氷室の手を叩たたく。

「人の友だちに何てことを言うのよっ！　やることなすこと、わたしの顔に泥どろを塗ぬるような真ま似ねばかり」

「何が顔に泥だ。俺が誰だれに何を言おうと俺の勝手だろうが」

　道の真ん中ではじまった盛大な兄妹きようだいゲンカを佑があきれながら見ていると、舞衣は苦笑いまじりの吐と息いきをこぼした。

「でも、ゆうくんって変わらないね」

「えっ？」

　完全な不意打ちとなって佑が目をパチパチさせると、舞衣は昔を懐なつかしむかのように目を細める。

「どこか頑がん固こで、こうと決めたら絶対に引かないところが、昔とおんなじ」

「そ、そうかな」

　佑の顔がほんのり赤くなるが、それも一いつ瞬しゆんだった。

「でも忘れっぽくなったとことか、昔と違ちがっちゃったとこもあるけど」

　当てつけとも取れる一言に、佑も心当たりがある分、顔色が悪くなってしまう。

（やっぱり、しいちゃん。僕のことを怒おこってるんだ）

　けれど舞衣の態度は猫ねこの目のようにクルクル変わる。

「ところで、ゆうくんはこんなところで何をしてたの？」

「う、うん。ちょっと散歩っていうか、引ひっ越こしてきたばかりだから、この辺を見て回ろうかなって思って。そしたら偶ぐう然ぜん、氷ひ室むろくんと会って」

　冷ひや汗あせまじりに佑は精せい一いつ杯ぱいの見み栄えを張ると、今度は逆に同じ質問を切り返す。

「そ、それでしいちゃんはどうしてこんなところを歩いてるの？」

「うん。わたしね、おばあちゃんが亡なくなって、急に相続っていうか、一時的に預からないといけないとこができちゃって、そこを下見に」

「そうなんだ……えっと、突とつ然ぜんのことで何と言ったらいいのか、わからないけど、お悔くやみを申し上げます」

　あわてて佑ゆうが頭を下げると、舞ま衣いは苦笑いを浮かべて手を振ふった。

「あ、いいの、いいの。わたしも会ったことがなかったくらいだし」

「そう、なんだ」

　半ば納なつ得とくしつつも、半ば違い和わ感を抱いだき、佑が首を傾かしげると、舞衣は力なく笑う。

「それにお父さんじゃない方のおばあちゃんだから」

「なるほど……」

　詳くわしい事情は聞かなくとも、その回りくどい言い方で舞衣の心しん中ちゆうや事情を佑は何となく察することができた。施し設せつ育ちだと、どうしても親類に対する感情は一ひと筋すじ縄なわではいかなくなる。

　そこへ氷ひ室むろが美み唯いとの口論を打ち切る形で、幼なじみ同士の会話に割りこんだ。

「面おも白しろそうだな。みんなで一いつ緒しよに行こうぜ」

　一いつ瞬しゆん、佑と舞衣は互たがいに顔を見合わせるが、二人が態度を決めるより早く、美唯は異い母ぼ兄けいの提案を拒きよ否ひする。

「冗じよう談だんはやめてくださるかしら。勝手について来ないで」

　すると氷室は勝ち誇ほこった笑えみを浮かべて、近くにある電柱を指さした。

「最近、この辺りで変質者が出るって、もっぱらの噂うわさだぞ。ほら、貼はり紙がみまである」

「ほんとだあ……変質者に注意ってある」

　舞衣の声が不安の色を帯びるが、美唯はあくまで強気だった。

「こんな異常な人間について来られるぐらいなら、まだ普ふ通つうの変質者の方がマシよ」

「でも本当に変質者が出たら危なくない？」

　舞衣が佑と美唯の顔をチラチラと見比べる。

　昔の佑なら迷わず「僕がしいちゃんを守ってあげるよ」と即そく答とうしていただろう。けれど今の佑は少しだけ迷ってしまった。おかげで何も言えない形となってしまう。迷いのない人、氷室が即答したからだ。

「よし、これで志し井いに何かあったら、ミイの責任だな。制服姿だから、ストーカーのターゲットになったら最後、学校の前で待まち伏ぶせされるぞ。そうなれば通学路をつけられ、自宅を割り出されるのも時間の問題、さらにはストーカーは一度や二度、捕つかまっても、すぐに釈しやく放ほうされて何度でも同じことをくり返すし、行動もエスカレートしていくんだろうな」

「えーっ、やだ。怖こわい」

　舞衣が本気で怯おびえはじめると、忌いま々いましそうに美唯は異母兄に舌打ちする。

「よく変質者の行動パターンをそこまでおわかりになること。きっと思考パターンが同じなんでしょうね」

　仲は悪くとも兄妹きようだいだ。氷ひ室むろは美み唯いが敗北を認めたのを悟さとると、佑ゆうの背中を叩たたく。

「そんなわけだ。お前も行くぞ」

「本当にいいんですか？」

　念のため、佑が舞ま衣いと美唯の様子をうかがうと、美唯は腕うでを組んだまま背を向ける。

「勝手にどうぞ」

　そして舞衣は美唯に気を使う形で、無言のままちいさくうなずく。

　かくして何の因果か佑はセレブの子女ご一いつ行こうに同行する羽目となってしまった。




　四人で歩きだすと、とりあえず舞衣が簡単に事情を説明しはじめた。

「……それで、わたしは遺産なんかいらないって言ったんだけど、もしも国に没ぼつ収しゆうされたら、行方ゆくえがわからなくなってるお兄ちゃんが困るかもしれないってお父さんが……」

　けれど話を簡略化しているのと、当あたり障さわりのない言葉を選んでいるために舞衣の話は漠ばく然ぜんとしていて、どこか要領を得ない。氷室は眠ねむたそうな顔をして、話を聞き流していた。

「ふ～ん、なるほどなあ」

　声に感情がこもってなくて、適当に相づちを打ってるのが丸わかりだ。

　けれど舞衣の生おい立たちを知っている佑は頭の中で事情を補完していた。

（多分、こんな感じだろうな……）

　母方の祖母が亡なくなったが、母と兄の行方がわからなくなっていて、父を飛び越こす形で舞衣に遺産相続の話が来た。

　しかし舞衣は幼少時に自分を引き取らなかった母方の親族への反感があり、遺産はいらないと断ろうとしたらしい。

　それを舞衣の父が「このままだと遺産が国に没収されて、後で母や兄が困るかもしれないので、一時的に預かるつもりでもいいから、遺産を相続しなさい」と諭さとしたのだ。

　舞衣としては母に恨うらみはあっても、兄には恨みがないので、遺産を相続することにした。

　あくまで推すい測そくでしかなかったが、幼い頃ころは似たような境きよう遇ぐうで育っただけに佑は自分の考えに自信があった。

　だからどこか要領を得ない舞衣の説明も、それなりに頭の中で整合性も取れたのだが、一つだけ違い和わ感を抱いだく。

「しいちゃんってお兄さんがいたんだ」

　佑の声から驚おどろきの色を感じ取って、舞衣はほろ苦い笑えみを浮かべる。

「うん、わたしも施し設せつを出た後に知ったんだけどね」

「なるほど、僕が知らないわけだ」

　これですべて納なつ得とくがいったと佑が笑顔になると、舞衣は口を尖とがらせた。

「でもゆうくんの場合、どうせ教えてあげても忘れちゃうくせに」

「ご、ごめん」

　後ろめたさがあって佑ゆうがうつむくと、舞ま衣いもうつむいてしまう。

「別に謝らなくていいよ」

　気まずい雰ふん囲い気きになり、四人は黙だまって歩き続ける。

　先導役の舞衣が美み唯いと並んで前を歩き、佑と氷ひ室むろは少し離はなれて続く。

　やがて佑は最近になって土地が分ぶん譲じようされたと思おぼしき一角を見つけた。家々や道路は新しく、まだ建築中の家もある。

　その光景をまぶしそうな目で佑が見ていると、氷室は怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「相あい葉ばは何で作りかけの家を恍こう惚こつとした目で見てるんだ？」

「僕、マイホームが夢だから、つい見入っちゃって」

「フ～ン、マイホームねえ」

　氷室の生なま返事に小心者の佑は意味もなく焦あせってしまい、言い訳がましく夢の理由を語る。

「僕、親がいなくて妹と一いつ緒しよにアパートで暮らしてるから、大家さんがアパートを壊こわすだとか建て替かえるとか言うと、出て行かなきゃならないようなとこじゃなく、自分の意思だけで住み続けることができるマイホームに住みたいんです……妹のためにも」

　それは佑にとって、今までのつらい経験の裏返しでもあったが、その事情を知るはずもない氷室はあきれ顔になる。

「お前なあ、マイホームを建てるための理由が前半のはともかく、後半の妹のためってのは有り得ないだろ。だって奴やつら実際のところ、敵だろ」

「そ、そうですか？　僕は敵だなんて思ったことないですけど」

「あのな、ゲームやマンガでこんなパターンがないか？　序じよ盤ばんで仲間面づらしてた奴が、中盤で離れ、後半になったらラスボスとして登場する」

　何となく心当たりがあって佑もうなずく。

「まあ、よくあるパターンかもしれませんね」

「一方、人生における妹はこうだ……物心ついた頃ころには同じ家にいて、人生の中盤になると誰だれかと結婚して目の前からいなくなる。しかし親が死ぬと遺産を争う人生最後の敵として再登場……ラスボス展開そのまんまじゃないか」

　得意顔で氷室が胸を張るが、佑の脳裏に浮かぶのは苦しい生活を助け合って生きてきた真ま伊いの顔だった。

「それでも僕は家が欲しいんです。ずっといていい場所。そして妹に帰る場所、実家があるんだって安心させてやれる、そんなマイホームが」

　思いつめた佑の表情に氷室はしばらく眉まゆをひそめていたが、やがて「ひらめいた」とばかりに芝しば居いがかった仕草で、手をぽんっと叩たたく。

「はは～ん、わかった。相葉の妹は携けい帯たいゲーム機の中にいるんだろ？　だから俺の話に納なつ得とくできないんだ。そりゃあ、確かにファンタジー妹なら可愛かわいいよな。リアル妹は人生の敵だが。今の世の中、少子高こう齢れい化社会だからな。一人っ子が多くて、妹という存在に夢や幻げん想そうを抱いだく奴やつが多すぎる。相あい葉ばもその一人か。ただし、お前の場合、ちょっとばかし重じゆう症しようみたいだがな。アハハハハッ！」

　あくまで自説こそが絶対真理と信じて疑わない氷ひ室むろに対し、舞ま衣いが証人として発言する。

「ゆうくんには本当に妹がいますよ。まいちゃんっていう可愛い妹が」

「ゲーッ！　お前、ファンタジー妹じゃなく、本当にリアル妹がいるのかよっ!?」

　まるで氷室は車に轢ひかれた宇宙人でも見つけたかのように驚おどろくが、そんな異い母ぼ兄けいへ美み唯いは冷たい視線をぶつける。

「最低」

「ほら、これが正しいリアル妹の姿だ」

　氷室が力説すると、舞衣は吹ふきだしてしまう。そして空を見上げてスキップ。

「この広い空の下のどこかに、わたしにもお兄ちゃんがいるけど……どうせなら、氷室さんよりゆうくんみたいなお兄ちゃんがいいな」

　最後にくるりと舞衣が反転した。赤いリボンとツインテールが宙に舞い、屈くつ託たくのない笑え顔がおがあらわれた。佑ゆうの胸が高鳴るが、最後に舞衣は形のいい眉まゆをひそめる。

「ただしゆうくんって幼なじみとしてはどうかと思うところがあるけど」

　舞衣との距きよ離り感がつかめなくて、佑は戸と惑まどい落らく胆たんする。

（何だかいじめられてるような気分だよ）

　機き嫌げんのいい顔をして近よって来たかと思えば意地悪な顔をして遠ざかり、そしてまた機嫌のいい顔をして近よってくるのだ。こんな風に。

「でも考えてみたら、ここにいる四人ってみんな兄妹きようだいがいるんだよね。お兄ちゃんと妹……これって氷室さんも言ってたけど、少子化で一人っ子が多い今の世の中だと、すっごい偶ぐう然ぜん。ちょっと運命を感じちゃうな」

　足どりの軽い舞衣の姿を見て、佑は心から思う。

（まるで振ふり子こみたいだ）

　一方、氷室は眉み間けんに縦じわをよせた。

「運命は運命でも、宿命の類たぐいだな。むしろ宿敵かもしれんぞ」

「確かに」

　異母兄の言葉に心から同意するとばかりに美唯が何度もうなずいた。

　仲がいいのか、悪いのか、異母兄妹のやりとりを舞衣がクスリと笑う。

　そして佑も思わず失笑していた。

　共通点があれば親近感がわく。一いつ瞬しゆん、佑もこの四人で友情を深めて楽しい高校生活を送るなんて考えが頭を過よぎったが、文字通り一瞬でしかなかった。

　セレブの子弟たちの華はなやかな生活に佑ゆうがついていけるはずがない。それに今の佑は来月から住む場所にも困っている身だ。むしろこんなことをしている場合ではないとすら思う。

（何せ真ま伊いがいるもんな）

　単純に自分一人の問題ならともかく、佑がグズグズしていると真伊まで路ろ頭とうに迷うのだ。なるべく早く次の住み家を見つけなければならない。

（ごめんね、真伊。寄り道する分、夜も探すから）

　罪悪感すら抱いだく佑だったが、ふとひらめくものがあった。

（そうだっ！　しいちゃんにお願いすれば……）

　舞ま衣いが一時的にでも相続するという遺産は話の流れからして、家と土地らしい。

　その家を貸して欲しいと頼たのめば舞衣なら格安で貸してくれるかもしれないのだ。

　一いつ瞬しゆん、今すぐにでも切りだそうと佑は思ったが、左耳にキューピッドさんがささやく。

『あらあら、可愛かわいい幼なじみを失望させる気なの？　ヒーローだった少年から家を貸してくれって泣きつかれたら、その弱々しい姿に女の子は幻げん滅めつしちゃうよ』

　すると即そく座ざに右耳へ熱血くんが怒ど鳴なりつける。

『バカ野や郎ろう、男なら相手が初恋の子でも土下座して頼め。それが真の男だ、あんちゃんだ』

　頭に天使の輪を浮かべたキューピッドさんが羽をパタパタさせて、学生帽ぼうに学ラン姿の熱血くんは目に炎ほのおをともす。

　頭の中で二匹ひきの妖よう精せいがくるくる回りだし、佑も目が回る。

（ぼ、僕はどうすればいいんだ）

　しばし悩なやんだ末、熱血くんがキューピッドさんを殴なぐり倒たおした。そして哀あい愁しゆうを帯びた目で語りかける。

『笑われることは恥はずかしくない。本当に恥ずかしいことは他ほかにあるだろ？』

　キューピッドさんも熱血くんも所しよ詮せんは自問自答を脳内キャラに代弁させただけで、実質的に両者のセリフは自分の言葉みたいなものだったが、その自分の言葉に佑は胸を打たれた。

（そうだ、真伊のためなら僕は土下座だって何だってするぞ）

　気持ちが固まって、佑は口を開こうとするが、タッチの差で舞衣が口を開く方が早かった。

「あっ、ここだ」

　佑がぐるぐるしている間に目的地に着いてしまったのだ。

　舞衣の指さす先には二階建ての古い木造の洋館があったが、その建物を見た途と端たん、思わず佑は周囲をキョロキョロと見渡わたした。

（あれ？　何か、ここって見覚えがあるような）

　公園の入り口にある黄色い逆Ｕ字型の車止め、それから隣りん家かの傾けい斜しやのきつい屋根、周囲の景色の断片が記き憶おくと重なって、佑は半分ガッカリしつつも、半分ほっとしていた。

「何だ、ここだったのか」

「えっ？　ゆうくんってこの家を知ってたの？」

　目を丸くする舞ま衣いに対し、佑ゆうの歯切れが悪くなる。

「う、うん。こっちに出た時、この辺は色々と探してたから。でも大家さんがどこにいるのかわからなくて、スルーしちゃったけど」

「へーっ、そうだったんだ」

　素す直なおにうなずく舞衣の姿に、佑の胸は少しだけ痛む。噓うそはついてないが、必ずしも本当のことを言ってなかったのだ。

（ここが心しん霊れいスポットだなんて言えないよね）

　この建物が無人と知って、大家を探そうと近所の人に聞きこみをしたところ、呪のろいの館やかたという話だったのだ。真ま伊いが住めそうにないので、その時点であきらめてしまっていた。

（あの時、大家さんを見つけ出してたら、しいちゃんのおばあさんと会ってたわけか）

　何か奇き遇ぐうめいたものを感じつつ、あらためて佑は辺りを見渡わたした。

　周辺は住宅地だが、洋館の裏手が学校のグラウンドなのと、近くに公園や畑があり、住宅地にありがちな密集した感じはない。

　また大通りから入ったところにあるので、人ひと影かげは少なく、個人タクシーの運転手が自宅前の車庫で出発前の準備をしているくらいだった。

　マイホームが夢なだけあって、佑はタクシーの運転手へ尊敬の眼まな差ざしを向ける。

（夕方から夜にかけて働くのかな？　きっと家を建てるって大変なんだろうなあ）

　そんな思いに佑が浸ひたっていると、氷室はこの洋館の噂うわさを得々と語りだした。

「ここは元々塀へいの向こうにある聖アグネス学園の学生寮りようだったらしい。だが寮内でいじめがあり、ある女子生徒が部屋で首吊つり自殺したそうだ。以来、自殺した生徒をいじめていた奴やつらが次々と不ふ審しんな死を遂とげて、ここは使われなくなってしまった」

「うそ、そんな……」

　舞衣の顔色が真っ青になるが、氷ひ室むろは追い打ちをかけるかの如ごとく絶ぜつ叫きようする。

「しかーしっ!!　話はこれだけでは終わらなかった。その後、アグネス学園は使わなくなった寮を売ばい却きやく。そして購こう入にゆう者は建物をそのままアパートにしたが、今度は自殺した女子生徒と関係なかった入居者や大家に管理人も次々と非ひ業ごうの死を遂とげ、いつしかここは呪いの館として恐おそれられるようになってしまったのだっ！　と、いうのが俺の聞いた話だが、志し井いはこんなとこを相続して大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　最後だけ声のトーンを落とした氷室の頭へ、美み唯いが持っていたカバンを叩たたき落とす。

「何てことを言うのよっ！」

「いでぇ！」

　氷室が頭を押さえてうずくまると、美唯は泣き崩くずれる舞衣の肩かたをつかむ。

「大丈夫、あんなバカの言うことなんて信じる必要ないから」

　しかし既すでに舞ま衣いは半ばパニック状態になっていた。

「どうしてっ！　ひどい、ひどすぎるよっ！　わたしを見捨てたくせに、どうして今ごろになってこんな呪のろいの家を」

「何がひどいんだ。むしろ悪い噂うわさを教えない方がよっぽどひどいだろ。だいたい見捨てたとか何だ？　意味うがっ！」

　しかし氷ひ室むろが「意味不明」と言うより早く、美み唯いはデリカシーゼロの異い母ぼ兄けいに二発目をお見み舞まいしていた。

「タクシー代を差し上げますから、どこかへ消えてください。今すぐっ！」

　丁度、個人タクシーの運転手が出発しようとしていたこともあって、美唯はタクシーを手招きすると、そのまま本当に氷室をタクシーに押しこんでしまう。

「運転手さん、この人をなるべく遠くへ運んでください」

　タクシーが動きだすと、憤ふん慨がいした美唯が吐はき捨てるようにつぶやく。

「これだから男って嫌きらいなのよ」

　けれど舞衣へ向かうと、態度が一転する。

「大だい丈じよう夫ぶだから、もう泣かないで。ねっ？」

　取り乱す舞衣を美唯は身体からだを密着させる形で抱だきしめる。

　ちょうど佑の位置からだと、美唯の大きな胸が舞衣の身体に圧あつ迫ぱくされる様子がよく見えた。

　細い腕うでの下に制服の上からでもわかる、はちきれんばかりの質感。

　その光景に佑も一いつ瞬しゆん、今が非常事態であることを忘れてしまう。

（な、何だかちょっとあやしい雰ふん囲い気き）

　何だか見てはいけないものを見ているような気がして佑が息を吞のむと、その気配に気づいたのか、美唯と目が合った。すぐさま美唯は人さし指を明後日あさつての方向へ向ける。

「あなたもどこかへ消え去りなさい。今すぐっ！」

「は、はい。すいません」

　ひどいとばっちりだったが、あまりの剣けん幕まくに佑は気け圧おされてしまった。しかし舞衣が佑を引き止める。

「待って、ゆうくん。今の話、本当なの？　本当にここって呪われてるの？」

　舞衣が幼なじみを頼たよろうとすると、美唯は露ろ骨こつに佑を嫌いやそうな目で見るが、焦あせっていた当人はその視線に気づかない。

「えっと、その……」

　少なくとも佑の聞いた話は氷室の言った通りだった。けれど今の状じよう況きようでそれを言えるはずがなく、かといって舞衣に噓うそを言いたくもない。

　追いつめられた佑は咄とつ嗟さに叫さけんでいた。

「大丈夫だからっ！」

「大だい丈じよう夫ぶって？」

「僕が何とかするから、しいちゃんは何も心配しなくていいんだっ！」

「ほんとう？　ゆうくん」

　涙なみだでぬれた大きな瞳ひとみが、すがるように佑ゆうを見つめている。おかげで佑は引っこみがつかなくなってしまった。

「うん、大丈夫だから」

「わかった。わたし、ゆうくんを信じるね」

　もしかすると、かつてヒーローだった少年の幻げん影えいを舞ま衣いは見ているのかもしれない。多少なりとも落ちつきを取り戻もどす。

　けれど佑は特別な力なんて何一つとして持っていなかった。それどころか社会的にも校内カースト的にも弱者の部類に入る身だ。だから自分の言葉に青くなってしまう。

　そこへ追い打ちをかけるような形で美み唯いが冷たい視線を投げかける。

「本当に大丈夫なのかしら？」

「え、ええ」

　佑としてはうなずくだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

（ど、どうしよう。困ったことになっちゃった……）

　舞衣のためなら何だってやる覚かく悟ごはあるものの、肝かん心じんの何をすればいいのかがわからない。しかも引ひっ越こし先だって探さないといけないのだ。

　難題を二つも抱かかえこみ、佑は途と方ほうに暮れてしまった。




　約一時間後、佑は再び呪のろいの館やかたと呼ばれる建物の前に立っていた。

　厚い雲に覆おおわれて見えないが、そろそろ太陽は西に傾かたむきはじめる頃ころだ。風も冷たくなりつつある。

　夜が近づくにつれ、呪いの館は不気味な雰ふん囲い気きをいっそう濃こくしていく。

　佑の隣となりには黒くろ髪かみの和風美少女が立ち、まばたきもせずに真しん剣けんな表情で洋館を見つめていた。

　もしもシスター姿か巫み女こ姿で「ここが呪いの館ですか」とつぶやけば、おそらく超ちよう一流の霊れい能のう者に見えただろう。

　けれど彼女の口から出たのはおっとり広ひろ島しま弁だった。

「ここが呪いの館なあん？」

「うん、何か見えるかい？　真ま伊い」

　妹の真伊は霊感が強い。

　常人には見えざる姿が見え、聞こえざる声が聞こえる。ただしそれだけの話で、悪あく霊りようを退治できるわけでも、霊と会話して事件を解決できるわけでもなかった。

　それでも今の佑には真伊しか頼たよる者がいなかったのだ。

　その霊れい感かん少女が真顔になった。

「中を見んことには、今は何もゆえんね」

　ハンバーグがバラバラになっても深刻な表情になるような妹だが、珍めずらしく真ま伊いの表情に凄すご味みを感じ、思わず佑ゆうは固かた唾ずを吞のむ。

「そ、そうか。やっぱり中に入る必要があるんだね。で、で、でも、もしも、凄く嫌いやな感じがしたり、何かまずいものを感じたら、やめてもいいんだよ。だって真伊が呪のろわれたら、元も子もないんだから」

　うろたえる兄に対し、真伊が微笑ほほえむ。

「うちは大だい丈じよう夫ぶじゃけえ」

　基本的に真伊は裏表のない正直者だが、時々兄のことを思って無理をすることがあるだけに佑は胸が痛くなった。

「本当に大丈夫なの？　無理をしてない？　嫌なことを我が慢まんしてない？」

　半分涙なみだ目めになりながら質問を重ねる佑の姿に真伊は失笑してしまう。

「もうっ、お兄ちゃんは心配性じゃねえ。うち、大丈夫ってゆいよーるじゃん。何で信じんのんよお」

「いや、この場合の心配性はちょっと違ちがうっていうか、信じないっていうのも何か違うっていうか」

「それにしいちゃんはうちにとっても、ちいさい頃ころからの友だちなんじゃけえね。友だちのピンチは放ほうっとかれんけえ」

　真伊は平へい坦たんな胸を反そらすと、珍めずらしく得意そうな顔になる。

「うち、除霊とかようせんけど、悪い霊がおるとか、おらんようなったとかはわかるけえね」

「そ、そうだよね。僕らにできることって、それしかないもんね」

　幽ゆう霊れいや心霊現象の厄やつ介かいなところは一いつ般ぱん人には存在を確かめようがないことだ。お祓はらいや除霊を頼たのんでも、それが成功したのか失敗したのかもわからなければ、そもそも最初から本当に霊がいたのかすらわからない。

　だからこそ霊感商法やインチキ霊れい媒ばい師などが横行するわけだが、少なくとも真伊は本当に霊がいるのか、そして除霊やお祓いに効果があったのかは確かく認にんできる。

　信しん頼らいできる霊媒師や、呪いをとく方法を探すにしても、まずは下調べからだ。

　舞ま衣いから預かったカギを佑はポケットから取り出す。

「よし、それなら開けて入ろう」

「うん」

　真伊が神しん妙みような顔をしてうなずくと、佑は何だか不安な気持ちになった。

（もし強い力を持った悪霊が本当にいたら、真伊に取り憑ついちゃったりしないかな）

　佑の勝手なイメージかもしれないが、霊に取り憑かれるなら、霊感のない佑ではなく、霊感の強い真ま伊いな気がするのだ。

　だから佑ゆうは真伊の手を握にぎる。

（もし真伊に悪あく霊りようが取り憑ついても、手から僕に伝わって、僕が悪霊を引き受けることができるかもしれないから）

　それは霊感がない故ゆえの愚おろかな考えかもしれなかったが、佑としてはかなり本気だった。

　一方、真伊は少しばかり狼ろう狽ばいする。

「ど、どして急に手をつなぐぅん？」

「だって危険かもしれないからね」

　真しん剣けんを通り越こして決死といった表情の佑に対して、真伊はうつむいてモジモジする。頰ほおがほんのり桜色に染まると、視線も定まらなくなり黒くろ瑠る璃り細工のような瞳ひとみは左右にゆれた。

「ほうなん？　うん、でも、まあ、ほうじゃね。手をつないだ方がええかもしれんねえ。迷子になってもいけんし」

　ショッピングモールのような巨きよ大だいな建物の中ならともかく、目の前にある建物くらいの大きさで迷子になるはずがない。どうも何かずれている上、妹に緊きん迫ぱく感が足りないような気がして佑は苛いら立だちすら覚えるが、それも一いつ瞬しゆんだった。

（霊れい感かんの強い真伊が迷子って言うくらいだから、もしかすると最悪の場合、異次元空間みたいなとこに吞のみこまれて……）

　佑の脳内シアターで、ぐにゃぐにゃと曲がる空間の中で「おにいちゃーん」と叫さけぶ真伊の姿と、そんな妹へ手を必死でのばし「まいーっ！」と叫ぶ自分の姿が映し出された。

　そんな想像力だか妄もう想そう力だかが、自然と真伊の手を握る力を強くする。

「もう、お兄ちゃん。手を握る力が強すぎるけえ」

「えっ、あっ、ごめん」

　慌あわてて佑が手を離はなすと、真伊は口を尖とがらせた。細い指が兄の手を求める。

「手は離さんでいーけー」

「そ、そうだね」

　再び佑が妹の手を握ると、真伊はうれしそうに兄の左手と自分の右手を見て、その手に力をこめた。そして顔を上げる。

「早ようせんと、ほんまに日が暮れるけえ、いこ」

「う、うん。行こう」

　そして兄妹きようだいは手をつないで呪のろいの洋館へと歩きだした。




　呪いの洋館は細長く、どこか教会を思わせる作りだが、立地条件の都合もあってか、玄げん関かんが長方形の建物の側面にある。

　佑が扉とびらにカギを差しこむと、意外にもカチャッと油の効いた金属音がした。

　けれどその音に何か不吉なものを感じ、思わず佑ゆうは振ふり返る。

「どしたん？　誰だれか通ったん」

　真ま伊いも一いつ緒しよに振り返るが、霊れい感かんのない佑としては逆に幽ゆう霊れいがいないか尋たずねたいところだ。けれど妹を必要以上に不安な気持ちにさせてはいけないと自制が利きいた。

「いや、何でもない。気のせいだよ」

　佑は冷ひや汗あせを拭ぬぐう。

　単純に霊の存在を信じない唯ゆい物ぶつ主義者なら、幽霊や呪のろいを恐おそれなくてもすむだろう。けれど佑は「真伊は噓うそをつかない」という間接的な理由で、霊の存在を信じている。霊が存在するなら、呪いも存在するだろうから、やっぱり恐こわいのだ。それでいて兄という立場上、弱い姿を見せられない。

　そんな葛かつ藤とうで佑が自じ縄じよう自じ縛ばくになっていると、真伊はのんびりした調子で先に入ろうとする。

「ほんじゃあ、入ろうやあ」

　反射的に佑は妹の手を引っ張っていた。

「待て、僕が先に入るから」

「う、うん」

　いきなり手を引っ張られた真伊は腕うでが痛いと眉まゆをひそめるが、今の佑には妹の表情を見る余よ裕ゆうなんてなかった。

　地じ雷らい原げんに足を踏ふみ入れるかのように、恐る恐る右足を出す。靴くつ底ぞこが固いコンクリートでできた玄げん関かんの床ゆかに着くと佑は息を吞のむ。そして戦場にでも足を踏み入れたかのように注意を促うながす。

「いいかい、真伊。いきなり霊が見えたら恐いだろうから、僕を盾たてにする形でちょっとずつ見るんだぞ」

　妹の前に立ちはだかる形で佑が玄関に入ると、兄の背後で真伊は微笑ほほえみを浮かべた。

「うん、じゃあそうさせてもらうけえ」

　真伊は佑の手を握ったまま後ろに回り、兄を盾にして顔の左半分をのぞかせる形になる。

「ど、どう？　悪あく霊りようや怨おん霊りようみたいなのはいる？」

　大おお真ま面じ目めな顔をした兄の背中から、顔をほころばせた真伊が少しずつ周囲を見ていく。

　玄関に入ると、正面に大きな階段があり、踊おどり場ばでくの字型になって二階へ続いている。左側がわはホールのような広い空間になっていて、長なが椅い子すや靴箱などが置かれていた。そのホールの奥は廊ろう下かが続いている。

　そして右側は管理人室になっていた。

　一通り見渡わたすと真伊は先ほどの質問に答える。

「う～ん、おらんねえ」

「そ、そうなんだ。でも気をつけるんだぞ。相手は幽霊なんだから、玄関で出迎むかえてくれる方がおかしいんだ」

「ほうよねえ。メイドさんじゃないんじゃけえねえ、気をつけんといけん」

「そう、幽ゆう霊れいは『いらっしゃいませ、お客様』ってな調子で僕らを迎むかえるはずないからね。ドアを開けたり、廊ろう下かで振ふり返ったりした時、いきなりいるんだ。油断は禁物だよ」

　大おお真ま面じ目めな顔をして相あい葉ば兄妹きようだいは語り合うが、極限状態の兄と天然ボケの妹にツッコミを入れる者はこの場にいない。額に浮かんだ汗あせを拭ぬぐうと、佑ゆうは妹に尋たずねた。

「ところで真ま伊いは一階と二階、どっちから調べたい？」

「うちはどっちでもええよ」

「それなら、ここからしらみつぶしに調べていこうか」

　佑の指さす先を見て、真伊が小首を傾かしげる。

「管理人室から？」

「うん」

　靴くつを脱ぬぐと、佑は板いた敷じきの床ゆかを踏ふみしめる。ギイイと軋きしむ音がして、思わず息を吞のんだ。何か不気味なものを感じさせる音だ。

　一方、真伊は不気味な音を立てた床を眺ながめ、感心していた。

「ホコリもつもってないし、きれいじゃねえ。最近まで誰だれかが掃そう除じしようったんじゃろうか」

「だ、誰かって誰だろう？」

　咄とつ嗟さに佑はモップやほうきが勝手に動くポルターガイスト現象を想像してしまったが、真伊はきょとんと首を傾げる。

「そりゃあ、しいちゃんのおばあちゃんなんじゃない？」

「そ、そうだよね。それが普ふ通つうだよね」

　心臓をバクバクさせながら佑は同意する。そしてちょっとだけ自分の臆おく病びようさを恥はじた。

（想像上の幽霊に怯おびえてどうするんだよ。幽霊と出会った時、真伊は凄すごい恐こわい思いをするんだぞ。しっかりしろ、自分）

　それから佑と真伊は管理人室を皮切りに一階の部屋を見て回りはじめた。

　一階は基本的に共有スペースで、ドアを一つ一つ開けていくと厨ちゆう房ぼうや食堂だった。

　図書室まであった。

　ただし室内は薄うす暗ぐらく、空気も妙みようにカビ臭くさい。勉強室を兼かねていたようで部屋の中央には長テーブルがある。部屋の間取り自体が、縦長なこともあって、奥がぐっと深く見えた。

　蔵書は少なめだが、古めかしくも豪ごう華かな装丁の本がずらりと並び、ネクロノミコンや呪じゆ殺さつ秘伝書みたいなタイトルの本が含ふくまれていてもおかしくない雰ふん囲い気きだ。

（不気味な部屋だな）

　図書室の中に立つと「いじめられていた少女が呪のろいの書を見つけ、自らの命と引き替かえに復ふく讐しゆうの手段を得る」といったシーンを想像してしまい佑は寒さむ気けを覚えるが、真伊は別のことを思い浮かべていた。

「凄すごいねえ、貴族のお屋や敷しきみたいじゃあ」

　自分の想像と妹の感想のギャップに、佑ゆうの顔が赤くなる。

「そ、そうだよね。なかなか立派なとこだよね……よし、じゃあ次に行こう」




　やがて一階を調べ終わった二人は二階へ向かう。

　建物の奥にも階段があって、そこを兄妹きようだいは手をつないで上がって行くが、ほがらかな表情の真ま伊いとは対照的に佑の顔は強こわ張ばっていた。

（いよいよ、本命だぞ）

　基本的に一階は共有スペースだったので、二階は寮りよう生せい用の居室ばかりのはずだ。言い換かえれば二階の部屋のどれかが、自殺現場であることを意味する。

　その二階の構造はシンプルで、中央に廊ろう下かがあり、その両端はしは階段になっていた。

　長方形の狭せまい空間に立てば、等とう間かん隔かくに並ぶドアが監かん獄ごくを連想させる。佑はドアの一つ一つを順々に凝ぎよう視しした。

（この二階のどこかの部屋で首を吊つったんだ……すべてに絶望して）

　自殺するくらいなら、学校をやめるか、寮を出た方がマシだと考えるのは簡単だ。けれどそれをさせなかったのが、この監獄のような光景だったのかもしれない。

　そんなことを佑が考えていると、突とつ然ぜん、カラスの鳴き声が聞こえた。

　童話や童どう謡ようのカラスは「かー、かー」と可愛かわいく鳴くが、生の鳴き声はどこか不気味だ。

　そして洋館に入って以来、ずっと微笑ほほえんでいた真伊が真顔になった。天てん井じようを見上げると、常人には見えないものが映る瞳ひとみが鳴き声を追うようにしてゆっくりと動く。

　妹の視線にただならぬものを感じ、思わず佑は固かた唾ずを吞のむ。

「ど、どうした。何かいたの？」

　すると霊れい感かんの強い美少女は真しん剣けんな表情でうなずく。

「うん、カラスが飛びようる」

　一いつ瞬しゆん、それに何の意味があるのかと佑は固まってしまったが、カラスとは死をイメージさせる漆しつ黒こくの鳥にして、腐ふ肉にく食動物だ。道みち端ばたで車に轢ひかれた犬や猫ねこの死肉をついばむ姿を見たこともある。イメージ的には怨おん霊りようや悪あく霊りようの使つかい魔まだったり、化け身しんだったりしてもおかしくない。

「な、何か気になる点とか、不ふ審しんなことでもあるの？」

「いやあ。カラスが飛びようるけえ、そろそろ日が暮れようるんじゃあって思ったんよ」

「そ、そうなんだ」

　妹にとってのカラスが童話や童謡のイメージそのまんまで、思わず佑はへたりこみそうになる。まだ本命の居室を一つも開けていないのに心臓がそろそろ限界に近づいていた。

　そんな青あお息いき吐と息いきの兄を、真伊がいたわる。

「どしたん、お兄ちゃん。大だい丈じよう夫ぶ？　気分が悪うなったん？」

「いや、僕は大だい丈じよう夫ぶだから。それより真ま伊いは平気かい？　恐こわくない？」

　青い顔をした兄に妹は屈くつ託たくのない笑え顔がおで応こたえた。

「うん。お兄ちゃんが守ってくれるけえね」

　たった一言で佑ゆうの顔に血色が戻もどった。

　実際のところ、霊れい感かんのない佑が真伊の前に立ったとしても意味はないかもしれないとも思っていたし、何かと想像力や妄もう想そう力を働かせては自じ滅めつみたいな形で神経をすり減らしてきた。

　けれど一見すると無む駄だかもしない行動や思いも、真伊が安心できるなら、ただそれだけで意味がある。

「よし、それならはじめようか」

　意気揚よう々ようと佑は一番近いドアに向かうが、４号室だったことに気づく。廊ろう下かを挟はさんで左右に四部屋ずつ、計八部屋あるのだ。

（昔から４って死と同じ音で、９の苦と一いつ緒しよに敬遠されがちな数字だよね。しかも４と９を合わせればこれまた不吉な13っていう数字）

　何か妙みように考えすぎて、不吉感が増したせいで、佑は弱々しい笑えみを浮かべる。

「や、やっぱり１号室から順番に調べようか」

「ほうじゃねえ。順番がええよ」

　真伊がほがらかな笑みを浮かべ、１号室から部屋を調べることになった。

　方法は一階の時と同じだ。佑の精神状態は再び下降線をたどりはじめたが、それでも先にドアを開け妹の盾たてとなる。

「ど、どう、何かいる？」

　妹に尋たずねつつ、佑も血走った目で１号室の中の様子をうかがう。

　中は六畳じようほどの広さだが、二段ベッドと机が二つあるので、かなり手て狭ぜまな感じだ。ベッドと机が残っているところから、この部屋はアパート時代に入居者がいなかったと推すい測そくできる。

（も、もしかしてここが自殺現場だから、入居者もいなかったとか？）

　佑の喉のど仏ぼとけがゴクリと動いたところで、真伊の口からおっとり広ひろ島しま弁が響ひびく。

「う～ん、おらんねえ」

　思わず佑は安あん堵どの息をこぼす。

「そうかあ……なら次へ行こうか」

　次の２号室には二段ベッドと机がなかった。そこから佑はこの部屋にはアパート時代に入居者がいたのだろうと見当をつける。無論、想像力や妄想力のせいで、余計な尾おひれつきだ。

（もしかして、この部屋の住人も謎なぞの死を遂とげて……）

　しかし真伊の判定は１号室の時と同じだった。

「う～ん、おらんねえ」

　妹の判定に佑は胸をなで下ろすと次の部屋へ向かった。

　かくして順々に兄妹きようだいは部屋を調べていき、ついに残すは一部屋となった。

　最後の８号室を前にして、佑ゆうは大きく肩かたで息をする。

（いよいよ、ここが最後だ……そして多分、ここにいる）

　テレビの特番で芸能人が幻まぼろしの魚を釣つりに行けばロケの最終日に釣れると決まっているし、野球のマンガでも逆転が起きるのは最終回と決まっている。

　無論、それは演出上の都合かもしれないが、逆にいえばディレクターやマンガ家の意思が働くからこそ、最後に何か起きるのだ。

　そして意思が働くといった点では幽ゆう霊れいも同じはずだった。

（きっと幽霊は僕らにとって一番嫌いやな形で現れようとするはず。それが最後の部屋なんだ）

　佑はドアノブに手をのばすと、妹に声をかける。

「開けるよ、気持ちの準備は整っている？」

「うん」

「一、二の三っ！」

　そして佑がドアを開けると、そこは殺風景な空間が広がっていた。

　今までのところ、二段ベッドと机が残った部屋と何もない部屋はほぼ半々だったが、８号室は何もない部屋だった。

　けれど佑の目には見えなくとも、真ま伊いの目には霊の姿が映るのだ。

　佑は息を止めて妹の言葉を待つ。

「この部屋もおらんねえ」

「へっ？」

　瞬しゆん間かん、佑は拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

　一方、真伊はのんびりと周囲を見渡わたしていた。まるで試験の途と中ちゆうで全問を解いて、ケアレスミスがないか確かく認にんするかのような余よ裕ゆう綽しやく々しやくの姿。

　そんな妹を見ていると、ふと佑は背筋に寒いものを感じた。

（もしかして……）

　今の状じよう況きように思い当たることがあって、佑は妹の手を引く。

「よし、それならここを出るよ」

「う、うん」

　手を引っ張られた妹は戸と惑まどいながらも、兄について行く。それから兄妹は出てすぐにある階段を一階へと下りる。

　それから最後に玄げん関かんから出る段階となったところで、佑は真伊の両肩に手をのせると、そのまま妹を外へ押し出す。

「ど、どしたん？」

　不安な表情を見せる妹に佑は小声でささやく。

「真ま伊い、いいかい。ゆっくり振ふり返って僕の後ろを見てみて」

「ん？」

　兄から言われた通り真伊が後方をのぞきこむと、佑ゆうは血の気を失った顔で妹に問う。

「何か、いない？」

「うん、何もおらんよ」

　黒目がちの瞳ひとみがきょとんとして佑の姿を見つめると、その兄は拍ひよう子し抜ぬけした声をあげる。

「えっ、本当にいないの？」

「うん。別に、なんもおらんけどねえ……お兄ちゃん、どしたん？」

　真顔で不ふ審しんの目を向けられて、佑は変な汗あせをかく。

「いや、だってさ、映画やテレビだと、安心して家を出ようとした最後の瞬しゆん間かんに悪あく霊りようがあらわれるってのがお約束だろ!?」

「そりゃあ、お兄ちゃん、テレビの見すぎじゃけえ。考えすぎよねえ」

　真伊は笑顔で兄の妄もう想そうを否定する。文字通りの「一笑に付す」といったところだ。おかげで佑の方は開いた口がふさがらない。

　そんな兄を尻しり目めに、真伊は腕うでを組んで小難しい顔をする。その雰ふん囲い気きは博士か研究家といったところ。

「それにね、うち、最初にこの家を見た時、何か嫌いやな感じがせんかったんよね。ぶち恐こわい霊れいはねえ、おるとこに近づいただけでも、うっ！　ってなるんじゃけど、この家からはそういうのがなかったけえ、何か最初から悪い霊はおらんような気がしよったんよ」

「それ、最初に言ってよっ！　どうして今ごろになって言うんだよ……もお」

　今にも泣きそうな顔でへたりこむ兄の横で、したり顔で真伊が語る。

「ぬくいところから寒いところへ行ったら、よけえ寒いじゃろ？　心も一いつ緒しよなんよ。おらんじゃろうって油断しとったら、悪い霊がおった時、よけえに恐いじゃろ」

「それはそうかもしれないけどさあ……」

　やさぐれる佑の目にニコニコした真伊の顔が映る。その笑え顔がおを見ていると、何だか今にしてみれば洋館の中での妹は余よ裕ゆうを通り越こして、どこか楽しそうだったような気がしてきた。

「チェッ、なるほどな。何か妙みように余裕があると思ったら、そういうことだったんだ」

「もう、お兄ちゃん、はぶてんのんよ。それにうちが余裕じゃったのは、お兄ちゃんが守ってくれたおかげじゃけえ」

　真伊は正直者だ。だから自分を頼たよってくれていたのは本当だったと、はぶてていた（すねていた）佑も機き嫌げんを直す。ただし妹と違ちがって、兄の方はちょっとだけ見み栄えっ張ぱりだった。

「ふ～ん、別にはぶててはないけどね」

「いや、絶対、はぶてとるけー」

　からかうような目で真伊が一歩、二歩と後あと退ずさるので、少しだけ佑もムキになる。

「だから、はぶててないって」

「ううん。はぶてとる」

「はぶててない」

　押し問答をくり返した後、突とつ然ぜん、真ま伊いが笑いだした。

「お兄ちゃんが謎なぞの言葉でしゃべりようる」

「へっ？」

　佑ゆうが怪け訝げんそうな顔で首を傾かしげると、真伊は得意そうな顔をして語りだす。

「あのね、お兄ちゃん。はぶてるって標準語じゃないんだって。広ひろ島しま弁なんよ。クラスの子にゆうたら、通じんかったけえ。謎の言葉じゃあってゆわれたんよお。びっくりよねえ、かるちゃあショックじゃあ」

　最後の一言だけイントネーションが、いつものおっとり広島弁ではなく、田舎いなか者丸出し風のかなりキツい広島弁で、同じ広島育ちの佑でさえ思わず吹ふきだしてしまう。

　それから東京の空の下で、兄妹きようだいはひとしきり笑い合った。

　いつしか太陽は西の彼方かなたに沈しずみ、雲を朱しゆ色いろに染めていた。

「帰ろうか」

　空を見上げた佑がポツリとつぶやくと、真伊は微笑ほほえんだ。

「うん。晩ご飯を作らんといけんしね」

　佑はカギをかけて洋館を後にする。そして歩きだすと、考え事をはじめた。

（呪のろわれてないのはわかったけど、しいちゃんにどうやって説明したらいいんだろう）

　元々、幽ゆう霊れいや心霊現象は一いつ般ぱん人には存在を確かめる方法のない厄やつ介かいなものだ。事実上、霊の見えない者には「信じるか、信じないか」で割りきるしかない。

（呪いや悪あく霊りようなんてどうしようもないから、僕が真伊を霊能者に仕立てたんだとかって疑われたら、真伊までしいちゃんから信用を失う羽目になるよね）

　難しい問題に佑が頭を痛めていると、真伊は兄の横顔をチラリと見て、それから名残なごり惜おしそうに振ふり返る。そこには兄妹で手をつないで一部屋ずつ見て回った洋館があった。

「今日は楽しかったねえ」

「ん？」

　佑が足を止めると、真伊も足を止めた。そして再び振り返り、黒くろ瑠る璃り細工のような目をうっとりと細める。

「冒ぼう険けんごっこみたいじゃった」

　けれど、それも一いつ瞬しゆん。兄の視線に気づくと、真伊はうつむいてしまう。

　心配そうに自分の顔をのぞいている妹の視線に気づくと、佑は微笑んだ。

「僕も、楽しかったよ」

　真伊が安あん堵どの息をこぼす。

　それから兄妹きようだいは再び歩きだすが、しばらくすると真ま伊いがポツリとつぶやいた。

「でも、しいちゃんはええねえ」

「ん？」

「あんなお屋や敷しきみたいな家をもらえて……それに比べてうちらは」

　言葉を詰つまらせた真伊の姿に佑ゆうは何も言えなくなってしまう。妹の不安な気持ちは佑も痛いほどわかる。楽しかった時が終わった今、二人にはつらい現実しかない。

（そうだよね。暖かいところから寒いところへ行くと余計に寒いよね。心も一いつ緒しよなんだ）

　肩かたを落とす兄の隣となりで、すがるような目で真伊は洋館を眺ながめる。

「あそこに住まわしてもらうのはいけんかねえ」

「えっ」

　今度は佑が言葉に詰まってしまった。それは呪のろいの館やかたとか、妹は心しん霊れい物件に住むことはできないといった先入観が重なっていたせいだが、真伊は別の解かい釈しやくをしてしまう。

「やっぱり、いけんよねえ。友だちじゃけえ、逆に頼たのめんってゆうか……久しぶりに、会おうたのに五千円で部屋を貸してくれえとか、ふうが悪いもんね。うん、ふうが悪い。無理よね」

　呪いの館を前にして「友だちのピンチは放ほうっておけない」と張りきっていた真伊が今は肩を落として、その友だちに頼たよることは「ふう（体裁）が悪い」とくり返している。

　そんな妹を見て佑はやるせなくなるが、ふとひらめくものがあった。

（そうだっ！　もしかすると、一気に問題を解決できるかも……でも上う手まくいくかな）

　自信がなくて佑は考えこんでしまう。

　沈ちん黙もくの時が生まれ、その僅わずかな間に真伊のちいさな心は臨界点を超こえてしまった。黒目がちの瞳ひとみが涙なみだでうるむ。

「うちはいけんねえ。人をうらやんだりしちゃあ、いけんのに……しいちゃんが、うらやましいけえ」

　人を妬ねたんだり、うらやんだりする気持ちはきっと醜みにくい。

　けれどボロボロのアパートで、しあわせだと微笑ほほえんでいた妹の姿を思いだせば、つつましく無む垢くな心を曇くもらせてしまったことが佑にはつらい。

（僕が不ふ甲が斐いないせいだ）

　佑は拳こぶしを固めると、真伊のために、そして自分に言い聞かせるために力強く叫さけぶ。

「大だい丈じよう夫ぶだから、僕が絶対に何とかするからっ！」

　ただし具体案はあるものの、変に期待させてしまうと、失敗した時の失望がより大きくなってしまう心配があったので、今は言えなかった。

　それでも真伊は黙だまって兄の言葉にうなずいた。

　ただ黒くろ瑠る璃り細工のような瞳からあふれる涙はどうしても止まらない。

　泣きやまない妹の手を、佑はそっと握にぎった。それから、ゆっくりと同じ言葉をくり返す。

「本当に大だい丈じよう夫ぶだから。僕が絶対に何とかするから」

「うん」

　そして手をつないだ兄妹きようだいは薄うす暗ぐらい道を歩きだす。

　月も星もない空の下、ヘッドライトを点てん灯とうした車が時々すれ違ちがう。

　消え入りそうな声で真ま伊いがポツリとつぶやいた。

「ちいさい頃ころを思いだすね」

「うん」

　うなずきながらも佑ゆうは密ひそかに誓ちかう。

（もう二度と真伊をあんな目に遭あわせたらダメだ。絶対に何とかしないと）




　翌日の夕方、佑は豪ごう邸ていの前に立っていた。

　高い塀へいが続き、その上には木々が見える。生おい茂しげった緑の隙すき間まから建物の二階部分が見えるのだが、家というより城じよう塞さいのようだ。

（凄すごい家だけど、ぜんぜん目立たない。むしろこの家でさえ、ちいさい方だ）

　周囲を見渡わたして佑は少しばかり顔を引きつらせた。右を見ても、左を見ても、万ばん里りの長ちよう城じようを連想させる長い塀や、森のように木々が林立する庭、そして武家屋や敷しきか城塞みたいな家ばかりなのだ。

　高級住宅街の真ん中で佑は途と方ほうに暮れる。

（本当にしいちゃんって、僕らとは別世界の人なんだ）

　目の前の豪邸が舞ま衣いの家だった。

　昨日のショックで、舞衣は学校を休んでしまったのだ。それで佑はノコノコと場違いな高級住宅街へと足を運んだわけだが、本当に場違いだった。

　周囲の雰ふん囲い気きと目の前の豪邸に気き後おくれして、インターホンを前にかれこれ二〇分以上はボタンを押せないでいる。

　人は迷うと何かきっかけでもないと踏ふん切ぎりがつかないものだ。特に小心者の佑はその傾けい向こうが強い。ため息をこぼすと、佑は空を見上げる。

（どうしよう。やっぱり、しいちゃんが学校に来た時に言おうかな）

　しかし意外な形できっかけはやって来た。

　見上げた拍ひよう子しに、空には似合わぬ異質な物体が目に入ったのだ。

　金属製のポールが立っていて、その頂上に監かん視しカメラが設置されている。インターホンの下に有名な警備会社のステッカーが貼はってあったこともあって、佑は青ざめた。

（た、大変だ。もしかして、警備会社の人がこっちに向かってるかも）

　そんな不安感が、小心者の佑にインターホンのボタンを押させた。

　すると少しあって、インターホンから驚おどろきの声があがる。

「あれっ、ゆうくん、どうしてうちに？」

　むしろ佑ゆうとしては名乗ってもいないのに、どうして自分だとわかったのか驚おどろくが、それも一いつ瞬しゆんの話だ。すぐに監かん視しカメラを思いだす。

「えっと、昨日の件で話があるんだ」

　塀へいの上にあるカメラを見上げて佑が訴うつたえると、インターホンからは怪け訝げんそうな声が響ひびく。

「ゆうくん、どこを見てるの？」

「え、いや、その」

　どこから舞ま衣いが見ているのかわからなくなって佑はオロオロしてしまう。すると舞衣が気を利きかせた。

「今、行くから待ってて」

「は、はい」

　緊きん張ちようしているせいで佑はインターホンの前で直立不動となる。そしてこの段になって、ようやく舞衣がどこから見ていたのか気づいた。

（あ、ここからだったんだ）

　インターホン本体にレンズらしきものを見つけたのだ。監視カメラのある斜ななめ上に向かって話しかける姿はさぞかし滑こつ稽けいだっただろうと佑が顔を赤くしていると、門が開いて青い顔をした舞衣があらわれた。

「ごめんね、ゆうくん。待たせちゃって」

「いや、ぜんぜん、そんなことないから。そ、それよりごめんね、体調が悪そうなのにお邪じや魔ましちゃって」

　舞衣の顔色を見て、佑は少しばかり後こう悔かいする。

　目の下にはクマができているし、表情も随ずい分ぶんとやつれている。さながら不治の病に冒おかされた薄はつ幸こうの美少女といったところだ。

　大切な話をするには舞衣のコンディションが悪すぎるかもしれない。

「出直そうか？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。昨日から眠ねむれなくなって、朝、倒たおれただけだから」

　舞衣が儚はかない笑えみを浮かべるが、倒れたと聞けば素す直なおに大丈夫とは思えない。佑が話を切りだすことをためらっていると、舞衣の方から話を促うながしてくれた。

「ところで話って何？　昨日の件って、もしかして呪のろいの館やかたのこと」

　不安そうに首を傾かしげる舞衣に向かって、咄とつ嗟さに佑は力強くうなずいていた。

「うん、そうなんだ。あの家は大丈夫だから。悪あく霊りようとか呪いとかないから、大丈夫なんだよ、しいちゃん」

「ほんとう？　ゆうくん。ゆうくんが呪いをといてくれたの？」

　可愛かわいらしい瞳ひとみが急に生気を取り戻もどし、佑の姿を見つめる。まるで無敵のヒーローを見つめるような視線が痛かったが、ここからが佑ゆうにとっては正念場だった。

　舞ま衣いの問いに佑は真しん剣けんな表情で語る。

「それについては何も言えないんだ」

「えっ？」

　怪け訝げんそうな顔をする舞衣に、佑は懸けん命めいに力説する。

「だからそれについては何も言えないんだ。あの家は安全なんだけど、その理由を言うことはできないんだよ。僕はしいちゃんに噓うそをつきたくないから」

「う、うん」

　目に見えて舞衣の顔が落らく胆たんしてしまう。丸い瞳ひとみからは再び生気が失われ、顔から表情が消えた。まるでふくれ上がった風船が急にしぼんだかのようだ。

　この顔を見るのは佑にとって入学式の日に続いて二度目だ。舞衣が失望していることは一目でわかる。だから佑も頭を下げた。

「ごめんね、しいちゃん。ガッカリさせて」

「そ、そんなことないよ。ただ……」

　舞衣が言葉を濁にごすと、佑は微笑ほほえんだ。

「うん、ただ信じて欲しいだけじゃ納なつ得とくできないよね。でも一つだけ、しいちゃんもあの家が大だい丈じよう夫ぶだって納得してもらえるはずの方法があるんだ」

「どういうこと？」

　きょとんとした表情で舞衣から見つめられ、佑は足が震ふるえる。

　ここからが乾けん坤こん一いつ擲てきの大勝負だった。

　存在確かく認にんすら困難な心しん霊れい現象の問題を何とかし、東京で一万円以下の家賃でアパートを探す。こんな二つの難問奇き問もんを一気に解決できるかもしれない案がある。

　ただし二つとも普ふ通つうなら、そう簡単に解決できる話ではないので、ここで失敗すれば窮きゆう地ちに陥おちいるはずだった。

　それだけに秘策を切りだす佑の声も震える。

「あ、あのね、僕があの家に住むって形で、あそこが安全だって証明させて欲しいんだ」

「ええっ！　ダメだよ。ゆうくん、呪のろわれたらどうするの!?」

「だから、大丈夫なんだよ。あの家は呪われてないんだ。悪あく霊りようや怨おん霊りようもいないんだ。けれどそれを人に証明する方法がないんだよ……しいちゃんは霊感が強い方？　道を歩いてて地じ縛ばく霊れいを見たり、浮ふ游ゆう霊を見たりする？」

　舞衣がブンブンと首を横に振ふると、佑は力強くうなずいた。

「そうだよね。幽霊や心霊現象って、普通の人には確かめようがないんだ。だけど僕があそこへ住んで何年かして無事だったら、間接的な形かもしれないけど、証明になるよね？」

「いいよ、ゆうくん」

「えっ！　ほんとう!?」

　ＯＫが出たと思わず佑ゆうは目を輝かがやかせるが、舞ま衣いは表情を曇くもらせたままうなずいた。

「うん。わたし、ゆうくんを信じる。だからそんな理由であそこへ住もうだなんて、無理をしないで」

（いいよはいいよでも意味が違ちがうっ！）

　日本語は難しい。佑は涙なみだ目めでうろたえる。

　このままでは相あい葉ば兄妹きようだいは路ろ頭とうに迷い、舞衣も不安を払ふつ拭しよくできないはずだ。

　追いつめられた佑は咄とつ嗟さに舞衣の肩かたをつかんでいた。

「僕は大だい丈じよう夫ぶだからっ！　それにね、しいちゃん。仮に、仮にだよ？　もしもあの家が呪のろわれてて僕が死んでも、それはそれでいいんだ。それでしいちゃんを助けることができるなら。もし僕に何かあったら、しいちゃんはあの家に近づかなければいいんだから」

「ゆうくん、そんなにもわたしのことを……」

　可愛かわいらしい瞳ひとみがうるみ、頰ほおはほんのり朱しゆ色いろに染まった。

　再び舞衣の佑を見る目が、無敵のヒーローを前にしたかのようになる。その視線が今の佑にとっては痛い。

　しかも相葉兄妹にはあそこへ住みたい事情がある。多少なりとも、やましい気持ちがあって佑は言い訳じみた補足を加えようとする。

「でも本当にあの家は大丈夫なんだよ。それにちょうど僕ら引ひっ越こししなきゃいけなくなってたから、だから本当に無理でも何でもなくって……」

　けれど舞衣の耳には佑の追加説明なんて、ほとんど入っていなかった。ただ大きくて可か憐れんな目をキラキラさせるばかりだ。

「うん、わかった。あそこは好きに使って」

「えっ、本当にいいの？」

　九死に一生を得たも同然で佑は膝ひざをガクガク震ふるわせるが、舞衣は真っ赤な顔でうなずく。

「だって、ゆうくんにそこまで言われたら、もう任せちゃうしかないよ」

　何だか微び妙みように嚙かみ合わないものを佑は感じたが、それでも結果は願い通りだ。舞衣はすっかり元気になったし、来月から真ま伊いを路頭に迷わせることもない。

　まさに一挙解決、空に向かって佑は両手でガッツポーズを広げた。

「やったあー」

　顔を赤らめてうつむく女の子と、晴れ渡わたった顔で喜ぶ男の子。傍はた目めからは男子が告白に成功したシーンに見えたかもしれない。




　そして週末の土曜日。

　朝から佑と真伊は来月からの住み家となる洋館の庭先に立っていた。

「でも夢みたいじゃねえ。こんな立派なところに住めるようになるゆうて」

　洋館を見上げて、しみじみと語る妹の姿に佑ゆうも胸が熱くなる。

「そうだね。部屋も二倍くらいに広くなったしね」

　今までは四畳じよう半の狭せまい部屋に兄妹きようだい二人で住んでいたが、これからは八畳間の管理人室で暮らすことになっていた。

　恥はじを覚かく悟ごで佑が家賃について切りだすと、舞ま衣いが家賃は受け取れないと固辞するので、妥だ協きよう案として佑たちは管理人として収まることになったのだ。

　だから兄はしたり顔で妹を諭さとす。

「いいかい、真伊。しいちゃんがどう思っているかは別として、僕らはここの管理人として働くようなもんだからね。アパートの管理人としての給料が家賃と同額で、相そう殺さいになってると考えるんだ」

「ほうようねえ。うちら管理人じゃけえ、このアパートを大切にせんといけんよねえ」

「まあ、他ほかに借り手もいないだろうし、アパートっていうのも何だけど……」

　けれど他に言いようがないこともあって、佑は自問自答の形で納なつ得とくする。

「そうだよね。僕らはこのアパートの管理人だ。少なくともこれからの三年間、このアパートを大切に守っていくのが僕らの仕事だ」

　兄の話を聞いているうちに、何かを思いついたらしく、真伊が黒目がちの瞳ひとみを輝かがやかせる。

「あのね、お兄ちゃん」

「んっ？」

「うちらがこのアパートを出る時、うちらが入る前より、ええようにしてから、しいちゃんに返そうや。遠足でも、来た時よりきれいにして帰りましょうってゆうじゃろ？」

　まるで小学生の発想だ。けれど妹の無む邪じや気きな姿に佑は胸が熱くなった。

　住む家がある。こんなにもささやかなことで、こんなにも喜んでもらえるのだ。

　涙るい腺せんが少しだけゆるみ、佑は目を閉じる。

「そうだね、そうしよう」

　兄の賛同を得ると、真伊の顔がほころんだ。けれどすぐにその笑えみに陰かげりが差す。

「うち、しいちゃんに謝らんといけんかもしれん」

「えっ、どうして？」

　思い当たる節がなくて佑が驚おどろくと、真伊はうつむいて深刻な表情になる。

「うち、しいちゃんをうらやましいとか妬ねたみよったのに、しいちゃんはうちらを助けてくれたじゃろ？　謝った方がええかもしれん」

「それくらい、気にすることはないよ。そんなことで謝ってたら、逆に変に思われるから」

　妹の杞き憂ゆうを佑が一笑に付すと、真伊は自信なそうに自問自答をはじめる。

「ほうかねえ……う～ん、でもほうかもしれんねえ。じゃあ、心の中で謝っとこう」

　そして最後は舞ま衣いの自宅があるであろう方向に向かって、手を合わせて拝みはじめた。そんな妹の大おお真ま面じ目めな姿に思わず佑ゆうは吹ふきだしてしまう。

「もう、笑わんの。恥はずかしいじゃんかあ」

　赤い顔の真ま伊いが頰ほおをふくらませて、兄をにらむ。だから佑は標準語のイントネーションで言ってやるのだ。東京では通じない謎なぞの言葉を。

「そう、はぶてるなよ」

　兄妹きようだいが同時に吹きだした。

　ひとしきり笑ったところで、来月からの住み家となるアパートのドアから、ツナギを着た二人組の男が出て来た。背の高い若い男と、背の低い初老の男。二人の着ているツナギの胸ポケットの上にはオレンジ色の糸で水みず元もと設備工業と刺し繡しゆうされていた。

　水道や電気といったライフライン設備を見てもらったのだ。

　若い方の男が帽ぼう子しのツバに手をかけて、軽く会え釈しやくをする。

「一応、見て回りました……その見積もりがこれね」

「あっ、はい。ありがとうございます」

　見み積つもり書しよを手渡わたされ、佑も頭を下げるが、そこに記された数字を見て絶句する。

「えっ……」

　まるで石のようになってしまった兄の姿を不ふ審しんに思い、真伊も見積書をのぞきこむ。そして合計金額の欄らんを見て、文字通り目を丸くする。

「にひゃくまんえん？」

　それから真伊も言葉を失って、二人そろって石のように固まってしまった。

　すると見積書を渡した若い男が苦笑いを浮かべる。

「一式すべてを工事したらだけどね。二つあるトイレを水洗化と温水洗せん浄じよう便座に交こう換かんにしてあるけど、これはどっちか一つでもいいし、省略できるところはあると思うよ」

　慌あわてて佑が見積書をよく読むと、テレビアンテナの地上デジタル化なども含ふくまれていた。テレビは最初から持っていないので、このあたりも不要な工事だ。ただし水回りの工事費がかなり大きなウエイトを占しめていて、トイレや風ふ呂ろも含ふくめると結局は一〇〇万円以上になる。

　意気消しよう沈ちんする兄妹の姿を見て、背の低い初老の男が口を開いた。

「兄ちゃんがこの家のオーナーかい？　違ちがうんだろ」

「え、ええ」

　その通りなので佑がうなずくと、初老の男はざっくばらんな調子で語りだす。

「親か、他人かは知らないけどさ、工賃はこの家のオーナーに出してもらいなよ。建物が古くて下水が最初から通ってないし、水道管がダメになってるから、どうしたってそんなには安くなんないね。元よりこんな工事は中学生や高校生が頼たのむような話じゃないよ」

　思わず佑と真伊は顔を見合わせた。互たがいに顔を見ただけで同じ不安を抱いだいたのがわかる。

　工事費を頼たのんで、舞ま衣いもしくは彼女の父から「そんなにお金がかかるなら、住むな」と言われるのが怖こわいのだ。

　何より家賃を無料同然にしてもらいながら、高額な工事費の負担まで頼むのは気が引ける。

　だから二人とも、自分たちで何とかしなければという思いが強かった。

　佑ゆうは見み積つもり書しよの一点を指さす。

「とりあえず電気工事だけなら、八万円くらいなんですよね」

　貧しい相あい葉ば兄妹きようだいだが、この金額なら何とかなりそうだった。真ま伊いの大学受験用に取っておいた貯金があるのだ。虎とらの子こも同然の大切なお金だが、電気がなければ勉強もできない。

　一方、若い男はにこやかな顔でうなずくが、イエスバット方式で迫せまる。

「そうだね。でも実際に人が住むとなると、水がないと無理だよね」

　確かに一いつ般ぱん的な感覚からすればその通りだろう。けれど佑と真伊は幼い頃ころ、水の止まったアパートで息をひそめるようにして生きてきた経験がある。

（トイレや水は近くの公園、そしてお風ふ呂ろは銭湯に通えば何とかなるよね）

　佑が妹の顔を見ると、真伊は黙だまってうなずいた。その表情で妹も同じ考えなのを悟さとり、佑は兄妹を代表して切りだす。

「とりあえず電気の工事だけお願いしてもいいですか。水回りのことは追加でお願いするってことで」

　それから工事日の打ち合わせをすると、男たちは軽トラックに乗って帰って行った。

　残った兄妹は顔を合わせると同時に盛大なため息をつく。

「なかなか世の中はうまくいかないね」

　兄が肩かたを落とすと、妹は真しん剣けんな表情で見積書の項こう目もくを一つ一つ吟ぎん味みしていく。

「ちょっとずつでも、ええようにしていくんよ。いっぺんに全部は無理でも、まず水道からお水が出るとこまで工事してもろうて、それからトイレやお風呂を工事してもらおうやあ」

「うん、そうだね。ちょっとずつでも何とかしていこう」

　実際のところ、月々の生活自体がギリギリなので工事費を捻ねん出しゆつする見こみなんてない。けれど真伊が前向きなのは、このアパートを気に入っているからだろうし、佑だって舞衣にここが安全なことを証明すると約束している。

（ここで頑がん張ばるしかないよね）

　少なくとも雨をしのげる屋根と、風をしのげる壁かべがある。覚かく悟ごを決めた佑が、早朝の少し冷たい空気を胸いっぱいに吸いこむ。

　季節は春でも朝はまだ少し寒い。けれど冬の空気とは明らかに違ちがうやさしさがある。

　近くの公園から風に吹ふかれた桜の花びらが舞まい、春の空気を感じながら佑は思うのだ。

（一〇〇点満点からほど遠いかもしれないけど、どん底の状態からは抜ぬけ出たはずだから）

　そして目の前には桜の舞う風に黒くろ髪かみが乱れ、あたふたとする妹の姿があった。
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　　　第三章　お兄ちゃん、がんばろうね







　草くさ木きも眠ねむる丑うし三みつ時どきも今は昔。

　深夜になっても、眠らない人が増えた。二四時間稼か働どうの工場や二四時間営業の店で働く人々、勉強を頑がん張ばる受験生。

　それから深夜アニメを見るオタク。

　丑三つ時は現在の時間だと、午前二時から午前二時三〇分に相当する。ちょうど深夜アニメとしてはありがちな時間帯だ。

　もっとも日本の全人口からすれば、この時間に起きている者はごく一部にすぎず、大多数の者は眠っているのも確かである。

　そして姉あね川かわ美み唯いはそんな大多数の側がわに属していた。

　閑かん静せいな高級住宅街にある美唯の家は鉄筋コンクリート製で、窓も二重になっている。住む者に安あん眠みんを約束してくれるはずだった。

　しかし午前二時になった途と端たん、美唯は激しい音に叩たたき起こされる。

「い、いったい、これは何が……」

　まるで砲ほう撃げきを受けているかのような重低音の連打。

　そしてエレキギターが唸うなりをあげる。

　この音で、美み唯いも事態が吞のみこめた。

「こんな夜中に、まったくもう」

　両手で耳をふさぐと、美唯はベッドから起き上がり、自室を出る。

　向かうは騒そう音おんの元げん凶きようである異い母ぼ兄けいの部屋だ。

　ノックをするが、部屋の主は出て来ない。待っている間にも騒音が続き、たまらず美唯は問答無用でドアを開ける。

　部屋の中は電子機器の城じよう塞さいと化していた。

　大型液えき晶しようモニターを中心にパソコンや家庭用ゲーム機が立ち並び、オーディオ機器ともつながっている。

　しかもゲーム機やオーディオ機器は新しいものだけでなく、ロムカセット方式のゲーム機やアナログレコードなどの古いものまでそろっていた。

　この電脳城の主の名は氷ひ室むろ秀ひで人と。

　美唯が部屋に入って来たことを、氷室は気づかない。ぼんやりとパソコンの液晶モニターを眺ながめながら、リモコンのボタンを押していた。

　画面は二分割されていて、半分はアニメの映像が流れて、もう半分はブラウザに掲けい示じ板が表示されていた。

　現在、アニメの方はオープニング曲の最中で、制服姿の女子高生たちが楽器を演奏しながら踊おどり歌っていた。そして番組のタイトルがポップアップ。

　じゅうおん！

　今や日本では絶ぜつ滅めつ寸前にあるヘヴィーメタルを、女子高生たちがバンドを組んで演奏するというアニメだ。

　オープニング曲も当然、ヘヴィーメタルである。

　騒々しい部屋の中、ふと美唯はジャックが床ゆかに転がっているのに気づく。黒いコードをたどっていけば兄の両耳をふさぐヘッドホンにつながっていた。相変わらず氷室はリモコンを操作し続けているが、押しているのは音量のアップボタンだ。

　一いつ瞬しゆんですべてを理解した美唯は兄のため、ヘッドホンのジャックをオーディオの出力端たん子しに差しこんでやる。

　瞬間、大音量を響ひびかせていたスピーカーが沈ちん黙もくし、代わりに氷室の悲鳴があがる。

「ぎゃあっ！」

　たまらず氷室がヘッドホンを投げ捨てると、再びジャックが外れて、音声出力はヘッドホンからスピーカーへと切り替かわる。

　ちょうどオープニング曲の方はドラムの見せ場となるパートにさしかかっていて、顔にペイントした制服姿の女子高生がアップになっていた。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくがためを作ると、髪かみを振ふりかざしてドラムを叩たたきはじめる。

　大型スピーカーが音おん響きよう兵器と化し、氷ひ室むろと美み唯いの異い母ぼ兄妹きようだいは耳を押さえて部屋の中でのたうち回った。家の外でも近所の犬が吠ほえはじめる。

　この夜、姉あね川かわ美唯は家を出ると決めた。




　夜が明けて、その日の夕方。

　学校が終わった後のアパートで、相あい葉ば兄妹は引ひっ越こしの準備をしていた。

　佑ゆうが本やアルバムを重ねて、紐ひもでくくる。

　その高さが六〇センチくらいはあると見て、真ま伊いは眉まゆをひそめた。

「お兄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶなん？　紙はかさばったら、重いんじゃけえね」

「へーき、へーき、このくらいなら余よ裕ゆうで運べるよ」

「ほうかもしれんけど、いっぺんにようけ積んだら、運びよおる途と中ちゆうで崩くずれるかもしれんじゃろ」

「大丈夫だって、このぐらい」

　しかし佑が気楽そうに言った途と端たん、本の束が崩れてしまう。

　それを見て真伊は得意満面になる。

「ほら、うちがゆうた通りじゃろ？　お兄ちゃんはいけんねえ」

　それから真伊は佑が崩してしまった本を二つに積み分けていく。

　兄として面目ないが、世の中には向き不向きがある。

　本の束を縛しばり終えた真伊が手て応ごたえを確かめた。

「んっ、これでもまだ重いけえ、これは二人で一つずつ運ぼうや」

「僕一人でも大丈夫だよ」

　言うが早いか佑は真伊の手から本の束を奪うばうと、床にあった分と合わせて持ち上げた。その軽々とした動作に真伊は尊敬の眼まな差ざしを向ける。

「さすが、お兄ちゃん。力持ちじゃねえ」

「このぐらい、誰だれだってできるよ」

　佑が照れ笑いを浮かべると、真伊は真しん剣けんな表情で首を振る。

「ううん。でもお兄ちゃんは野球じゃったけえね。うちなんか、卓たつ球きゆうじゃったのに」

　途と端たんに佑が笑い声をあげた。すると真伊は頰ほおをふくらませる。

「もう、うちが卓球じゃけえゆうて、バカにしてから」

「バカにしてないよ」

　佑としては本心からの言葉だったが、顔が笑っていたので、真伊は信じようとしない。ちょっぴり芝しば居いがかった仕草で眉まゆをひそめると、ワンオクターブ低い声で抗こう議ぎする。

「いいや、バカにしとるけえ」

「違ちがうよ。ただ何となく楽しかっただけだよ」

「んっ、何で楽しいん？」

　首を傾かしげる妹に佑ゆうは種明かしをする。

「だって卓たつ球きゆうっていったら、普ふ通つうはスポーツの一つ。それ以上の意味はないし、それ以下の意味もないけど、僕らには別の意味があるよね？　それが何だか楽しかったんだよ」

　佑たちが育った児童養護施し設せつでは、スポーツ活動を通じて社会性と協調性を身につけるといった趣しゆ旨しの下もと、男子がソフトボールか軟なん式しき野球、そして女子はバレーボールか卓球をすることになっていた。レベルとしては体育の授業以上、部活未満といったところだ。

　ただ大たい抵ていの場合、運動が得意な者は男子なら軟式野球、女子はバレーボールを選ぶので、逆にいえば卓球は運動音おん痴ちの代名詞になるわけだ。

　佑たちが育った施設内での事情を共有しているからこそ通じる言葉である。

　兄の言いたいことを理解して、真ま伊いがちょっと興奮状態となった。

「ほんまじゃね、気をつけんといけん。体育の時に『うち、卓球じゃけえ』とかゆうたら、絶対、変な顔をされるけえ」

「むしろ体育の時間でそんなことを言ったら、中学の時に卓球部で活かつ躍やくしてて、運動は得意だって思われるかもね……シュタッ、シュタッ、シュタッって小こ気き味み好よく動いて」

　最後に佑が卓球のラケットを振ふるような仕草をすると、どうやら真伊の笑いのツボにはまったらしい。運動神経の鈍にぶい妹は可愛かわいらしい声をあげて笑う。

　つられて少しばかり運動の得意な兄も笑いだす。

　それからしばらく仲のいい兄妹きようだいは一いつ緒しよに笑い続けた。

　同じ時と空間に生きてきた者同士だけが通じ合う絆きずなが心をあたたかくする。ささやかながら、しあわせな一ひと時ときだ。

　ひとしきり笑い終えると、佑は本の束を抱かかえて外へ向かう。

「今日、運ぶのはこれだけにしようか」

　引ひっ越こし先がそう遠くないことと、業者に頼たのむお金がないので、佑たちは少しずつ手で荷物を運んでいるのだ。

「うん」

　佑の両手がふさがっているので、真伊は気を利きかせてドアを開ける。

　すると珍めずらしく廊ろう下かで人と出くわした。

　三み宅やけ由ゆ紀き子こと三宅順じゆん平ぺい、このアパートのオーナー夫妻だ。

「あっ、こんにちは」

　佑が頭を下げて挨あい拶さつをすると、夫の順平は愛想のいい笑えみを浮かべる。

「やあ、こんにちは」

　丁てい寧ねいな挨あい拶さつで、佑ゆうのような高校生相手でも一人の人間として同格な扱あつかいだった。一方、由ゆ紀き子この方は大人から子どもへの上から目線そのままだ。

「あら、あなたたちもゴミを捨てに？　でも明日は燃えるゴミの日ではないわよ」

　挨拶抜ぬきでいきなり引ひっ越こしの荷物をゴミと認にん定ていされて、佑は少なからずショックを受けてしまう。

（僕と真ま伊いにとっては宝物でも、お金持ちの人には、ゴミにしか見えないんだ）

　それでも相手は大人で、しかもアパートのオーナーだった。佑は哀かなしい目で作り笑いを浮かべる。

「これは引っ越し先へ持って行く荷物なんです」

「あら、引っ越し先が決まったの」

　由紀子の顔がパッと明るくなる。

「そうよ、そういうものなのよ。人間はね、基本的になまけ者で愚ぐ鈍どんな生き物だから、今日できることでも明日にしてしまうものなの。急いで探せば家だってすぐに見つかるし、何ヶ月や何年も先までに家を探そうとなれば、何ヶ月や何年も先になるわけよ」

「はあ」

　由紀子が何を言いたいのかよくわからず佑には首をひねることしかできなかった。




　一方、妻の本心を知っている順じゆん平ぺいは二人に背を向けると、顔を歪ゆがめて口をパクパクさせる。

『まともな立たち退のきの猶ゆう予よ期間を置かなくて、やましいもんだから、まったく』

　声を音にできないのは生まれついての気の弱さと、婿むこ養よう子しという立場の弱さからだ。

　そんな夫の嫌いやそうな顔も知らず、由紀子は上じよう機き嫌げんで順平に命令する。

「さあ、あなたも高校生に負けないようしっかりね」

「はい」

　順平は肩かたを落としてマスターキーをポケットから取り出した。

　昔は建物を壊こわす際に家電製品があっても、すべて一いつ緒しよに処分していたらしいが、今は法律で禁止されている。家電製品があれば家電リサイクル法に則のつとって処分しなければならないのだ。

　言い換かえればアパートを壊す際に元の住人が使っていた家電製品などが残っていると、リサイクル料の他ほかに解体業者から割高な運うん搬ぱん料を請せい求きゆうされてしまう。

　そこで三み宅やけ夫妻は解体費用を少しでも安くするため、家電製品などの分別と処分場への持ちこみを、自分たちですることにしたのである。

　業者との交こう渉しよう時に別料金がかかることを知った由紀子が「わたしたちでやります」と言いだしたことだが、わたしたちという複数形は名ばかりで、実質的に順平が一人で作業する羽目になるのは最初から本人もわかっていた。

　ドアを開けると、いきなり最初からゴミの山みたいな部屋に当たったが、一人で黙もく々もくと作業をはじめる。

　当然、妻は監かん督とく役だ。しかも中に入ると足が汚よごれるとばかりに、ドアを開けっ放しにして廊ろう下かから眺ながめるだけである。

「しっかし迷めい惑わくな話よね。アパートにいらない荷物を置いて引ひっ越こしちゃうんだから。損害賠ばい償しようを請せい求きゆうしたいところだわ……この部屋なんか特に最悪。ゴミ同然の荷物が丸々残ってるじゃない。どうせ元の住人は死んじゃって荷物の引き取り手がなかったんでしょうけど、今でいう無む縁えん死や孤こ独どく死かしら。みじめな死しに様ざまね。親類からは相手にされず、赤の他人に迷めい惑わくをかけるだけ。人間、こんな最さい期ごだけは迎むかえたくないって感じだわ」

　口では不平不満ばかり並べるが、立ち退きがうまくいった嬉うれしさは抑おさえきれない。言葉とは裏腹に由ゆ紀き子この顔はにやけっぱなしだった。




　上じよう機き嫌げんな大家の姿を、佑ゆうは不思議な目で見ていたが、やがて前々から気になっていたことを切りだすには今が絶好のチャンスかもしれないという思いに至った。

「あの、すいません。ちょっといいですか？」

「ん？　何かしら」

「実は敷しき金きんのことなんですが」

「ああ、敷金ね」

　先ほどまで上機嫌だった由紀子の声が急にワンオクターブ低くなった。

　敷金とは簡単にいえば、家主への保証金である。家賃を滞たい納のうした場合などの担保として、入居前に一定の額を預けておくのだ。

　その額を由紀子が確かく認にんする。

「祖母は家賃の何ヶ月分を受け取っていたのかしら？」

「あの、三ヶ月分です」

　相場は家賃の二ヶ月から三ヶ月くらいのことが多いが、元の家賃が安かったことと、亡なくなった元大家が礼金を受け取らなかったこともあって、佑は三ヶ月分を渡わたしていた。

　ベースとなる家賃が安いので一般的には大した額ではないかもしれないが、佑と真ま伊いにとっては大金だ。敷金が返ってくるのと、返らないのでは大きな差がある。

「う～ん」

　由紀子は腕うでを組んで唸うなり声をあげると、怖こわい顔をして佑を見据すえる。

「ちょっとお部屋を見させてもらってもいいかしら」

「あっ、はい。どうぞ」

　佑がうなずくと、由紀子は相あい葉ば兄妹きようだいの住む１号室に乗りこんだ。そして無ぶ遠えん慮りよな視線で部屋の隅すみ々ずみを凝ぎよう視しする。

　その威い圧あつ的な態度が、部屋の中にいた真ま伊いを萎い縮しゆくさせてしまう。怯おびえるように部屋の隅すみへと後あと退ずさるが、それを追うかのように由ゆ紀き子こは真伊の足元を指さし、大声をあげる。

「ああっ！　そこっ！　壁かべが壊こわれてるじゃないっ！」

　驚おどろいた真伊の口から空気のような悲鳴がこぼれた。

　それから由紀子は部屋のあちこちを指さしては非難がましい声をあげる。

「よく見ればあそこもっ！　そしてここもっ！」

　さながら無差別攻こう撃げきの様相を呈ていしてきたが、由紀子が大おお騒さわぎしている箇か所しよは佑ゆうたちが入居した時には既すでに崩くずれていたところだった。

「でも、そこは僕らが入る前から……」

「いいえ、でも崩れ方が大きくなってるわっ！　大きくなってるでしょ!?　あなたたちが入居してから、壁の崩れが大きくなったっ！　だって土壁の粒つぶが畳たたみの上に落ちてるし、これは動かぬ証しよう拠こよっ！　修しゆう繕ぜん費が必要だわっ！」

「そ、そんなあ、修繕費なんて」

　修繕費がどれだけかかるのか、佑にはわからなかったが、今回の引ひっ越こしは貧しい相あい葉ば兄妹きようだいには少なからぬダメージとなっている。

　ここで更さらに支出が必要となれば本当に死活問題だった。

（ど、どうしよう。敷しき金きんを返して欲しいって思ったら、もっとお金がかかることになっちゃった）

　泣きそうになった佑の前で、由紀子は恩着せがましく腕うでを組む。

「土壁の修繕だと職人さんに作業を頼たのむことになるから、かなりの額になるでしょうけど、あなたたちみたいな高校生には弁べん償しよう能力がないでしょうね。仕方ないから敷金で相そう殺さいって形にしといてあげるわ。到とう底てい、家賃三ヶ月分程度じゃ職人さんは雇やとえないでしょうけど」




　壁の薄うすいボロアパートだけに由紀子の大声は隣となりへ筒つつ抜ぬけだった。

　隣りん室しつの整理をしていた順じゆん平ぺいは嫌けん悪お感いっぱいに顔を歪ゆがめると、独ひとり言ごとをつぶやく。

「このアパート、壊こわしてマンションにするのに、何で修繕費が必要になるんだよ。逆にこっちこそ、お金を出さなきゃいけない立場でしょ。立たち退のき料を払はらうとか、引っ越し料を負担するとかさあ。それを敷金まで踏ふみ倒たおそうっていうの？　有り得ないよ」

　けれど壁の向こうから聞こえてくる佑の声は感謝の言葉だった。

「す、すいません。ありがとうございます」

　その声に順平はうなだれて、ため息をこぼしてしまう。

「あ～ぁ、脅きよう迫はくまがいの子ども騙だましなのに……でも由紀子的には、子どもを騙すから子ども騙しでいいわけか……やってらんないよお、まったく」

　しかも妻のうるさい声がようやく静かになったかと思えば、代わりに聞こえてくるのは女の子の泣き声だ。

「真ま伊い、もう泣かなくていいから、修しゆう繕ぜん費も許してくれるそうだから」

　続いて妹をなぐさめる兄の声も聞こえて、順じゆん平ぺいは人生に嫌いや気けがさしてきた。

「できることなら人生をやり直したいよ。来世とか輪りん廻ね転てん生しようって本当にあるのかな？　保証があれば今すぐでも死ぬんだけど……ん？」

　片づけていた順平の手がふと止まる。

　山のような荷物の中から、洗せん濯たく機が出てきたのだ。

「こりゃあ大物だな」

　部屋の中で順平は途と方ほうに暮れる。

　どういう経緯で部屋の中に洗濯機が置かれたのかは不明だが、確実なのは洗濯機が重いことと、それを運ぶのは順平しかいないということだ。

　ただ幸か不幸か、この部屋の元住人は色んな物をためこんでいて、平ひら台だい車しやまであった。板の底にキャスターがついただけのシンプルな構造だ。

　順平はゴミの山を整理して通路を確保すると、洗濯機を平台車に載のせて部屋の外へと運ぶ。

　重量に耐たえきれず畳たたみの表面がメリメリと裂さけていく。

「へへっ、もしかして、修繕費を請せい求きゆうされたりして」

　自じ虐ぎやく的なブラックジョークに順平は苦笑いを浮かべるが、その苦笑いでさえ、廊ろう下かに出ると消えてしまう。

　由ゆ紀き子こと出くわしたのだ。しかも妻は笑っている。

　順平の経験則からすれば、由紀子の笑え顔がおは他人の不幸を笑う場合か、他人を不幸にさせる場合のどちらかだ。

　そんなわけで妻の笑顔を見た途と端たん、順平は鬱うつ々うつとした気分になったのだが、案の定、由紀子は気を滅め入いらせるようなことを言いだした。

「あら、素す敵てきな洗濯機ね。これって、その部屋に住んでいた人が残したものよね。つまり、このアパートのオーナーであるあたしが好きに取り計らっていいわけよね」

　形としては順平に話しかけてはいたが、順平がうなずくより早く由紀子は振ふり返る。その先には佑ゆうと真伊の姿があった。

　その相あい葉ば兄妹きようだいに由紀子は随ずい分ぶんと恩着せがましく、そして失礼なことを言いだす。

「そうだ、この洗濯機をあなたたちにあげましょう。あなたたち、どうせ洗濯機なんて持ってないでしょ？　持ってないわよね？」

　兄がうなずくと、由紀子は鼻を高々と上げた。

「だったら、この洗濯機をあなたたちにあげるわ。敷しき金きんの代わりといっては何ですけど、壁かべを壊こわしたのが悪かったとはいえ、あなたたちも敷金が戻もどらず残念でしょうし、これで埋うめ合わせってことにしてあげるわ」

　即そく座ざに順じゆん平ぺいは背を向けると、嫌けん悪お感いっぱいに舌を出す。

『うへえ……もう、滅め茶ちや苦く茶ちや。敷しき金きんの代わりどころか、リサイクル料をケチって家電ゴミを押しつけようとしてるだけじゃないか』

　口をパクパクさせて音なき声で文句を言うが、素す直なおな兄妹きようだいは頭を下げてしまった。

「ありがとうございます。助かります」

「いえいえ。どういたしまして」

　上う手まく騙だませたとホクホク顔の妻を背にしたまま、順平は口をパクパクさせた。

『死後の世界に天国と地じ獄ごくってないのかな？　もしも地獄がないのなら、善良な庶しよ民みんは浮かばれないよ』




　もっとも、ゴミ同然の洗せん濯たく機を押しつけられた相あい葉ば兄妹だが、二人とも単純に喜んでいた。

　引ひっ越こし先が遠くないこともあって、洗濯機を台車に載のせたまま運びはじめたのだが、アパートから少し離はなれたところで、真伊が声を弾はずませる。

「良かったねえ、お兄ちゃん。洗濯機をもらえて」

「うん。毎回、コインランドリーを使ってたら、お金が大変だからね……もっともこれを運ぶのも大変だけど」

　古いせいか、それとも重量オーバーか、平ひら台だい車しやの車輪が上手く回らず、キコキコと音を立てていた。洗濯機を押す二人の額にも自然と汗あせが浮かぶ。

　やがて人通りの多い大きな通りへと差しかかる。

　東とう京きようの人は他人に無関心だとはいうが、それも程度の問題で、さすがに高校生くらいの男子と女子が洗濯機を押していると人目を引く。それに元々、学校が近いこともあって、同じ学校の生徒もちらほら見えた。

（やっぱりこの道を通ると、人目についちゃうよね）

　単純に最短距きよ離りをとるなら、他ほかの道があったのだが、傾けい斜しやのきつい坂があるので、この道を使わざるを得なかったのだ。

　佑ゆう自身は他人の目にどう映っても構わないが、真ま伊いは年とし頃ごろの女の子だ。兄として気を利きかせてやる。

「真伊、疲つかれただろ？　少し休みなよ。しばらく、僕一人で大だい丈じよう夫ぶだから」

「ううん。うちなら大丈夫じゃけえ」

　迷いの色を微み塵じんも感じさせない即そく答とうぶりに、佑は困ってしまった。

（まったく、真伊は鈍にぶいんだから……）

　婉えん曲きよくな表現で伝えるのをあきらめて、佑は妹に小声で話しかける。

「真伊。もう、いいから。人からジロジロ見られたりして恥はずかしいだろ？　しばらく、僕が一人で押すよ」

「じゃあ、お兄ちゃんは恥はずかしゅうないん？」

　珍めずらしく妹の語気が強くて、佑ゆうは多少驚おどろきながらも率そつ直ちよくな気持ちを伝える。

「そりゃあ、僕は男子だからね。ちょっとぐらい人からジロジロ見られたって平気さ」

「じゃったら、うちも恥ずかしゅうないもん」

　意固地な妹の態度に佑は戸と惑まどってしまう。

「真ま伊い……」

「誰だれかから笑われても、お兄ちゃんが恥ずかしゅうないなら、うちも恥ずかしゅうないけえ」

　運動が苦手で体力のない真伊の顔は真っ赤だ。

　けれど顔が赤いのはそれだけではないはずだった。真伊の言う通り、時々道行く人が佑たちを見て笑っているのだ。

　もしかすると笑っている側がわには悪意などなく、むしろ微笑ほほえましく思っているのかもしれない。

　実際、これが部活か何かで使う洗せん濯たく機を調達した男子と女子が学校へ運んでいるのなら、誰もがうらやむ青春の一ページだ。

　けれど貧しい兄妹きようだいとしては、どうしてもみすぼらしい姿を見られ笑われているように感じてしまう。

　時に他人の反応は自分の心を映す鏡となる。

　だから貧びん乏ぼう人にんのひがみといってしまえばそれまでかもしれないが、つらい時や苦しい時に他人から笑われると、余計につらく苦しいのが人の常だ。

　やがて道にちいさな段差があって、洗濯機が止まってしまった。佑は奥歯を食いしばって、洗濯機を押す。真伊も非力ながら力をこめて頑がん張ばる。

　やがて平ひら台だい車しやの前輪が段差を越こえると、洗濯機は再び進みはじめた。

　自然と目が合って兄妹の顔がほころぶ。

　引ひっ越こし先までの距きよ離りからすれば中間地点くらい、文字通りの道半ばといったところ。

　けれど今の二人にとって、力を合わせ一つの障害を乗り越えたことは大きい。

　ふと佑は目の前にある妹の顔を見つめる。

　汗あせばんだ真伊の額には髪かみの毛がピッタリくっついていた。妹に苦労をさせてしまっている情けない兄の負け惜おしみかもしれないが、今の真伊の瞳ひとみは普ふ段だんより活いき活きとしている、そんな気がしてならなかった。もっとも妹に余計な苦労をかけているのも確かだ。

　だから佑はやさしく声をかける。

「真伊」

「ん？」

「頑張ろうね」

　兄の一言に妹が微笑ほほえむ。

「うん」

　水が使えなければ洗せん濯たく機も使えないという残ざん酷こくな事実に気づかないまま、兄妹きようだいは車輪の悪い台だい車しやに載のった洗濯機を押して行く。




　時を少し前後して、都内某ぼう所しよ。

　大手ファミリーレストラン「シスリバー」の本社ビルの一室で、制服姿の女子高生が小難しい顔をしてパソコンのモニターを眺ながめていた。

　姉あね川かわ美み唯いだ。

　広い部屋の中、美唯の他ほかに誰だれもいない。

　そこにノックの音がした。

「どうぞ」

　美唯が促うながすと、スーツ姿の若い女性があらわれた。化け粧しようは薄うすめで、長い黒くろ髪かみをバレッタでとめている。可愛かわいいよりも「綺き麗れいなお姉さん」といったフレーズがよく似合う。

　顔写真入りのＩＤ証がポケットの上にピンでとめてあり、そこには秘書課という文字と三み池いけ優ゆ美みという名が記されていた。

　入室と同時に一礼し、優美はいかにも社会人といった笑えみを浮かべる。

「珍めずらしいですね。お嬢じようが急に本社を訪おとずれるなんて」

「そのお嬢という呼び方はやめてくださるかしら」

　美唯が眉まゆをひそめると、うっかりしていたと優美は口元に手をあてる。

「すいません、つい」

　それから優美は笑って誤ご魔ま化かせとばかりに、茶目っ気たっぷりに舌を出す。

　美人は得で、可愛かわいいは正義。

　それが世の常、人の常だ。

　笑って誤魔化そうとしているのが見え見えでも優美がすると憎にくめない。美唯も態度こそ不ふ機き嫌げんな構えを崩くずさないが、声が半笑いになってしまう。

「それで、三池さんはわたしに何のご用でしょう？」

　その声に親しみの色を感じ取って、優美は本題を単刀直入に切りだす。

「実は社長から偵てい察さつに行くよう命じられました。お父さまは急に会社へあらわれた理由をお知りになりたいようですよ」

「まったく、あの人は……」

　美唯は大きく肩かたで息を吐つくと、椅い子すの背もたれに身を預けた。

　外食産業は頭打ち市場とも揶や揄ゆされる業種で、競争の厳しい世界だが、シスリバーは例外的な成長を続けている。

　その原動力がデザートを中心とした新メニューの開発力だった。

　元々ファミリーレストランという業種はセントラルキッチン方式（センターで一いつ括かつ加工し、店てん舗ぽでの調理を極力省く）という業界構造上の都合から、どこのチェーンも主力メニューがハンバーグになったり、価格帯が似てしまったりと、差別化が難しい。

　おまけに外食産業全体の常として、何かヒット商品が生まれても、すぐに他店や他社も似たような商品をそろえてくるので、ますます差別化は難しくなる。

　けれどシスリバーはデザート類を季節限定メニューの形で次々とヒットさせ、女性層から圧あつ倒とう的な支持を集めていた。

　この新メニュー開発部門の中心人物が美み唯いなのだ。

　しかも主力商品の煮に込こみハンバーグも、ソースは美唯が小学生の時に作り出した味だった。夕食として作ったものを父が気に入り、商品化したところ、人気商品となり、当時、関東のローカルチェーンでしかなかったシスリバーは全国展開するまでに至ったのである。

　謂いわば美唯あってのシスリバーなのだ。

　そんなわけで社内では社長よりも、美唯の方が立場が強かった。

　無論、それでも父は父で娘むすめは娘。普ふ通つうの親子の関係なら、事情も違ちがったかもしれないが、一歳違いの異い母ぼ兄妹きようだいという存在が暗示している通り、父の側がわにやましいことがある。普通の親子のようにはいかない。

　美唯は身体からだをゆっくり起こすと、パソコンのキーボードをパチパチと叩たたく。

「別に今日は仕事で来たわけではありません」

「ではどういったご用件でしょう？」

　優ゆ美みは優ゆう雅がに首を傾かしげた。

　通常、美唯は新メニューを自宅のキッチンで試作していて、会社に顔を出すのは月に数回程度だ。機会が少ないこともあって、出勤日は事前に調整をしてからのことが多い。今日のように美唯が何の前まえ触ぶれもなくふらりと顔を出すのは珍めずらしかった。

　美唯も自覚があるので、自然と苦虫を嚙かみつぶしたような顔になる。

　ただし、異母兄けいの顔を見たくないから家に帰りたくない。そんな本音を言えるはずもなかった。仕方ないので、言い訳を取り繕つくろう。

「引ひっ越こしをしようかと思いまして、アパートかマンションを探しに来ただけです」

「会社で、お探しになるのですか？」

　目を丸くする優美に美唯は証しよう拠ことばかりに液えき晶しようモニターを指さした。

「ええ、会社で」

　その指さす先を確かめるべく、優美は美唯の後ろへ回る。すると液晶モニターにはインターネットの不動産情報サイトのページが開かれていた。

　優美は腕うでを組むと、斜ななめ上を見上げる。芝しば居いがかった考えこむ仕草だ。

　美唯も優美が何を言いたいかはわかっていた。今時、インターネットを使うなら自宅でもどこでもできるはずで、わざわざ会社に出向く必要はない。

　神経戦も同然の沈ちん黙もくが続く。

　やがて大人の余よ裕ゆうといった笑えみを浮かべた優ゆ美みがポンと手を叩たたく。

「では、そういうことにしておきましょうか」

「そういうことも何も、その通りでしかありませんわ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで美み唯いがキーボードを叩くと、優美はニコニコ笑いながら尋たずねる。

「それで、いい物件は見つかりましたか？」

「それがなかなかねぇ」

　ようやく美唯の声に感情がこもる。本当にこれといった物件がないのだ。

　普ふ通つうは高校生くらいの年ねん齢れいだと、親がお金持ちでも、自分自身が自由にできる額は大したことはない。けれど美唯は大手ファミリーレストランの経営陣じんに開発部門のトップとして名を連ね、多額の個人資産を有していた。その気になればマンションを借りるどころか、買うことさえできる。

　こうなると選せん択たく肢しが膨ぼう大だいな数になってしまうのだ。

　一応、引ひっ越こし先の候補地は学校周辺か会社周辺のどちらかだが、やはり通う頻ひん度どを考えると学校周辺が第一候補になる。また将来のことや、学生であることを考えると、購こう入にゆうよりも賃貸の方が望ましい。

　条件を狭せばめても、検けん索さく画面には数百の物件がリストアップされた。

　元々引っ越しの動機が「こんなところに住みたい」ではなく「家を出たい」ということも、雲をつかむような感覚に拍はく車しやをかける。

　すると優美は再び大人の顔で笑う。

「一つアドバイスさせていただくなら、恋愛と引っ越しで必要なのは条件ではなく、ときめきですよ」

　意味を理解できず美唯が首をひねると、優美は拳こぶしをギュッと固めて演説をぶつ。

「うちの親類にもね、いるんですよ。夢見る永遠のお姫ひめ様が。交際相手や結婚相手に高望みな条件をいっぱい求めて、がんじがらめ……たとえば高学歴、高収入、高身長はもちろん、ルックスが良くて、それから家いえ柄がらも気になる。長男は嫌いや。浮気をしない人で、性格はやさしい人、年ねん齢れいは三〇歳以下、などなどエトセトラ。たくさん条件を挙げて、なるべくたくさんの条件を満たしている人と結婚したいとか言うんだけど、本人はもう三み十そ路じで選べる立場でもないはずなんですけどね」

　困ったものだと優美が大げさに眉まゆをハの字にすると、美唯も失笑してしまう。

「だから恋愛や結婚で大切なのは条件ではなくて、ときめき。条件ばかり気にしていると、条件に振ふり回されて相手の本質が見えなくなるものですよ。出会った時にときめいたら、それが自分にとって一番いい相手……昔から言いますよね？　女の勘かんは鋭するどいって」

　優美は眼光鋭く顔をしかめるが、そこから態度を一変させて今度は教きよう壇だんに立つ女教師といった調子でピンと背筋をのばす。

「これは引ひっ越こしにも通じるものがあります。条件を比べて、よりマシなものを選ばされるよりも、自分がいいと感じたものを選ぶ。それが必勝法です」

「なるほど、ね」

　学校でも会社でも、女王として君臨する美み唯いも所しよ詮せんは高校生だ。人生経験という名の実績に裏打ちされた話にはやはり弱い。珍めずらしく人の話に素す直なおに感心するが、それをぶち壊こわすかのように優ゆ美みはニヤリと笑う。

「そんなわけでマンション見学がてらドライブでもしませんか？」

「まったくもう……三み池いけさんはご自分がドライブに行きたいだけでしょう？」

　ため息まじりに美唯が頰ほお杖づえをつくと、車好きの優美は悪びれもせずウインクする。

「一いつ般ぱん庶しよ民みんが高級車でドライブできる機会はそうありませんからね」

「高級車ねえ……」

　それが優美にとってドライブに行きたい理由だとすれば、美唯にとっては気が進まない理由となっていた。

　美唯の父は男性にありがちな腕うで時計と自動車が大好きな趣しゆ味み人で、社用車も外車だった。それを美唯は前々から成金趣味に感じていて、好きではないのだ。

　しかし一般社員たちが使う営業車だと、車体にシスリバーのロゴが入っていたり、車内に変な匂においがしたりしていて、とても乗る気になれない。

　しばし美唯は逡しゆん巡じゆんするが、優ゆ美みが笑顔でハンドルを左右に振ふる仕草をしてみせた。

「ね、行きましょう？」

　綺き麗れいなお姉さんの笑顔には憎にくめないものがある。降参とばかりに美唯は肩かたをすくめた。

「わかりました。では運転をお願いしましょうか」




　一方、佑ゆうと真ま伊いは相変わらず洗せん濯たく機を運んでいた。

　引っ越し先までの道のりは三分の二を過ぎたあたりだが、もう数メートルも進めば人通りの少ない路地へと入ることになる。

　道行く人から笑われもしたので、人とすれ違ちがう機会が減るのは二人にとって有り難がたかった。

　洗濯機を挟はさんで、真伊が前から引いて、佑は後ろから押していたのだが、前を行く妹の顔も自然とほころぶ。

「だいぶ、進んだねえ」

「うん、あともう一息だ」

　額の汗あせを拭ぬぐいながら佑がうなずくと、前方に黒くろ塗ぬりの高級車が見えた。

　ギリシャにあるパルテノン神しん殿でんを思わせるフロントグリル、そして重厚感ある全体的なフォルム。

　はじめて見ても、何となくブランド名が頭に浮かぶ高級車の代名詞、ロールスロイスだ。

　何となくボディにちいさな傷一つでもつけると、自殺に追いこまれる事態に陥おちいる気がして、佑ゆうの身体からだは自然と身がまえてしまう。

「真ま伊い、大きな車が来てるから気をつけてね」

「うん」

　兄に促うながされて妹が顔を上げる。

　それはちょっとした運命の悪戯いたずらだったかもしれない。

　もしもこの時、オンボロ洗せん濯たく機をトロトロと運んでいなかったら、そしてもしも真伊が顔を上げなかったら、運命の歯車は嚙かみ合うこともなかったかもしれない。

　けれどこの瞬しゆん間かん、歯車は嚙み合った。そして運命の輪が静かに回りはじめる。

　それを本人たちが気づくはずもなく、真伊は高級車に感かん嘆たんの声をあげた。

「うわあ……」

　阿あ吽うんの呼吸で兄妹きようだいはロールスロイスが通り過ぎるまで洗濯機をしっかり押さえる。

　そして高級車が横を過ぎると、強こわ張ばっていた兄妹の表情もやわらいだ。

「凄すごい車じゃったねえ」

「うん。傷をつけたりでもしたら、大変なことになりそう」

「うん、うちも怖こわい思うたもん」

　それから二人は笑い声をあげるが、ふと真伊の表情から笑えみが消えた。

「どうしたの？　真伊」

「あの車、止まったぁ」

「えっ!?」

　真伊の視線を追うように佑が振ふり返ると、確かにロールスロイスが一〇メートルくらい後方で止まっていた。

　高級車はただ存在するだけで、貧しい兄妹にはプレッシャーとなる。

「い、行こうか。真伊」

「う、うん」

　兄妹は不安な気持ちを抱かかえながらも、洗濯機を再び運びはじめた。しかし三歩も進まないうちに真伊が声をあげる。

「あっ！」

　黒くろ瑠る璃り細工のような目がまん丸になり、佑は妹の視線の先を追う。

　振り返った先には後部座席のドアが開いたロールスロイスがあった。ただしドアが盾たてになって車内の様子は見えない。

　世の大半の自動車のドアは前後共に前ヒンジ方式なのだが、この車は前ドアは前ヒンジ、後ろドアは後ろヒンジで、俗に言う観かん音のん開びらきだったのだ。

（もしもヤクザの人が降りてきて、車に傷がついたとか言いだしたら、どうしよう）

　咄とつ嗟さに危険を感じた佑ゆうは前へ向き直ると、声をひそめた。

「真ま伊い、先にアパートへ行ってて。早くっ！」

　兄の言葉に妹は狼ろう狽ばいするが、それも一いつ瞬しゆんで、すぐに拍ひよう子し抜ぬけした声をあげる。

「あれぇ？」

　再び佑が妹の視線を追って振ふり返ると、そこには見慣れた同級生の姿があった。

　姉あね川かわ美み唯いだ。

　しかも美唯は恋する乙おと女めのように目をうるませている。

「相あい葉ばさん……」

　佑と真伊、どちらも相葉だが、兄は同じクラスにして前後の席だ。一方、妹は別のクラスで初対面も同然だった。

「お兄ちゃん、知っとる人？」

　真伊が声をひそめて尋たずねるので、佑は妹に向かって「うん」とうなずくと、続いて美唯の呼びかけに応こたえた。

「あっ、はい」

　すると佑の声に呼応するかのように美唯が走りだした。長い足が地面を蹴ける度たび、胸むな元もとがはっきりゆれる。

　咄とつ嗟さに佑は抱だきしめられるのかと思ったが、美唯は横を素す通どおりして行く。今度は佑が拍子抜けした声をあげる番となった。

「あれぇ？」

　佑が振り返ると、そこには妹と並ぶ同級生の姿があった。

　目は口ほどにものを言う。美唯の瞳ひとみはキラキラ輝かがやき、好意に満ちていた。

「あなた、Ａ組の相葉真伊さんでしょ？」

「ほうじゃけど、どして、うちのことを知っとるん？」

　一方、真伊の瞳には怯おびえの色がにじんでいた。

　すると美唯は知っていて当然とばかりに声を弾はずませる。

「だってＡ組の相葉真伊さんといえば今年の新入生でナンバーワンの呼び声も高いですのよ。一年生はもちろん、上級生の方々でも知らない方はいらっしゃらないんじゃないのかしら」

「ほ、ほうなん？」

　真伊が兄に確かく認にんを求めると、ようやくここで美唯もこの場に真伊と自分以外の人物がいることに気づく。

「んっ？」

　美唯から怪け訝げんそうな目を向けられて、佑は居たたまれなくなるが、とりあえず挨あい拶さつをする。

「ど、どうも、こんにちは」

「あっ、はい……こんにちは」

　あからさまなまでの不ふ審しんそうな目つきに、抑よく揚ようのない声。言外に美み唯いから「あなたは誰だれ？」と尋たずねられた気がして、佑ゆうは顔が真っ赤になった。

　そこに思わぬ形で追い打ちがかかる。

「お兄ちゃん。知っとる人じゃあなかったん？」

　時に無む邪じや気きな一言は悪意に満ちた一言よりも残ざん酷こくさを発揮する。ちょっぴり涙なみだ目めになりながら佑は同じクラス、しかも後ろの席の女子を相手に自分の説明をはじめた。

「あ、あの、制服を着てないからわかりにくいかもしれないけど、同じクラスの相あい葉ばです。しいちゃんと幼なじみで、氷ひ室むろくんと四人でアパートにも行ったことがあるんですけど」

「ああ、そう言われれば……」

　ようやく美唯の言葉に感情がこもるが、それも一いつ瞬しゆんだった。表情の消えた顔で美唯は佑と真ま伊いの顔を交こう互ごに見比べる。

「えっ……こちらが相葉さんで、こちらが相葉くん……そ、そういえば、あの時、僕には妹がいるって」

　そして美唯の頭の中で、相葉という名字や、舞ま衣いと氷室を加えた四人でアパートの下見に行く途と中ちゆうでの話など、様々な情報が一つの可能性を導き出す。

「ま、まさか、お二人は兄妹きようだい？」

　美唯の素すっ頓とん狂きような叫さけびに、佑の方はどう反応していいかわからず固まってしまった。

（ど、どうしよう……僕のせいで真伊がいじめられたりしないかな）

　坊ぼう主ず憎にくけりゃ袈け裟さまで憎いのが世の常だ。美唯から好ましく思われていない自覚があっただけに、佑としては妹が巻まき添ぞえになるのが不安だった。

　けれど兄の目の前で、真伊は素す直なおに「うん」とうなずいていた。

　こうなると佑もお手上げだ。仕方がないので妹に追つい随ずいする形でうなずく。

「ええ、そうなんです」

「そ、そんな……」

　美唯にとっては青せい天てんの霹へき靂れきだったらしく、顔面蒼そう白はくだった。もしもこれが少女マンガの一コマなら白目の下に縦線でも入っていることだろう。昔ながらの少女マンガお約束シーンだ。背景はベタで黒く塗ぬりつぶされ、雷がドゴーンと落ちていれば完かん璧ぺきである。

　とくに美唯は巻き毛でこそないものの、ウェーブのかかった長ちよう髪はつでお金持ちのお嬢じようさまなので、そんなシーンがよく似合う。

　佑としては、そこまで驚おどろくことなのかといった感情がないわけでもない。

　けれど平へい凡ぼんな兄の顔と、かぐや姫ひめみたいな妹の顔を比べれば、にわかに兄妹とは思えないのも仕方がないし、物心ついた頃ころから見ていた国民的人気アニメでも、ネコ型ロボットの兄妹は妹の方が高性能だ。賢けん妹まい愚ぐ兄けいは庶しよ民みん文化レベルで根づいている。

　そんなわけで、この手の反応は慣れっこだったのだ。むしろ美み唯いが思考停止に陥おちいっているなら、佑ゆうとしては好都合だった。

　下手に長話をすればボロを出して、また女王様の不興を買ってしまうかもしれない。さわらぬ神に祟たたりなしだ。

「それじゃあ、僕たち引ひっ越こしがあるんで失礼します」

　年下の同級生に佑が頭を下げると、真ま伊いも軽く会え釈しやくする。そして二人で洗せん濯たく機をゴトゴトと運びはじめた。

　すると一メートルも進まないうちに美唯から呼び止められる。

「ま、待ってっ！」

　逃にげようという気持ちがないわけではなかったし、あと一歩で路地へ入りこめるところまで来ていただけに佑も心臓がドキッとした。怖こわ々ごわと振ふり返る。

「な、何ですか？」

「引っ越しといいますと？」

　プライバシーに関かかわる話だし、佑には答える義務などないかもしれないが、生憎あいにくとアパートのオーナーである舞ま衣いと美唯は友だち関係にある。遅おそかれ早かれ知られるであろう話を隠かくしても意味がなかった。佑は素す直なおに事情を打ち明ける。

「あの、この間、しいちゃんが相続したアパートがありますよね？　あそこに僕ら、引っ越すことになったんです」

「僕ら、ということは妹さんとご一いつ緒しよにということ？」

「ええ、そうです」

「そう……」

　それから再び美唯は固まってしまう。

　佑と真伊は美唯が再び思考停止に陥ったと見て、今度こそ、この場を離り脱だつしようとする。

　けれど美唯の頭脳は回転を止めたわけではなかった。むしろ高速回転していたのだ。

　高級マンション、角部屋、ベランダ、バルコニー付、最上階、一戸建て、エトセトラ。

　条件はお金で買える。そして美唯にはそのお金があった。

　けれどこの世にはお金では手に入らないものがある。

　たとえば美少女と一つ屋根の下で暮らす日々。

　特に相あい葉ば真伊は和の美における一つの極きわみだ。こんなチャンスは滅めつ多たに転がっていない。

　美唯の脳内で神の啓けい示じの如ごとく、優ゆ美みの話が再生されていた。

　大切なのは条件ではなく、ときめき。そう、考えるのではなく、感じることだ。

　常じよう人じんなら数時間か数日は悩なやむであろう難問を、美唯は数十秒で決断を下す。

　しかし、その間に相葉兄妹きようだいは角を曲がって路地へ入っていた。

　美唯は相葉兄妹を追うか、車に戻もどるか、逡しゆん巡じゆんするが、ロールスロイスの後方は車の流れが悪くなっていた。大きな外車を追い越こすために、スピードを落としたり、中央車線をはみ出すので、渋じゆう滞たい気味になっていたのだ。

　仕方がないので美み唯いは車へ戻もどる。そして運転席に座る優ゆ美みへ指示した。

「引き返して、洗せん濯たく機を押していた二人を追って」

「はい、わかりました」

　即そく答とうだったが、大きな車はＵターンが難しい。しかも車の通行量もそれなりにあるので、即応というわけにはいかなかった。

　こうしてロールスロイスがモタモタしている間にも、佑ゆうと真ま伊いは洗濯機をゴトゴトと押して行き、ついに引ひっ越こし先のアパートまでたどり着いた。

「ふ～っ、頑がん張ばったねえ」

　真伊が達成感に満ちた息を漏もらすと、佑も声を弾はずませる。

「うん、僕ら頑張ったよ」

「ほいじゃけど、さっきの人、何じゃったんじゃろうか」

　ふと真伊が真顔になり、黒くろ瑠る璃り細工のような目をパチパチさせると、佑も首を傾かしげる。

「うん、何だったのかなあ」

　美唯の謎なぞ行動に相あい葉ば兄妹きようだいはしばらく目と目を見合わせていたが、やがて兄が気楽な調子で肩かたをすくめてみせた。

「まっ、お金持ちの人の考えてることなんて、僕らにわかるわけないよ」

「ほんまじゃねえ」

　うれしそうに真伊の顔がほころび、仲のいい兄妹は笑え顔がおになる。

　それから佑がオンボロ洗濯機をポンと叩たたいた。

「ところでこの洗濯機って、どこに置く？　普ふ通つうなら洗面所あたりだろうけど、洗濯物を干すのに楽な場所がいいよね？　裏庭も候補になるかな」

　家事は主に真伊が担になっているので佑が相談すると、妹は少し考えこむ。

「う～ん……洗面所でも、裏庭でもええけど、洗濯するんじゃったら、まずは水道のあるとこじゃないと。あと排はい水すいも気になるし……あっ！」

　真伊に少し遅おくれる形で佑も重大なことに気づく。

「しまったっ！　水道が使えなかったら洗濯機も使えないんだ」

「あ～ぁ……」

　それから二人は暗い顔で押し黙だまってしまう。

（そっかあ、水が使えないってことはこういうことなんだ……お風ふ呂ろのお金や、洗濯にもお金がいるわけか。コインランドリーの使用料っていくらなんだろう）

　元々、ギリギリの生活をしていただけにコインランドリーの使用料も相葉兄妹にとっては痛手だった。

　それに新しい生活は実際にやってみないと、わからないことが多々ある。他ほかにもお金が必要な事態はあるかもしれない。

（贅ぜい沢たくは言わないけど、やっぱり水がないのは厳しいなあ）

　佑ゆうはポケットから一枚の紙切れを取り出した。電気や水道の工事費が記された見み積つもり書しよだ。お金さえあれば、ここに記された工事がしてもらえる。けれどそのお金は貧しい兄妹きようだいにとって、どうしようもない額であるのも事実だ。

（やっぱり学校に行きながら兄妹二人で生きていくのは無理だったのかな）

　貧びん乏ぼうが重くのしかかり、佑がうなだれていると、その貧乏の対極を象しよう徴ちようするような車があらわれた。

　いかめかしいフロントグリルの上に飾かざられた羽を広げた精せい霊れい像。高級車の代名詞、ロールスロイスだ。

　車が止まると、前後のドアが同時に開き、文字通りの観かん音のん開びらきとなる。先に車から降りたのは優ゆ美みの方だった。背せ伸のびをして身体からだをほぐすが、兄妹の視線に気づくとニッコリ微笑ほほえむ。

「あら、こんにちは」

　優美の声は明るいが、二人の声は暗い。

「こ、こんにちは」

　洗せん濯たく機を運んだ苦労が無む駄だ骨ぼねに終わって気落ちしていたことに加え、ロールスロイスが後を追ってくれば、いくら相手が綺き麗れいなお姉さんや同級生でも、やはり不安になる。

　そこに追い打ちをかけるかのように美み唯いも車から降りてきた。そしてまんざらでもない目でアパートを眺ながめる。

「あら、あらためて見てみると、なかなか素す敵てきな建物ね」

　元がミッション系の女子寮りようだっただけに、その外観は教会を連想させる。横よこ浜はまや神こう戸べあたりにあれば異人館として通用するかもしれない。

　ただし人の目には先入観と偏へん見けんがついて回るもの。

　呪のろいの館やかたといった噂うわさを聞けば教会みたいな外観が、逆にエクソシストやサクリファイスみたいな言葉を連想させて不気味に感じてしまうのだ。

　実際、佑だって妹のお墨すみ付つきがつくまで、この外観が不気味だった。

　逆にいえば悪い噂しか聞いていないはずの美唯が、この建物を見て平然としているのは不思議な話でもある。

「あの、姉あね川かわさんはこのアパートを見て不気味だと思わないんですか？」

「と、いいますと？」

　女子から怪け訝げんそうな顔をされるだけで、佑にはプレッシャーになるのだが、そこを耐たえて質問を続ける。

「だってこのアパートって呪いがあるって氷ひ室むろくんが言ってたじゃないですか」

「ああ、そんなこと……」

　異い母ぼ兄けいの名が出たこともあって、美み唯いの顔にあからさまな侮ぶ蔑べつの色が浮かぶ。

「確かに、そんなことを口走る頭のおかしな人がいましたわね。けれど呪のろいや幽ゆう霊れいなんて、この世に存在するはずがありませんわ」

　科学万能の世の中だ。呪いや幽霊なんて、信じない方が普ふ通つうなのかもしれないが、これだけ自信満々に否定されると、佑ゆうとしては不安な点もあった。

（もし真ま伊いに霊感がある話を知られたら、偽にせ霊能者や噓うそつきだって、いじめられるかも）

　小心者には何もかもが不安材料になる。佑がハラハラしていると、その不安を加速させるようなとんでもないことを美唯は言いだした。

「空いている部屋があるなら、わたしもここへ住んでもよろしいかしら？」

「ええっ！」

　兄が声をあげて、妹は目をパチパチさせる。形はそれぞれ違ちがっても、驚おどろきの感情は同じだ。兄妹きようだいを代表する形で、佑が二人としての意見を語る。

「あの、ここ、知ってると思うけど、オーナーは僕らじゃなくて、しいちゃんなんです。だから、僕らにそんなことを訊きかれても困るっていうか、返事のしようがないっていうか……」

「ああ、そうね。ならマイに頼たのめばいいわけね」

　美唯がポケットから携けい帯たい電話を取り出すと、佑は慌あわてて止めに入る。

「ま、待ってください。それにここに住むっていっても、ここって電気も通ってなければ、水も出ないんですよ」

　これにはさすがに美唯も動きが止まる。

「えっ……ではどうやってここでお住みになるつもり？」

「それは……その……あっ、そうだ」

　佑は返答に詰つまったが、ちょうど見み積つもり書しよを手にしていたところだった。

「電気工事代は八万円くらいですむから、とりあえず工事してもらって、水道はその……」

　しかし水の件で再び佑は言葉に詰まってしまう。すると佑の手にある見積書を美唯が取り上げた。そして一いち瞥べつして判断を下す。

「あら、何も問題ないじゃない」

　美唯の中では問題が解決したこともあって、さっそくアパートのオーナーへ電話をかける。

「あっ、もしもし、マイ？」




　時を前後して数十秒ほど前。

　自室のベッドの上で少女マンガを広げて顔を赤らめる舞ま衣いの姿があった。その表紙には抱だき合う男子と女子の姿、そして「僕の純愛を妹に捧ささぐ」なるタイトルが記されている。

　タイトルの通り、兄と妹の禁じられた恋をテーマにしたラブストーリーで、スピンオフ作品も含ふくめると累るい計けい一〇〇〇万部以上を誇ほこる人気少女マンガだった。

　場面は所謂いわゆる、修しゆ羅ら場ば。

　ヒロイン（妹）が、ライバル（友だち）もヒーロー（兄）を好きなことに気づいて、三角関係がはっきりするといったシーンだ。

　真しん剣けんな表情のまま舞ま衣いは息を止めてページをめくる。

　そこに携けい帯たい電話が場ば違ちがいな明るい曲を奏かなではじめた。

　着信設定で親しい友人は一曲ずつ割り振ふってあるので、曲名だけで舞衣には誰だれからの電話だかわかる。

「あれ、ミイからだ。どうしたんだろ」

　読みかけていたページに栞しおりを挟はさむと、舞衣は携帯電話を耳にあてる。

「もしもし…………………………うん……………………うん」

　返事を二つしたところで、美み唯いから用件を切りだされ、思わず舞衣は素すっ頓とん狂きような声をあげてしまった。

「ええっ！　ゆうくんたちが住むアパートにミイも住みたい？」

　それはちょっとした運命の悪戯いたずらだったのかもしれない。

　もしもこの時、舞衣が少女マンガを読んでいる最中ではなかったら、そしてもしも別のシーンを読んでいたら、舞衣の反応も違っていたのかもしれない。

　けれどこの瞬しゆん間かん、舞衣の頭にはマンガのキャラと、美唯の顔が重なってしまった。

　だから舞衣も咄とつ嗟さに叫さけんでいた。

「わたしも一いつ緒しよに住むっ！」

　その拍ひよう子しにベッドの上から読みかけのマンガが床ゆかに落ち、栞を挟んでいたページが開く。モノローグでヒロインが「……は友だちだけど、お兄ちゃんは渡わたせないよ」と語っていた。




　一方、電話の向こうでは美唯の顔がパッと明るくなっていた。

「あら、素す敵てき。じゃあ、そうしましょうよ」

　それから二言か三言ほど言葉を交かわし、美唯は電話を切った。そしてあっけらかんとした口調で佑ゆうと真ま伊いに事情を説明する。

「マイも一緒に住むそうよ」

「で、でも、ここって電気の工事はしてもらうつもりだけど、水が使えないんですよ？　どうする気なんですか」

　幼い頃ころに極限状態まで追いこまれ、貧びん乏ぼうに耐たい性せいを持つ佑と真伊はともかく、一いつ般ぱんの人が水の出ない暮らしを我が慢まんするのは難しいはずだ。ましてや舞衣と美唯はセレブ育ち。どう考えても水の出ない苦しい生活に耐たえられるはずがなかった。

　それを佑はウジウジと説明を試みようとする。

「そりゃあ、僕らはいいですよ。でも水が出ないとこで暮らすのが、どれだけ苦しいか……」

　しかし美み唯いは佑ゆうに最後まで言わせない。

「あら、水が出なければ工事してもらえばいいじゃない」

「そりゃあ、そうですけど」

　まるでマリー・アントワネットを前にしたみたいで佑は沈ちん鬱うつな気持ちになる。

　けれどフランス王おう妃ひのポケットには民衆の空腹を満たせるほどの菓か子しはなかったが、ファミレスの女王のポケットには工事ができるだけのお金があった。

　見み積つもり書しよに記された電話番号を美唯は携けい帯たい電話に打ちこむと、そのまま耳にあてる。

「もしもし、水みず元もと設備工業さんですか？　見積もりをしていただいた工事をお願いしたいんですけど、担当者はいらっしゃるかしら？」

　そして佑は魔ま法ほうを見た。

　シンデレラに出て来る魔女がカボチャを馬車に変えたように、魔法少女がステッキを使って変身するように、美唯も魔法を使ったのだ。

　それはこの世界に満ちている魔法粒りゆう子しを術者の詠えい唱しようによって物理干かん渉しようさせてといった小難しい話ではなく、資本主義経済の原理原則によるものだった。

　つまり札束マジック。

　かつて有名なＳＦ作家は「高度に発達した科学は魔法も同然」と語ったが、高度に発達した資本主義社会における大金は魔法と同然だったのである。

　美唯が電話してから、一時間後には水元設備工業から作業員がやって来て、電気工事をはじめた。ちなみに水道工事は明日の予定だ。

　そして二時間後には家電量りよう販はん店の配達員が電化製品の設置をはじめていた。

　乾かん燥そう機能付きの大型洗せん濯たく機が四人がかりで脱だつ衣い所に持ちこまれ、佑と真ま伊いが運びこんだオンボロ洗濯機の横に設置される。

　ちなみにオンボロ洗濯機の胴どう体たいにはマジックで「男子用」と書かれていた。

　二つ並んだ洗濯機を眺ながめつつ、佑は三み宅やけ夫ふう婦ふに感謝する。

（敷しき金きんの代わりに洗濯機をもらえて助かっちゃった。もしこれがなかったら、僕、洗濯板とたらいで洗濯しないといけなくなってたかも）

　年とし頃ごろの娘むすめが「お父さんの洗い物と一いつ緒しよに洗濯しないで」と言いだすのはよくある話だが、そのままの理り屈くつで美唯の購こう入にゆうした洗濯機は女子専用となったのである。

　けれど何より助かったのはアパートにライフラインが完備されたことだ。

（もし洗濯機を運ぶのにあの道を通ってなかったら、姉あね川かわさんと出会わなくて、このアパートは水が出ないままだったんだよね）

　これもオンボロ洗濯機の賜たま物ものかもしれない。ただし「男子用」とマジックで書かれたオンボロ洗濯機はこれからの暮らしを暗示しているようで、佑は不安にもなる。

　元々このアパートは土地と建物は舞ま衣いのものだったが、美み唯いが家電製品の購こう入にゆう費と工事費や改装費を負担することによって、ダブルオーナー体制になりつつあった。

　佑ゆうと真ま伊いからすれば、舞衣から部屋を使わせてもらい、美唯から水道電気などのライフラインを使わせてもらっている格好となる。逆に言えば、舞衣から相場に応じた家賃を払はらえと言われても、美唯から金額に対して使用に応じた負担金を払えと言われても、佑と真伊はアパートを出て行くしかない。

　座ざ右ゆうの銘めいである「タダより高いものはない」が佑の肩かたに重くのしかかる。

　ただし舞衣の方は幼なじみという関係もあって、あまり佑も不安を抱いだいてはいなかった。やはり問題は美唯の方だ。入学式初日から派手に嫌きらわれた経緯がある。

（姉あね川かわさんを怒おこらせたら、僕、どうなるんだろう）

　何せ搬はん入にゆうされる家電製品はどれも大型で最新式のものばかり。しかも工事費だって最初の見み積つもり書しよの金額でも二〇〇万円以上もしたのに、美唯は温水機能付きトイレは最上級モデルに替かえろだとか、厨ちゆう房ぼうの火力が足りないので都市ガスを設置しろだとかいった形で、色々とグレードアップさせていた。

　美唯が資金を費ついやせば費やすほど、アパートは住みやすくなるが、佑にとっては居い心地ごこちは悪くなる。

　そんな寒々とした思いに佑が身を縮めていると、真伊があらわれた。

「お兄ちゃん、頑がん張ばろうね」

「んっ、頑張るって何を」

　意味がわからず佑が目をパチクリさせると、真伊は真しん剣けんな顔で力説する。

「これからしいちゃんや姉川さんと一いつ緒しよに住むんじゃろ？　しいちゃんはアパートのオーナーじゃし、姉川さんは水や電気の工事代を出してくれたり、冷蔵庫や洗せん濯たく機を買こうてくれようるじゃろ。じゃけ、うちらは管理人として頑張らんと」

「そ、そうだよね。僕ら、このアパートの管理人として頑張らないといけないよね」

　何だか居場所が見つかったような気がして心が軽くなるのと同時に、佑は妹が自分と似たようなことを考えながらも、そこから一歩先に進んでいたことに、恥はずかしくもなる。

（今まで家事は真伊に頼たよってたけど、これからは僕も頑張ろう）

　お金はなくても、共有スペースの掃そう除じやゴミ出しなど、役割や仕事が色々あるはずだ。特に佑は男子なので、力仕事や女の子の嫌いやがる仕事など、アパートの住人の中で自分にしかできないことがきっとある。

　そんなことを考えつつ、佑はオンボロ洗濯機を眺ながめた。













　　　第四章　うちら、家族じゃけえ







　三日後の朝。

「おはよう、お兄ちゃん」

　佑ゆうが目覚めると、既すでに真ま伊いは起きて布ふ団とんをたたんでいる途と中ちゆうだった。

　その格好は女子高生の隠かくれた定番アイテム、中学ジャージだ。着き心地ごこちが楽なだけでなく、着ると何な故ぜか心がなごむ、そんな謎なぞアイテムでもある。

　もっとも中学の段階で成長が止まることの多い女子と違ちがって、男子高生は中学ジャージが窮きゆう屈くつになっていることが多い。佑もその一人で、スウェットスーツを寝ね間ま着きにしていた。

「おはよう、真伊……ちょっと顔を洗ってくるよ」

　ちょっとゆるんだ表情のまま佑は立ち上がると、洗面所へ向かう。すると階段を下りて来たパジャマ姿の幼なじみと出くわした。

「あぁ、ゆうくん、おはよう」

「お、おはよう。しいちゃん」

　思春期の男子にとって、ただパジャマ姿というだけで気き恥はずかしいものがある。

　桜色の生き地じに、ピンク色のクマの顔を象かたどった模様が無数にプリントされていて、遠目にはストライプ模様に見えるようになっていた。やや子どもっぽい感じだが、童顔の舞ま衣いにはよく似合う。しかも舞衣はいつものツインテールではなく髪かみをおろしたままにしていた。

（な、何だかいつもの髪型と違ちがうだけで、新しん鮮せんな感じがするなあ）

　パジャマの微び妙みような着き崩くずれと相まって、寝ね起おき感が男心をさらにくすぐる。

　ただ舞衣は朝が弱いのか、表情がぼんやりしていた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　しいちゃん。昨日はよく眠ねむれた？」

「う～ん。ちょっと緊きん張ちようしすぎちゃったのか、実はあんまり寝てなくて」

　舞衣が弱々しく笑うと、階段の上から気け怠だるい声が響ひびく。

「マイ、おはよう」

「おはよう、ミイ」

　パジャマ姿の舞衣が見上げる先では、同じくパジャマ姿の美み唯いが階段を下りていた。

　パジャマの薄うすい生地が迫はく力りよくのボディにペッタリついて、こちらも男心をくすぐる要素があるものの、佑にとって美唯はライオンやコブラと同列の危険なイメージが叩たたきこまれていた。正視する余よ裕ゆうなどない。とにかく刺し激げきしないよう頭を下げる。

「おはようございます」

「……おはよう」

　その不ふ機き嫌げんな声に舞ま衣いが笑いだす。

「ミイって、朝、弱いよね」

「低血圧だから」

　ポツリとつぶやく美み唯いの頭は微び妙みようにフラフラしている。こちらは舞衣と違ちがって、正しよう真しん正しよう銘めいの朝が弱いタイプのようだった。

　ただし佑ゆうには自分へと舞衣への対応に一呼吸か一いつ拍ぱく分の差があるような気がして、やはり美唯の近くにいること自体が落ちつかない。

　最初は廊ろう下かの奥にある洗面所へ舞衣と仲良く向かうつもりだったが、廊下の途と中ちゆうにあるキッチンへ入ることにする。

「僕、ここで顔を洗うから」

　舞衣が「え～っ」という声をあげるが、美唯に促うながされ、女子二人は洗面所へ行くこととなった。一人、キッチンへ入った佑は真新しいシステムキッチンとずらりと並んだ調理器具の数々にため息を吐つく。

「はあ……ここって元は和風の厨ちゆう房ぼうか台所って感じだったのに、今や完全に洋風に変わっちゃって、まさにキッチンって感じだよね」

　ここはファミレス女王のお膝ひざ元もととして改装に力を入れたところでもあるので、お金もそれなりにかかっている。

　単に調理器機にお金がかかっているだけでなく、壁かべを取っ払ぱらい、隣となりにあった食堂と一続きにしてダイニングキッチンとし、ダイニングスペースを狭せばめる形でキッチンスペースを大きくするといった大改装まで行われていた。

　佑としては何かと居い心地ごこちの悪い場所だった。

　季節柄がら、まだ冷たく感じる水をバシャバシャと顔にかけながら、佑はふと感かん慨がいに耽ふける。

（でも、考えてみると、本当に四人での生活がはじまっちゃったな……あっさりしすぎて、何だか噓うそみたい）

　昨夜から本当に四人での共同生活がはじまっていた。

　普ふ通つう、高校生くらいの女の子が家を出るとなると、親が簡単には許しそうにないイメージがあったので、佑としては美唯と舞衣があっさり引ひっ越こして来たことが意外だったのだ。

　ただし元々このアパートのオーナーは舞衣だし、美唯の派手なお金の使い方からすれば親から自立しているようにも見える。

（意外とこんなものなのかな）

　何となく佑も折り合いがつかないこともなかった。

「ふ～っ」

　やがて顔を洗い終えて佑は大きく息を吐はくが、この段になってようやくタオルがないことに気づく。

（ま、いっか……）

　男らしく服の袖そでで拭ふくという手段もあるが、顔を洗った意味が三割ぐらい減ってしまう気がして佑ゆうは自然乾かん燥そうを選ぶ。

　ぼんやりと佑が立っていると、そこに真ま伊いがやって来た。

「あれぇ、お兄ちゃんはこんなとこで何をしようるん？」

「あっ、いや、顔を洗ったけど、タオルがないから自然乾燥してたんだ」

「もう、お兄ちゃんはおうちゃくなんじゃけえ」

　既すでに着き替がえ終えた真伊が眉まゆをひそめる。土曜日で学校が休みなこともあって私服だが、ダボダボのトレーナーに安っぽいジーンズだ。

　年とし頃ごろの女の子の姿としては少し泣けるものがあるが、今日は庭掃そう除じをする予定なので作業着の代わりでもあった。髪かみ型も動きやすいように長い黒髪を後ろで一つにまとめただけだ。

　ただし、どんなボロを着ても可愛かわいい子は可愛い。みすぼらしい格好をしていても、真伊ならまるで舞ぶ踏とう会へ行く前のシンデレラだ。

　そのシンデレラが弱気な顔になる。

「でもうちもお兄ちゃんのことを、おうちゃくゆうとられんかもしれん。おかずを作る材料がないけえ、今朝のご飯は山さん賊ぞく風ふうおにぎりとインスタントのお味み噌そ汁しるにしようおもうとるんよ」

　山賊おにぎり（むすび）とは、具が三種類（梅うめ・昆こん布ぶ・鮭さけなど）くらい入った大きなおにぎりのことで、全国的には爆ばく弾だんおにぎりの名が優勢だ。山賊おにぎりの名は主に広ひろ島しまと山やま口ぐちくらいでしか通用しないので、一種の方言に近いかもしれない。

　ただし風の一文字が加わっている通り、真伊が作ろうとしている山賊風おにぎりには具が入っていなくて、醬しよう油ゆで味つけしただけのものだった。

　施し設せつにいた頃、佑も夜食としてよく作って食べていたので、慣れ親しんだ味だ。

「山賊風おにぎりか、いいね。僕も手伝うよ」

「いいけえ、うちがやるけえ」

「でもこれからは一いつ緒しよにアパートの管理人として頑がん張ばろうって言っただろ」

「ほうじゃけど、これは違ちがうけえ。うちの家事はうちがするけえ」

　それから軽い押し問答を何回かくり返し、最終的に真伊が山賊風おにぎりを作って、佑は味み噌そ汁しるを作ることになった。

　もっとも味噌汁を作るといっても、インスタントなので、お湯をかけて混ぜるだけだ。

　ただし山賊風おにぎりも負けず劣おとらず簡単だった。

　佑が袋ふくろを破ってお椀わんに味噌を入れている横で、真伊が作業をはじめる。

　まずお茶ちや碗わんにご飯を盛って、その上に醬油を「の」の字に軽くたらす。

　それから軽く火であぶった焼き海の苔りをお茶碗の上にかぶせて、ひっくり返すと、お茶碗をとれば黒い正方形の海の苔りの中央に白いご飯の山が盛られた格好となる。

　この時、醬しよう油ゆが足りないようなら軽くたらし、最後に海苔でくるめば丸くて大きな山さん賊ぞく風ふうおにぎりのできあがりだ。

　佑ゆうがインスタントの味み噌そ汁しるを二杯はい作る間に一つ目が完成し、真ま伊いが二つ目を作る間に佑はお盆ぼんを用意する。とにかく簡単で早い。

　海苔を焼いた芳こうばしい香かおりがキッチンに満ちる中、二つ目が完成すると真伊はくちびるを尖とがらせた。

「これ、しいちゃんと姉あね川かわさんはいらんかねえ」

「せめて三角おにぎりか、山賊おにぎりなら他人にあげても恥はずかしくないけど、山賊フーおにぎりだからねえ」

　風にアクセントを置くと佑は小難しい顔になる。簡単に作ることができて自分たちは美お味いしいと思っているが、相手がセレブのお嬢じようさまたちでは勧すすめにくいものがある。

　そうこうしていると、噂うわさをすれば何とやらで舞ま衣いと美み唯いが部屋に入って来た。

「あら、海苔の芳ばしい香りがするわね」

　美唯が室内の匂においを嗅かぐと、舞衣はお盆に載のった山賊風おにぎりに目を丸くする。

「うわあ、大きなおにぎり。朝からそれを食べるの？」

「う、うん。具はなくて、中はご飯に醬油をたらしてあるだけなんだけど、しいちゃんと姉川さんも食べてみる？」

　ちょうど真伊と話をしていたこともあって、佑が勧すすめてみると、舞衣は曖あい昧まいな笑えみを浮かべ首を傾かしげた。

「う～ん。わたし、いつも朝食抜ぬきだから、いいよ」

「わたしも朝はトーストとコーヒーか紅茶だけなので」

　舞衣と美唯にやんわりと断られ、佑はちょっぴり残念に思いながらも、同時にほっとする。美お味いしいレシピを紹介できるかもしれないという期待感も少しはあったが、やはりダメ出しされる不安感の方が圧あつ倒とう的に大きかった。

「じゃあ、二人で食べようか」

「ほうじゃね」

　真伊も笑顔でうなずくが、舞衣と美唯がティーカップを用意しているのを見ると、お茶係を買って出る。

「紅茶を飲むん？　うち、いれようか？」

　舞衣と美唯が同時に声をあげるが、反応は対照的だった。

「え～っ、そんなの悪いよ」

「あら、素す敵てき。相あい葉ばさんにお茶をいれていただけるなんて、最高じゃない」

　苦笑いしながら遠えん慮りよする舞衣と、死んだ魚のような目を一転させて喜ぶ美唯。こうなると舞衣の方は断りにくくなってしまう。

「じゃあ、まいちゃんにお願いしようかな」

「うん。上手にいれられんかもしれんけど、頑がん張ばるけえ。二人は隣となりの部屋で待っとって」

　真ま伊いが控ひかえめなガッツポーズを作ると、美み唯いはご機き嫌げんな調子で舞ま衣いの腕うでを引く。

「じゃあ、お言葉に甘えて女子部屋で待っていましょう。行きましょう、マイ」

「う、うん」

　戸と惑まどいの表情を浮かべながら舞衣は美唯に引かれてリビングへ向かう。




　隣となりにあるリビングは旧図書室だった。元は勉強室を兼かねていたようだが、今では長テーブルを取っ払ぱらい、ソファセットや大型液えき晶しようテレビなど娯ご楽らく設備を充じゆう実じつさせる形で大おお幅はばな模様替がえがされている。

　舞衣と美唯が部屋に入ると、数分ほど遅おくれる形で真伊が紅茶を運んで来た。

　ここでも舞衣と美唯の反応は正反対だ。

「ごめんね、まいちゃん」

「まあ、美お味いしそう」

　どことなく申し訳なさそうな舞衣と、素す直なおに喜ぶ美唯。真伊はテーブルに紅茶を置こうとするが、美唯の期待の大きさに耐たえきれず、うつむいてしまう。

「紅茶とか、美味しいいれ方があるんじゃろうけど、うち、そういうの知らんけえ」

「あら、そんなの気にしない」

　外食産業界の神の子はティーカップを手にすると、紅茶を口にする。そしてじっくり味わうように喉のどをうるおすと、最後に微笑ほほえんだ。

「美味しい……お料理ってね、様々な要素を楽しむものなのよ。味、香かおり、見た目、でも最も大切な要素は人。誰だれが作ってくれたか、誰と一いつ緒しよに食べるか。それが一番大切なことよ」

「おぉ～っ」

　何だか深くていい話な気がして、真伊と舞衣、二人のマイは口をすぼめる。すると美唯は再び微笑んだ。

「だから相あい葉ばさんも先ほどのおにぎりをここでご一緒にいただいたらどうでしょう？」

「でもほしたら、お兄ちゃんが一人になるけえ、うちだけでも一緒に食べてあげんと」

　リビングは改装費を負担した美唯の意向によって、女子部屋として男子入室禁止ということになっていた。このルールを変えるのに舞衣はいい機会だと意気ごむ。

「だったら、ゆうくんも一緒に来てもらえばいいじゃない。四人しかいないのに男子は入室禁止って、ゆうくんだけを仲間外れにしてるみたいだから、やめようよ。ね、ミイ」

「えっ、えぇ……」

　弱り顔になった美唯が考えこむ。ここで真伊も一緒に押せばもしかすると美唯も折れていたかもしれない。しかし生憎あいにくと妹は兄に味方しなかった。

「お兄ちゃんは甘やかさんでええよ。やっぱり女の子同士の方がくつろげるけえ。それにこの部屋、テレビがあるし、マンガもいっぱいあるけえね」

　それは自分たちが奨しよう学がく生せいで勉強をしないといけないという立場を思ってのことだった。しかし舞ま衣いは別の意図を感じてしまう。

（ずるいよ、まいちゃん。ゆうくんを一人ひとり占じめしようとして）

　けれどそれを声にすることは舞衣もできなかった。形のいい眉まゆをハの字にして訴うつたえる。

「だったら、まいちゃんも女の子なんだから、ここで食べればいいんじゃない。平等に」

「平等ゆうても、うちが平等になっても、三対一でお兄ちゃんが一人になるじゃろ。ほしたらお兄ちゃんが可哀かわいそうじゃけえね。うちがあっちに行ったら二にい対二にいでちょうどじゃし」

　舞衣が言いたかった平等の意味に気づかないまま、真ま伊いはお盆ぼんを抱かかえこんで立ち上がると、そのままリビングを出てしまう。

　その後ろ姿を、舞衣は口を尖とがらせて見送ることしかできなかった。




　一方、管理人室では佑ゆうがテーブルを用意していた。

　所謂いわゆる、折りたたみ式家具調こたつだ。冬場はこたつとして使うのはもちろん、春から秋にかけてもテーブルとして使えるので、一年を通じて活かつ躍やくする優すぐれ物ものである。

　学生から一人暮らしの社会人まで、部屋にあれば出しっぱなしになりがちだが、一部屋に二人で住む佑たちは使わない時は折りたたんで壁かべに立てかけるようにしていた。

　何せ今の八畳じよう間ならともかく、前に住んでいた四畳半の広さでは兄妹きようだい二人の布ふ団とんを敷しくと、それだけで部屋がいっぱいになってしまう。

（昨日はいつもの習慣でたたんじゃったけど、これからは部屋の隅すみに置けば無理にたたまなくていいかも）

　些さ細さいなことから部屋が広くなったことを佑が実感していると、真伊が戻もどって来た。

「ただいま」

「おかえり……最初から家の中だけど」

　佑が苦笑いを浮かべると、真伊も同じ顔になる。

「ほんまじゃね。ただいま、ゆうのは変かもしれん。でも、うち、この部屋に帰ると何か落ちつくんよね」

「あっ、その気持ち、わかる。何か他ほかの部屋はどこへ行っても使わせてもらってるって感じなんだよね……まあ、この部屋も使わせてもらってるのは一いつ緒しよなんだけど」

「ほうなんよ。何でじゃろうね」

　それから佑と真伊は共犯者のような笑い声をあげた。

　やはり兄妹には、このアパートのダブルオーナーである舞衣と美み唯いへ遠えん慮りよがある。

　もしかすると舞ま衣いと美み唯いの側がわにはそんな意識などなくて、貧びん乏ぼうな二人が勝手にお金持ちの二人に負い目や引け目を抱いだいているだけかもしれない。

　だから貧乏人のひがみといってしまえばそれまでかもしれないが、心苦しいものは心苦しいし、弱い立場にいると強い立場の者を怖こわいと感じてしまうのが人の常だ。

　それでもこの部屋に帰れば、ささやかなしあわせがあった。

　やがてひとしきり笑い終えると、二人はおにぎりを食べはじめる。

　佑ゆうは豪ごう快かいにかぶりつくと、山さん賊ぞく風ふうおにぎりをよく味わう。火であぶった芳こうばしい焼き海の苔りと醬しよう油ゆのしみたご飯が口の中に広がる。

（何か、僕が作ったのより、美お味いしい気がする。醬油の加減がいいのかな。それともご飯が違ちがうのかな）

　そんなことを思いながら佑が咀そ嚼しやくしていると、女の子らしくチマチマと食べていた真ま伊いがふと真しん剣けんな表情になる。

「何か、今日の山賊風おにぎりは美味しい気がするけえ」

「そうだよね？　僕もそんな風に思ってたんだ。醬油の加減がいいのか、それともご飯や海苔がいいのか」

　不思議そうに首をひねる兄の姿を見て、妹は嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「あのね、お兄ちゃん」

「んっ？」

「今、姉あね川かわさんから聞いた話じゃけどね。料理は味とか香かおりや見た目も大事じゃけど、一番大切なのは人なんだって。誰だれが作ったとか、誰と一いつ緒しよに食べるとか。うちらは兄妹きようだいで食べるけえ、美味しいんかもしれん。家族じゃけえね」

　それから鼻の先を赤くした真伊がカプッとおにぎりにかぶりついた。見え見えの照てれ隠かくしに何だか佑まで恥はずかしくなって顔が赤くなる。だから佑もおにぎりにかぶりつこうとしたが、妹が作ってくれたおにぎりを見ていると、ふと思った。

（人か……そういえば誰かと一緒に食べるご飯って美味しいよね）

　佑たちが育った施し設せつでは朝昼晩の三食は栄養士が献こん立だてを考え、調理師が料理するといった本格的なものだったが、基本的に夜食は自分で作ることになっていたのだ。

　女子は太るからとあまり夜食をとらなかったが、男子は朝昼晩の三食では足りないと毎日のように四番目の食事をとっていた。

　けれど生憎あいにくと男子は女子より大ざっぱにできている。チマチマと料理をするのは苦手だ。そんな男子の強い味方が、この山賊風おにぎりとカップラーメンだった。

（野球の練習があった日の夜、男同士で食べる山賊風おにぎりとラーメンは確かに美味しかったけど、今日のおにぎりはそれ以上な気がする……もしかすると真伊が作ってくれたから、美味しく感じるのかな）

　ただしそれを口にするのは佑ゆうも恥はずかしすぎた。だから真ま伊いに話を合わせておく。

「そうだね。家族水入らずだから、美お味いしいのかもしれないね。施し設せつにいた時は朝ご飯や晩ご飯は全員一いつ緒しよだったし、夜食は男子ばっかりだったし」

「うん、うちら家族よねえ。二人しかおらんけえ兄妹きようだいかもしれんけど、家族でもあるけえ」

　真しん剣けんな面おも持もちで真伊はうなずくと、少し間を置いてから再び同じことをくり返す。

「うん、家族じゃけえ」

　それから真伊はおにぎりにかぶりつく。家族という言葉を何度もくり返す妹の姿に、佑も思うところがあった。世の大半の子どもは家族と一緒に、そして家族単位で暮らす。けれど佑と真伊は同じ施設で暮らしながらも、男子と女子に分かれていた。兄妹として、家族として暮らすのは随ずい分ぶんと久しぶりのことだ。

　だから佑は家族という一言に万感の思いをこめて、妹に相づちを打つ。

「うん、僕らは家族だから」




　朝食が終わり、佑と真伊が歯を磨みがきに洗面所へ向かっていると、リビングから出ようとする舞ま衣いたちと出くわした。

　佑の姿を見た途と端たん、舞衣が目を輝かがやかせる。

「あっ、ちょうど良かった。今、ミイが銀ぎん座ざや南みなみ青あお山やまに買い物に行きたいって言ってて、ゆうくんたちを誘さそおうかって話してたとこなの。みんなで一緒に行こうよ……ブランド品は見るだけでも楽しいし、まいちゃんも行きたいよね？」

　佑と真伊、二人そろって目が泳ぐ。

　銀座や青山にはシャネルやティファニー、プラダなどの日本本店や世界規模の旗き艦かん店があるが、それを知らなくても、何となく舞衣や美み唯いの言動が一いつ般ぱんの高校生としておかしいことは、田舎いなか者の二人にもわかる。ましてや普ふ通つうの高校生より、はるかに貧びん乏ぼうな相あい葉ば兄妹からすれば交通費を捻ねん出しゆつするだけも大変だった。

　兄妹を代表する形で佑がやんわりと断ろうとする。

「ごめん、しいちゃん。今日は僕ら、庭掃そう除じをするって決めてたから。あっちこっち、雑草がのびてるし、真伊も花か壇だんが作れれば作りたいって言ってたから」

「えーっ、せっかくの土曜なのに庭掃除や、かだぁん？」

　不満そうに舞衣が眉まゆをひそめると、兄妹は互たがいに顔を見合わせる。何といっても舞衣はアパートのオーナーだ。逆らいにくい。しかも真伊は先ほども舞衣からの誘さそいを断ったばかりだった。そこで妥だ協きよう案を出す。

「ほいじゃったら、お兄ちゃんだけでも行ったらどうかね？　男子じゃけ、しいちゃんや姉あね川かわさんが買い物したら荷物係りになってあげるんよ。その間にうちが庭を掃除しとくけえ」

「うん、ゆうくんが来てくれたら、助かるかも」

　舞ま衣いが目を輝かがやかせると、美み唯いは無言のまま目を泳がせる。

　一方、佑ゆうとしては妹を残して銀ぎん座ざや青あお山やまでブランド店巡めぐりなんてできるはずがなかった。

「じゃあ、逆に僕が残って庭掃そう除じや花か壇だん作りをするから、真ま伊いはしいちゃんたちと一いつ緒しよに行きなよ」

「あら、素す敵てき。いいじゃない。ブランド品なんて、男子が見てもきっと退たい屈くつするだけよ。どうせなら女の子三人で行きましょう」

　今度は美唯が目を輝かせて、舞衣は露ろ骨こつな不満の声をあげる。

「え～っ……」

　すると真伊が珍めずらしく強い口調で断言した。

「それはいけんけえ。庭の掃除はうちが言いだしたけえ、うちがする。お兄ちゃんが行ってあげえ」

「いいから、真伊が行けよ。庭掃除は力仕事なんだから僕がやる」

「でもうちだけ遊びに行かれんけえ」

「だったら僕の方こそ、よっぽど行けないよ」

　押し問答をはじめた兄妹きようだいの間に、舞衣が割って入る。

「だったらさ、もう四人で行こうよ。そうしたらケンカもしなくてすむから、ねっ？」

　互たがいに譲ゆずらない二人だが、この点だけは即そく座ざに意見が一いつ致ちした。

「それはちょっと無理っていうか……」

「二人とも行くのはいけんけえ……」

　結局のところ、厳しい経済事情がすべてだった。交通費だけでも兄妹には痛手だし、もしも舞衣や美唯につきあって軽い食事をしたり、アイスクリームやクレープみたいなものでも買ったりすれば、兄妹二人の一カ月分のおこづかいなんて軽く飛んでしまうはずだった。

　それを潜せん在ざい的にわかっていたから、兄は妹に遊びに行かせてやりたかったのであり、妹も兄に行って欲しかったのだ。

　そんな二人の事情なんて舞衣にはわからなかったが、兄が妹を思い、妹は兄を思って互たがいに譲ゆずらないのは直感的に理解できた。

「じゃあ、いいよ。美唯と二人で行くから」

　舞衣は頰ほおをふくらませて、そっぽを向くが、それも一いつ瞬しゆんだった。やっぱり言い足りないとばかりに向き直ると、人さし指をつきつける。

「ゆうくんってシスコンだよね。妹思いなのはいいけど、度がすぎると女の子、引くよ。シスコンとマザコンの男子なんて、絶対、絶対、もてないんだから」

　それから舞衣は二人に背を向けると、自分の部屋へ向かって憤ふん然ぜんと歩きだす。

　絶対を二度もくり返されれば心理的ダメージは大きい。佑はガックリと肩かたを落とすが、真伊も不安そうな表情になる。

「うち、しいちゃんを怒おこらせたかもしれん」

　すると美み唯いが真ま伊いの肩かたをやさしくつかんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、ちょっと感情的になっただけだから。上う手まくフォローしておくわ」

「ほんまあ」

　真伊が目を輝かがやかせると、美唯は拳こぶしを固めて意気ごむ。

「ええ、任せて」

　ここで上手く舞ま衣いをなだめれば舞衣本人だけでなく真伊からも感謝され、一石二鳥だ。美唯は足どりも軽く、舞衣を追って行った。

　そして一方的に男を下げた格好となった佑ゆうはあらためて舞衣とは住む世界が違ちがってしまったことを実感する。

（これじゃあデートも満足にできないよね。やっぱり向こう七年間は女の子とつきあうなんて無理なんだ……ましてや、しいちゃんみたいなお金持ちの子じゃ）

　佑の口からはため息しか出なかった。




　その日の夜。

　一ひと風ふ呂ろ浴びた佑が脱だつ衣い所で体を拭ふいていると、遠く舞衣の大きな声が聞こえた。

（もしかして、しいちゃんが誰だれかとケンカしてるのかな？）

　思い浮かぶのは真伊か美唯のどちらかだ。しかし相手が美唯ならともかく、もしも真伊だとアパートのオーナーに逆らうことができず、一方的に怒られているだけかもしれない。

（た、大変だ。急いで服を着ないと……僕も真伊と一いつ緒しよに謝って、一刻も早く、しいちゃんをなだめなきゃ）

　慌あわてて佑は服を着終え、脱衣所を飛び出る。すると廊ろう下かの向こうから泣きそうな顔をした真伊が走って来ているところだった。

「あっ、お兄ちゃん。もう、ちょうど良かったけえ」

「ど、どうしたの、真伊。しいちゃんに怒られたの？」

　真伊が首を左右に振ふると、まるでタイミングを計ったかのように廊下の向こうから舞衣の感情的な声があがった。

「だから、わたしはここに住むのっ！」

「そんなこと、許されるはずないだろう。冷静に考えてみなさい。自分の言っていることが、正しいのか、正しくないのか、判断できるはずだ」

　続いて冷静な男性の声が聞こえると、再び舞衣の感情的な声があがった。

「考えて正しいと思うから、ここにいるんでしょっ！　お父さんは自分の考えをわたしに押しつけた上で、わたしにそう言わせたいんでしょっ！」

　佑は肩をすくめると、妹に事情を尋たずねる。

「ど、どういうこと？」

「あのね。しいちゃん、お父さんにここで暮らすうゆわずに、姉あね川かわさんちに泊とまりに行くゆうとったんだって。ほいじゃけど……」

　昨晩、舞ま衣いは美み唯いの家に泊とまりに行くと噓うそをついて家を出たらしい。

　そして今日も美唯の家に泊まると連れん絡らくをしたが、舞衣の父は「一回、家に戻もどりなさい」と許さなかったのだ。それで押し問答になり、舞衣の父が「帰って来ないなら、美唯の家に迎むかえに行く」と言いだしたのだ。

　こうなると舞衣も、このアパートにいることを白状するしかない。同時に今になって、ようやくここに引ひっ越こしたいと言いだしたのである。

　無論、友だちの家に二日連続で泊まることすら許そうとしない舞衣の父が、引っ越しを許すはずがない。

　それで今の状じよう況きようというわけだ。

　話を聞き終えた途と端たん、何となく佑ゆうも納なつ得とくしてしまった。

（そりゃ、そうだよね。何か話がうまくいきすぎると思ったんだ）

　普ふ通つう、高校生くらいの女の子が家を出るとなると、親が簡単に許すはずがない。

　それを佑は舞衣がこのアパートのオーナーだからと整合性をつけていたが、やはりおかしいものはおかしかったわけだ。

「仕方がない。しいちゃんを説得しに行こう」

「え～っ、どして？　しいちゃん、泣きようるのに」

　真ま伊いが涙なみだぐむが、佑は物悲しい笑え顔がおを浮かべる。

「だって親と一いつ緒しよに暮らせるなら、それが一番だよ」

　兄の言葉を聞いた途端、妹は言葉に詰つまってしまうが、やがて兄と同じ表情になった。

「ほうじゃね」

「行こう、真伊」

「うん」

　佑と真伊の二人はホールの向こう側がわ、騒さわがしい玄げん関かんに向かって歩きだす。

　玄関では相変わらず舞衣と舞衣の父が押し問答をくり返していた。美唯の姿もあったが、階段から二人のやりとりを見守るだけだ。

「嫌いやだっ！　絶対に帰らない」「いいから頭を冷やしなさい」「頭を冷やせも、考えろも、みんな、お父さんの結論にわたしを従わせようとするだけっ！」

　親子ゲンカの最中に割って入るのは勇気がいる。しかも男親と娘むすめの間に男子が介かい入にゆうするとなると気まずくもあるが、佑は廊下から思い切って飛び出した。

「あの、ちょっといいですか」

　舞衣と、その父。二人の視線が一いつ瞬しゆんにして佑に向かう。

　舞ま衣いの父は高校生世代の父親としてはやや老ふけていたが、凜りんとした立ち姿には気品があり、白髪しらがまじりの頭もロマンスグレーというフレーズがよく似合う。

　腹を決めた佑ゆうは舞衣の父に向かって軽く会え釈しやくする。予想通り舞衣の父は驚おどろきを隠かくせず、目を大きく見開いていた。

（やっぱり、しいちゃんのお父さんの視線が痛い）

　その視線を敢あえて気づかないふりをして佑は舞衣に話しかける。

「あのね、僕、思うんだけど、しいちゃん、家に帰った方がいいよ」

「ゆうくん、どうして？　ひどいっ！」

「だってお父さんと一いつ緒しよに暮らせるなら、その方がいいよ」

　佑の境きよう遇ぐうを知るだけに、さすがに舞衣も一いつ瞬しゆん、言葉を詰つまらせた。しかも珍めずらしく美み唯いが佑に同調する。

「そうね。確かにお父さまと一緒に暮らせるなら、その方がいいのかもしれないわね」

「だったら、ミイだって一緒でしょ？」

　目に涙なみだをにじませて舞衣が抗こう議ぎすると、達観した顔で美唯はため息をつく。

「うちの父は碌ろくでもないですけど、マイのお父さまは素す晴ばらしい方でしょ？」

「う～ぅっ」

　顔を真っ赤にした舞衣が唸うなる。その葛かつ藤とうは佑への執しゆう着ちやく心しんの強さと、父への信しん頼らいの大きさの裏返しでもあった。

　一瞬の沈ちん黙もくが生まれると、舞衣の父が佑を見据すえる。

「ところで君はゆうくんといったね？」

　そのただならぬ声こわ色いろに佑は泣きそうになった。

（ああ、もう修しゆ羅ら場ばだ）

　普ふ通つう、こうした状じよう況きようだと「娘むすめとはどういう関係かね？」と続くのがお約束だろう。佑としてはハラハラドキドキの受け答えが待っているはずだった。

　しかし佑より先に舞衣の口が開く。

「そう、お父さん。この人がゆうくんなの。相あい葉ば佑。今まで何度も話したよね？　お父さんが無実の罪を着せられていた頃ころ、いじめられていたわたしを助けてくれた男の子がいるって。誰だれも信じてくれなかったのに、お父さんの無実を信じてくれた男の子がいたって。それがゆうくんなの。この人なのっ！」

　それは舞衣なりに佑をアピールしようとしてのことだったが、舞衣の父はひどく取り乱し、額に手をあてて考えこむ。

「ちょっと待ちなさい。頭が混乱するから、その話はあとにしてくれないか……」

　そして娘を黙だまらせると、舞衣の父は佑に念を押すように尋たずねる。

「それより、君。名前はユウといったね？　ユウイチだとか、ユウタとかじゃなく、ユウだけのユウかね？」

「は、はい」

　その通りなので佑ゆうがうなずくと、舞ま衣いの父は佑の両目をのぞきこんだ。

「それで、ユウという字はどう書く？」

「えっと……人にん偏べん、カタカナのイに右です」

　人偏よりカタカナのイの方が通りがいいので佑が言い直すと、舞衣の父の顔が強こわ張ばった。

「それで君のお母さんの名前は？」

「実は、その、僕、施し設せつ育ちなんです……母さんと別れたのはもう随ずい分ぶん昔のことだから」

　子どもの頃ころは母親を単に「お母さん」としか呼ばないものだし、日本では結婚して子どもができると、夫ふう婦ふの間でも「お父さん」と「お母さん」と呼び合うことが多い。だから子どもにとって両親の名前は意外に盲もう点てんとなりやすいのだ。

　しかし真ま伊いは母の名前を覚えていた。

「お母さんの名前、マチコじゃった」

「そ、それは本当かい？　どういう字だった？　それで君はこの佑君とどういう関係かね？」

「うちは妹。お母さんの名前の漢字は知らんけえ」

　気の弱い真伊が口ごもると、舞衣の父は黙だまりこんでしまった。その姿に舞衣は不ふ審しんを抱いだく。

「お父さん、どうかしたの？」

「いや、何でもない」

　青い顔で頭を振ふると、舞衣の父は娘むすめの手をつかもうとする。

「それより、今日のところは帰るぞ。こっちに来なさい」

「嫌いやだっ！」

　父の手から逃のがれようと舞衣は後あと退ずさる。すると再び押し問答がはじまった。

「いいから、来なさい」

「嫌だ」

「お前に話したいこともあるんだ」

「じゃあ、ここで話して」

「ああ、もう……」

　舞衣の父は額に手をあてて考えこむが、やがて長く深いため息を一つ吐ついた。

「わかった……じゃあ、こうしよう。とりあえず今日のところは一いつ緒しよに家に帰ろう」

「だから嫌だって言ってるでしょっ！」

　舞衣が感情を爆ばく発はつさせるが、今まで決して怒ど鳴ならず理性的に話を進めようとしてきた舞衣の父が怒おこった。

「まずお父さんの話を最後まで聞きなさいっ！」

　よく通るバリトンヴォイスが古い家の木板の壁かべをビリビリと震ふるわせた。さすがに父の剣けん幕まくに舞ま衣いも黙だまりこむ。

　すると舞衣の父は再び理性を利きかせて語りだす。

「これから家に帰って、お父さんの話を聞きなさい。その上で、お前がここに住みたいというなら、ここに住むのを許そう」

「お父さん、本当なの？」

　娘むすめが目を輝かがやかせると、父は厳然とした態度で問い返す。

「今までお父さんが噓うそをついたことがあるかね？」

「ううん、ない」

　舞衣は首を左右に振ふると、感動して涙なみだぐむ。

「ありがとう、お父さん。わかってくれたんだ」

　娘はもう自分の思い通りになったと信じて疑わないが、父は奇き妙みような威い厳げんを保ち続けた。

「ただしお父さんの話を聞いてからだぞ」

「うん、わかってる」

　しおらしい態度で舞衣はうなだれるが、佑ゆうと視線が合うと一転して目を輝かせる。

「じゃあ、今日は帰るね。でも必ずここへ戻もどって来るから」

　それから舞衣は簡単な身み支じ度たくをして、約束通りアパートを出て行った。

　その後ろ姿を玄げん関かんから佑と真ま伊いは見送るが、やがて二人の姿が見えなくなると、妹がポツリとつぶやく。

　けれどその声はちいさすぎて佑には聞き取れなかった。

「今、何て言ったの？」

　兄から聞き返されても妹は首を振るだけだった。

「何でもないけえ」

「んじゃ、いいか」

　大して気にとめる様子もなく佑は部屋に入ろうとする。

「真伊、いつまでもそんなとこにいたら風か邪ぜを引くよ。部屋に入ろう」

「う、うん」

　しかし真伊の足は動かない。その黒目がちの瞳ひとみは志し井い親子が消えて行った扉とびらをただ見つめ続ける。

　やがて一足先に佑が管理人室に消えると、真伊の青ざめたくちびるが震ふるえながら動く。

「しいちゃんのお父さん、お兄ちゃんに似とった……何でじゃろうか」













　　　第五章　うちがお兄ちゃんの幼なじみに？







　幼い頃ころ、親に捨てられたせいか、いつしか佑ゆうにとって不幸やうまくいかないことこそが普ふ通つうになっていた。

　不幸は当たり前のようにやって来て、しあわせは当たり前のように去って行く。

　だからつつましくもしあわせに暮らしていた家賃五千円のボロアパートから、いきなり出て行けと言われれば、そんなものだと受け入れた。

　そして一つ屋根の下で女の子三人と一いつ緒しよに暮らすことになっても、甘い展開などなく、むしろリビングや洗せん濯たくなどで何かにつけ疎そ外がいされても、水道から水が出るだけで感謝した。

　そんな佑だから、舞ま衣いはもうアパートに帰って来ないだろうと考えていた。

　昨夜の去さり際ぎわ、舞衣は嬉き々きとした表情で「必ずここに戻もどって来る」とは言っていた。けれど舞衣の父の様子がどこかおかしかったし、こんな時は何かからくりがあるものだ。

　たとえば舞衣の父は娘むすめを説得する何か切り札を隠かくし持っていて、結局は舞衣も父に従ってしまうといった具合に。

　無論、そんな切り札なんてそうそうあるものではないし、もしかすると杞き憂ゆうかもしれない。

　けれど佑にはわかっていた。

　願うことはかなわないし、願わないことは現実となる。

　世の中はそういう風にできている。

　それでも佑は人生に絶望していなかったし、悲観もしていなかった。

　アメリカの作家ボブ・ゴダード曰いわく、何もかも失ったと思える時でも、未来は残っている。

　ちなみに「これだけは忘れるなよ」から続く言葉だが、佑ならこう言い換かえてもいいかもしれない。何もかも失ったと思える時でも、妹がいる。

　そう、すべては真ま伊いがいてくれるおかげだ。




　朝、佑が目覚めると、その真伊はまだ布ふ団とんの中にいた。

　普ふ段だん、真伊の方が先に起きることが多いので、真っ先に佑は自分を疑う。

（あれ、早く起きすぎたかな？）

　たまに人は午前三時や五時といった突とつ拍ぴよう子しもない時間に目が覚めて、二に度ど寝ねすると起きた時にはとんでもない時間になっていた、なんてことがあるものだ。

　だから佑も目覚まし時計を確かく認にんする。すると時刻は午前八時を指していた。

　日曜日なのでアラームこそセットしていなかったが、普段ならとっくに起きている時間だ。

（何だ真ま伊いも起きなかっただけか……まっ、昨日は大変だったからね）

　昼は庭掃そう除じや花か壇だん作りがあって身体的に疲つかれたはずだし、夜は舞ま衣いの騒そう動どうがあって精神的にも大変だったはずだ。

（起こしちゃ、可哀かわいそうかな）

　佑ゆうがなるべく静かに布ふ団とんを出ようとすると、真伊の布団から声があがる。

「お兄ちゃん、起きたん」

「う、うん」

　心なしか妹の声が弱々しい気がして佑が戸と惑まどっていると、真伊はごそごそと布団から這はい出してきた。

「おはよう、お兄ちゃん」

「おはようって、真伊……」

　いつも通りの挨あい拶さつを交かわすが、佑は妹の顔を見てギョッとする。

「どうしたんだよ、その目。真っ赤だよ。ちゃんと昨日は眠ねむったの？」

　すると赤い目をしょぼしょぼとさせて真伊は首を左右に振ふった。

「怖こわい夢を見たけえ、眠れんかった」

「えぇ……」

　これが普通の高校生なら「怖い夢を見て泣くって、小学生かよ」と笑えるのだが、生憎あいにくと佑と真伊にはトラウマものの過去がある。

「もしかして、お母さんが帰って来こない夢？」

　沈しずんだ顔で佑が切りだすと、再び真伊は首を振る。長い黒くろ髪かみが右に左にゆれ、やがて妹はポツリとつぶやいた。

「お兄ちゃんがおらんようなる夢」

　瞬しゆん間かん、佑はバカバカしくなって吹ふきだしてしまった。すると真伊は半泣きで抗こう議ぎする。

「もーっ、何で笑うんよ。うち、ほんまに怖かったのに」

「だってさあ、おかしいよ、それ」

　それから佑は起き上がると、布団をたたみながら、人と人の絆きずなについて語りだす。

「あのさ、真伊。家族の中でも夫ふう婦ふって所しよ詮せんは他人同士だから、離り婚こんしたら他人に戻もどるよね。そして親子だって、再婚したら前の結婚相手の子どもが邪じや魔まになって縁えんを切ったりもするけどさ、兄妹きようだいは違ちがうよね？　嫌いやでも相手が嫌きらいでも、兄妹はどうやっても他人になれない。兄妹は唯ゆい一いつ絶対の絆きずななんだよ」

　佑の話はちょっとだけ家族の前提がいびつかもしれない。おそらく社会全体からすれば、親子だってどうやっても他人になれない関係だと考えるだろう。けれど佑と真伊は親から捨てられていたし、そうした境きよう遇ぐうの子が集まる場所で育ってきた。

　だから真伊も兄の言葉を素す直なおに納なつ得とくしてしまう。

「ほうよね、うちら兄妹きようだいじゃもんね。お兄ちゃんがいつか誰だれかと結婚して、離はなればなれに暮らしても、うちらはずっと家族よね」

「うん、もちろん。真ま伊いに家族ができても、僕に家族ができても、いつだって僕らは家族だ」

　ひょっとすると自分は結婚もできなければ彼女すらできないかもしれないという思いが頭をかすめ、佑ゆうは少しだけ切なくなる。

　何せすべてが順調に進んだとしても、これから七年先まで彼女が作れそうにない。しかも一歩でも足を踏ふみ外せば佑は学校をやめて働かざるを得なくなってしまう。

　様々な状じよう況きようや条件からすれば自分が家族を持てる可能性は低い気がして仕方なかった。

　けれど真伊は兄以上に弱気な姿を見せる。

「うち、結婚できんかもしれん」

「真伊は可愛かわいいから大だい丈じよう夫ぶだよ」

　妹の杞き憂ゆうを一笑に付すと、佑はたたんだ布ふ団とんを持ち上げる。しかし真伊は深刻な表情で兄に頼たのみこむ。

「でも、うち、男子とうもう話せんけえ、もしかしたら一生独身かもしれん。ほうなったら、さびしいけえ、お兄ちゃんの家の近くに住んでもええ？」

「いつか僕が家を持てて、そして真伊が一人だったら、一いつ緒しよに住めばいいよ。真伊の部屋を必ず用意しとくから」

　布団を押し入れにしまいながら兄が笑うと、いつもはのんびり屋の妹が珍めずらしく早口になる。

「ほんまあっ！　うち、お兄ちゃんのお嫁よめさんと仲ようして、いっつも家の隅すみっこで、おとなしゅうしとくけえ、ほしたら、ずっと家に置いといてくれる？」

「いいよ」

　笑いながら佑は快かい諾だくする。何な故ぜなら、ずっといていい場所。そして真伊に帰る場所があると安心させてやれるマイホームを作ることこそが夢だから。

　ただし佑は親代わりも兼かねた兄として、妹に釘くぎを刺さしておくことは忘れない。

「でも真伊だって、ちゃんといい相手を見つけるよう努力するんだよ……」

　偉えらそうなことを言ったのはいいが、急に佑は不安にもなる。真伊は素す直なおすぎるので、佑の言葉を真に受けて、すぐに彼氏を探そうとするかもしれない。それはそれで抵てい抗こうがあって、もう一言だけつけ加えておく。

「まあ、今は勉強優先だけど。何せ僕らの目標は国公立の大学に入ることだからね」

「うん。うち、なるべくお兄ちゃんに迷めい惑わくをかけんように頑がん張ばるけえ」

　はにかんだ妹の顔を見ていると、何だか佑は父親になった気分になる。

（幼い頃ころに「パパのお嫁よめさんになるっ！」って言ってた女の子が結婚する時、父親が泣いちゃうって話、わかる気がするなあ）

　多分、自分も真伊の結婚式では泣くような気がして、佑は苦笑いを浮かべた。




　進路の話に触しよく発はつされたわけでもないが、朝の仕し度たくがすむと二人は勉強をはじめた。

　長期戦になるのを見越こして、畳たたみに座るより椅い子すを使った方がいいだろうと、二人はダイニングキッチンに移動する。

　そして長テーブルの上にノートとプリントを広げると二人は問題をちまちまと解いていく。

　一一時頃ごろになると、美み唯いが起きてきて勉強する二人の姿を見て「せっかく休日なのに」とつぶやきながら、どこかへ行ってしまった。

　その後、買い物に出かけ、食材を仕入れると家で簡単な昼食をとり、再び勉強する。

　そして午後三時頃に美唯が戻もどって来て「まだ勉強してたの」と驚おどろきあきれ、リビングへ移動して行った。

　やがて外が薄うす暗ぐらくなりはじめ、そろそろ部屋に電気を点つけようかという頃になって、真ま伊いの手がふと止まる。

「そいやあ、お兄ちゃん。ちょっとええ？」

「ん、何？」

「しいちゃん、もう帰って来こんのんかねえ」

　嘆たん息そくまじりに真伊が窓の外を眺ながめると、佑ゆうは内心で舞衣に帰って来て欲しいと願いつつも、極力平静を装よそおって答える。

「そりゃあ、最低でも一回はここに来るよ。だって荷物が置いたままなんだから」

「もう、ほんなんじゃのうて、ここに一いつ緒しよに住むゆう意味でよ」

「だから、それは昨日、言ったじゃないか。親と一緒に暮らせるなら、それが一番だって」

「ほじゃけど、しいちゃんのお父さん、話を聞いて、それでもここに住みたいんじゃったら、住んでもええってゆいよったじゃろ」

「まあ、そうだけどねえ……」

　佑は両手を上げてバンザイする格好で背筋をのばすと、物わかりのいい顔で妹を諭さとす。

「こんな時ってね、だいたい親から説得されちゃうもんなんだよ」

「ほうじゃろうか」

「そういうもんだよ」

　したり顔で佑がうなずくと、玄げん関かんの開く音が派手に響ひびき、続いて女の子の声が弾はずむ。

「ただいまっ！」

「あっ、しいちゃんじゃ」

　真伊が立ち上がると、佑も立ち上がり、二人そろって廊ろう下かへ向かう。リビングからは美唯が顔を出していた。

　そこに天てん真しん爛らん漫まんな笑えみを浮かべた舞ま衣いが駆かけよる。

「みんな、聞いてくれる。重大発表があるの、重大発表」

「じゅうだいはっぴょう」

　怪け訝げんそうな顔をして美み唯いが首をひねると、舞ま衣いは大きくうなずいた。

「そう、重大発表……ねえ、ミイ。大切な話があるから、特別にゆうくんをリビングに入れてあげてくれない？」

「え、ええ……いいけど」

　気け圧おされる格好で美唯がうなずくと、舞衣は三人をリビングへと押しこんで行く。

「じゃあ、みんな。リビングへ集合、入って、入って」

「あっ、ちょっと、しいちゃん。ああ、ああ、ああ……」

　腕うでを引っ張られて、背中を押され、あっと言う間に佑ゆうたち三人はソファに座らされた。並びは美唯、真ま伊い、そして佑の順だ。

　戸と惑まどいと不安の表情を浮かべる三人の正面に、不敵な顔をした舞衣が立つ。

　さながらミステリ映画の犯人当てシーンといったところだが、実際に舞衣は名めい探たん偵ていの前まえ口こう上じようのようなものを語りはじめる。

「さて、今日、みなさんにここへお集まりいただいたのには理由があります」

「重大発表をするけえ？」

　木ぼく訥とつな真伊の質問に、目を輝かがやかせた舞衣が人さし指を立てて応こたえる。

「そう、重大発表です……けれどその前に一枚の写真を見てください」

　それから舞衣はバッグから一枚の写真を取り出して、三人の真ん中に座る真伊へと差し出した。左右から佑と美唯が真伊へよりそうようにして、写真をのぞきこむ。

　瞬しゆん間かん、三人が声をあげた。

「あっ！」

　やや古ぼけた写真には学ラン姿の高校生が映っていた。その顔を見て、佑は気持ち悪さにも似た胸むな騒さわぎを覚える。

　自分の顔とうり二つだったのだ。

　しかも写真の右端はしには日付が入っているが、西せい暦れきの部分は二〇年以上も昔であることを示している。

「こっ、これは……」

　佑が喉のどから嗄かれた声を絞しぼり出すと、舞衣はこの人物の名を高らかに語る。

「この人の名は志し井い巌いわお。わたし、志井舞衣のお父さんにして、一歳年上の志井佑のお父さんでもある人。もちろん名前のユウはカタカナのイに右の佑、一文字だよ」

「しい、ゆう」

　顔を強こわ張ばらせたままつぶやく佑の姿を、真伊と美唯は黙だまって見つめる。奇き妙みような重い空気が支配する空間の中で、まるで舞衣は勝利宣言をするかのように高らかに声を弾はずませた。

「そう、わたしのお兄ちゃん」

　瞬しゆん間かん、真ま伊いの手が震ふるえて、写真が床ゆかに落ちた。

　反射的に佑ゆうは舞ま衣いの言葉を打ち消そうとするかのような大声をあげる。

「す、凄すごい偶ぐう然ぜんだね。僕、しいちゃんのお父さんと顔が凄く似てて、しいちゃんのお兄さんと同じ名前なんだっ！」

　上ずった声をあげる佑を前にして、舞衣は魔ま女じよのようにささやく。

「ねえ、ゆうくん。血のつながらない人同士の顔が凄く似てて、しかも佑っていう名前まで同じなんていう偶然があると思う？」

「で、でも他人のそら似ってあるし、佑って意外とありふれた名前だから」

　佑は必死になって抗こう弁べんするが、舞衣は文字通り一笑に付す。

「それにね、わたしのお母さんの名前、真ま知ち子こっていうんだよ。真実の真と知るの知、そして子どもの子。つまり、真実を知る子と書いてマチコと読むの。意味深な名前だよね？　ところで確か、ゆうくんのお母さんも名前がマチコだったよね？」

「でも、漢字はわからないから」

　幼なじみだったはずの少女の顔を直視できなくなり、佑はうつむいてしまう。すると舞衣は強引に佑の視界に割りこんだ。そして甘くやさしい声でささやく。

「でもね、漢字がわからないとしても、こんな偶然があるとでも思うの？　むしろ必然と考えるべきじゃないかなあ……お兄ちゃん」

　最後の一言に真伊がちいさく嗚お咽えつの息を漏もらし、佑の防衛本能に火がついた。

「でも、偶然だからっ！　たまたま似たような条件が重なっちゃったけど、僕と真伊は間ま違ちがいなく兄妹きようだいだからっ！　僕と真伊が兄妹であるっていう大前提があるのに……しいちゃんの側がわの条件が重なったからって、そんなの無茶だよ」

　全力で佑は力説するが、逆に舞衣は目を輝かがやかせる。

「そう、そこよ。そこ……わたしね、ずっと不思議に思ってたことがあるんだ」

　声に導かれるようにして佑が顔を上げると、そこには推すい理りという名のパズルゲームで決定的なワンピースをはめようとする名めい探たん偵ていの顔があった。

「まいちゃんって同じ施し設せつにいた時から、広ひろ島しま弁だったよね？　お兄ちゃん……今はまだゆうくんて呼ぼうか……ゆうくんは標準語だったのに」

　瞬間、佑の脳裏に幼い頃ころの妹との会話の断片が次々と甦よみがえる。

「お母さん、もう帰って来こんのんかね？」「大だい丈じよう夫ぶだよ、きっと帰って来るから」「僕が食べ物を探してくるから、家で待ってて」「いやあ、うちも一いつ緒しよに行くけぇ」「あれ？　何でうちの前にタンスが出とるん」「僕のせいだ。僕が悪いんだ……みんな、僕のせいだ」

　めくるめく記き憶おくと、あるべき時系列に齟そ齬ごがあるのに気づき、佑は心臓を鷲わしづかみにされたような気持ちになる。大声をあげてこの場から逃にげ出したくなる衝しよう動どうに駆かられるが、まるですべてを見抜ぬく神の目から逃のがれられない罪人のように動けなかった。

　佑ゆうの前に、笑えみを浮かべた舞ま衣いが立ちはだかっていたから。

「おかしいよね？　だってゆうくんとまいちゃんがずっと一いつ緒しよに育ってたなら、二人とも広ひろ島しま弁になるのが自然でしょ。しかも最初に引き取られた施し設せつはこっちだったのに、何な故ぜかゆうくんと広島弁を話すまいちゃんは広島の施設へ引ひっ越こした……これって何が起きたの？」

　瞬しゆん間かん、佑は目の前が真っ暗になった。

　血の気を失って気絶しそうになるような思いの最さ中なか、幻げん覚かくが見えた。着物の裾すそと足た袋び。そして幻げん聴ちようが聞こえる。真ま伊いの声で「いやあ、うち、お兄ちゃんと一緒じゃないなら……」その続きを佑は思い出そうとするが、その先はどうしても出てこない。ただ海が見えた。太陽を反射してキラキラと光る瀬せ戸と内ない海かいの穏おだやかな水面みなもが。そして走る自分と、背後から追って来る「お兄ちゃん、待って」という声。

　自分の中に開けてはいけないパンドラの箱があることに気づき、佑は恐きよう怖ふした。頭を抱かかえこみ叫さけぶような仕草をするが、声は出なかった。

　空っぽの声を絞しぼり出す佑の前で、舞衣は罪人に正義の鉄てつ槌ついを下すかのように一つの推すい理りを語りはじめる。

「色んな条件と時系列からすれば、こう考えたらどうかな？　今から十数年前、無実の罪を着せられたお父さんと幼いわたしを捨てて、お母さんはお兄ちゃんを連れて家を出て行った。その後、真伊という名の女の子がいる広ひろ島しま出身の男性と再婚。わたしのお兄ちゃんとお母さんは相あい葉ばという名字に変わり、お兄ちゃんはゆうくんになった。けれど何か事情があって、お母さんはゆうくんとまいちゃんを置いてどこかへ消えてしまう」

　舞衣の話に「何か事情」という曖あい昧まいな領域が生まれるが、佑の記き憶おくには父の存在がすっぽりと抜ぬけていた。だから、もしも広島出身の再婚相手と別れ、佑と血のつながらない娘むすめを抱かかえこみ、子育てが嫌いやになって逃にげたとすると、ピタリとはまる。

　何も言えない佑の前で、舞衣は心地ここち好よさそうに推すい理りの披ひ露ろうを続けた。

「そして二人は東京の施設に引き取られ、奇くしくもわたしと出会った。それからお父さんの無罪が明らかになり、わたしは引き取られ、ゆうくんとまいちゃんは何らかの理由で広島の施設に引き取られた……そう、まいちゃんと縁えんのある広島の施設に」

　佑は何か言おうとしたが、何を言っていいのかわからなかった。口を閉ざす兄の隣となりで、真伊がポツリとつぶやく。

「ほいじゃあ、お兄ちゃんはうちのお兄ちゃんじゃのうて、しいちゃんのお兄ちゃんなん？」

「あらゆる条件を総合的に判断すると、そういう結論に達するよね」

　声を弾はずませる舞衣の言葉を、佑は全力で否定しようとしたが声が出なかった。

　そして真伊は絶望の息をこぼす。

「ほいじゃったら、うちはどうなるん」

　すると残ざん酷こくな名めい探たん偵ていとして君臨していたはずの舞衣が脳天気な声をあげた。

「まいちゃんは、これからはゆうくんの幼なじみとして生きてくださいっ！」

「うちが、お兄ちゃんの幼なじみに？」

　真ま伊いが涙なみだながらにつぶやくと、舞ま衣いは嬉き々きとしてうなずいた。

「そう、だってゆうくんと幼い頃ころから一いつ緒しよに育ったんだから、幼なじみの資格があるよね。そしてわたしはゆうくんの実の妹。だから、これからはわたしが妹としてお兄ちゃんに面めん倒どうをみてもらうから、まいちゃんはお兄ちゃんの幼なじみとして、わたしの元お父さんに面倒をみてもらうの」

「えっ！」

「えっ？」

「えっ!?」

　美み唯いが、真伊が、そして佑ゆうが順々に素すっ頓とん狂きような声をあげると、最後に自信満々に舞衣が断言する。

「だって、そうでしょ。これからはわたしがお兄ちゃんの妹のマイになって、まいちゃんがお兄ちゃんの幼なじみのマイになるんだから、妹交代だよ」

　それは一点にとらわれすぎて全体が見えなくなってしまうという女子にありがちな発想だったが、天然は強く、貧びん乏ぼうは弱い。

　咄とつ嗟さに佑も何かおかしいと感じたが、貧しさ故ゆえの負い目から流されてしまう。

（あれっ？　もしかして僕みたいな貧乏で頼たよりない兄より、しいちゃんのお父さんみたいなお金持ちの人に面倒をみてもらった方が真伊にとってはいいのかな）

　それは心の隙すきが生んだ思考のエアポケット。

　こうなると強引な者が無敵と化す。

　舞衣は佑の腕うでにしがみつくと、高々ともう一方の手を挙げて宣言した。

「そういうわけで、今日からわたしがゆうくんの妹になります」

　それから舞衣は佑によりそうように頭をくっつける。

「よろしくね、お兄ちゃん」

「う、うん？」

　うっかり佑もうなずいてしまい、かくして妹交代が成立した。




　一階にある管理人室の真ん中で、佑は正座をしたまま目をパチパチさせる。

（な、何でこんなことになっちゃったんだろう）

　目の前にはトランクや衣い装しようケースが並び、少女マンガや学校用品が積み上げられていた。

「さてと、これで引ひっ越こし完かん了りよう」

　最後の荷物を運び終えた舞衣がホコリを払はらうように手を叩たたく。マンガやアニメでよくある作業終了といった仕草だ。

　それから舞ま衣いは猫ねこなで声で語りだす。

「ごめんね、お兄ちゃん。今日は遅おそくなっちゃって。最初は朝にでも帰って来こようと思ってたんだけど、衝しよう撃げきの発見や新事実が次々あって、元お父さんと話をしたり、写真を探したり、時間がかかっちゃったんだ」

「そ、そうなんだ」

　相づちを打ちながら、佑ゆうは舞衣の追つい及きゆうが妙みように鋭するどかった理由がわかった気がした。

（なるほど、しいちゃんのお父さんがバックにいたから、話が全体的に論理的だったんだ）

　同時に舞衣の父が娘むすめを説得するための切り札と考えていたであろうことは何だったのか、佑はわかった気がした。

（しいちゃんのお父さんは二人が血のつながった実の兄妹きようだいかもしれないって言えば、しいちゃんが思いとどまると考えたんだろうな）

　けれど生憎あいにくとそれはブレーキの役目を果たさなかった。つまり舞衣にとって、佑は最初から恋愛対象外だったわけだ。

　今となっては佑も血がつながっているなら仕方ないとあきらめることもできるが、舞衣の方は最初からその気がなかったとなると、やはり落らく胆たんしてしまう。

「ふうっ……」

　ちいさく肩かたでため息を吐つくと、ふと目の前にある少女マンガのタイトルが目に入る。

　抱だき合う男子と女子の姿、なかなか刺し激げき的な図ず柄がらの表紙には「僕の純愛を妹に捧ささぐ」なるタイトルが記されていた。

「えっ!?」

　何か見てはいけないものを見てしまったような気がして、思わず佑は目をそむける。しかし佑の視線に気づいた舞衣は恥はじらうどころか、むしろ天てん真しん爛らん漫まんに目を輝かがやかせた。

「あっ、それ。わたしの大好きなマンガなの。彼は幼なじみを愛しすぎてる、っていうスピンオフ作を合わせると累計一〇〇〇万部以上の大人気少女マンガなんだよ」

「そ、そうなんだ」

　佑としてはタイトルだけでもかなり引いていたが、舞衣は熱に浮かされたようにこのマンガがいかに素す晴ばらしいか語りはじめた。

「あのね、これ、女の子の中では絶対に泣けるマンガで有名で、アニメ化もされてるし、実写で映画にもなってるんだよ。主人公とヒロインは血のつながった実の兄妹で──」

　それから一〇分くらいに渡わたって舞衣は延々とこのマンガがいかに素晴らしいか熱弁をふるい続けた。

　もっとも舞衣の熱い思いもやや上うわ滑すべり気味で、元々興味がないジャンルの話だったこともあって佑は頭がついていかなくなってしまった。

　やがて作品への愛を存分に語りきった舞衣は熱に浮かされたまま、マンガの第一巻を佑につきつける。

「……そうだ、良かったら、お兄ちゃんもこのマンガを読んでみない？」

「えっ、僕が？」

「だってわたしたちずっと離はなればなれだったでしょ？　お互たがいをわかり合うのに、それぞれの好きなマンガや小説を読めば理解も早いと思うの」

「なるほど、じゃあ……」

　舞ま衣いの言い分にも一理あると思い佑ゆうはマンガを受け取ると、その場で読みはじめる。

（あれ？　これはなかなか……）

　最初は佑も少女マンガを読むこと自体に抵てい抗こうがあったし、主人公とヒロインが実の兄と妹という関係には拒きよ否ひ感すらあった。

　けれど実際に読んでみると、主人公とヒロインが幼い頃ころから仲のいい兄妹きようだいだったり、兄妹ながら同学年だったり、何かと共通点が多く、気づけば意外とすんなり主人公に感情移入して、作中世界へ入りこんでいた。

（何だか僕と真ま伊いに似てるなあ……まあ、マンガは兄の方が美形で成績優ゆう秀しゆうだから、僕らとはちょうど正反対だけど）

　そんなことを思いながらページを進めていくと、眠ねむっている妹を兄が襲おそいはじめた。

「ブーッ！」

　佑が盛せい大だいに吹ふいた。下手に感情移入していたものだから、自分が真伊を襲っているような感覚になってしまったのだ。動どう揺ようしてマンガを落としてしまい、舞衣の前へ読みかけのページを広げる格好となる。するとマンガの持ち主はうっとりと頰ほおを朱しゆ色いろに染めた。

「あっ、そのシーン、何回見てもドキドキしちゃうよね。眠ってて抵てい抗こうできない状じよう況きようでいきなりキスされて、パジャマのボタンとボタンの間に手を入れられて、もう気づいた時には既き成せい事実ができちゃってるの……」

　恍こう惚こつと語る舞衣の姿を見ていると、ふと連想の形で氷ひ室むろの声が再生される。数週間前、美み唯いと合わせて四人でいた時のセリフだ。

『今の世の中、少子高こう齢れい化社会だからな。一人っ子が多くて、妹という存在に夢や幻げん想そうを抱いだく奴やつが多すぎる』

　男子視点の話だったが女子視点に変えると、そのまま妹を兄に置き替かえても話は通じる。

　つまりファンタジー妹ならぬ、ファンタジーお兄ちゃん。

　瞬しゆん間かん、佑は背筋に冷たいものを感じてしまった。

（ま、まさか、しいちゃんは僕が幼なじみでも血のつながった兄でも、どっちでもいいの？）

　けれど佑にとって幼なじみと血のつながった妹では恋愛対象として、地球人とリトルグレイくらいの違ちがいがあった。動揺しつつも佑は気持ちを落ちつけようとする。

（早はや合が点てんは良くないよね。兄妹きようだいが愛し合うマンガを好きだからって、しいちゃんが現実とマンガの区別がつかないマンガ脳の人だとは限らないんだから……むしろマンガを読んでるから現実と区別がつかなくなるって考える方がマンガ脳だったりする場合もあるから）

　もっとも疑念が芽生えてしまえば佑ゆうも平静を保つのは難しい。そこで応急処置として、二人の間に距きよ離りを置こうと考えた。

「あ、あのね、しいちゃん。僕、思うんだけど……」

　しかし舞ま衣いはみなまで言わせない。

「ダメだよ、お兄ちゃん。妹交代をしたんだから、わたしのことは舞衣って呼んで。そしてまいちゃんは幼なじみになったんだから、名字のあいちゃんか、名前のまいちゃんにして」

「えぇっ、そこまでするものなの？」

「そう、そこまでするものなのっ！」

　迷いのない言葉は強い。こうなると佑も舞衣に従うしかなかった。

「わかった、じゃあそう呼ぶよ。今までのしいちゃんが舞衣で、今までの真ま伊いがまいちゃんでいい？　僕も相あい葉ばだから、あいちゃんって呼ぶのは抵てい抗こうがあるから」

「うん」

　舞衣が満面の笑えみを浮かべると、佑は話を仕切り直す。

「わ、わかったから。あのね、僕、考えたんだけどさ。無理に同じ部屋に住まなくてもいいんじゃないかな」

　即そく座ざに舞衣が目を大きく見開いた。声こわ色いろも鋭するどくなる。

「お兄ちゃん、どうしてっ!?」

「えっ、いや、だってさ、やっぱり年とし頃ごろの男子と女子が同じ部屋で一いつ緒しよに住むってまずいよ。このアパートには空いてる部屋なんていくらでもあるんだしさ」

「でも今までお兄ちゃんはまいちゃんと一つの部屋で一緒に暮らしてきたでしょ？」

「そりゃあ、そうだけど……」

　けれどそれは家賃を無料にしてもらっているのを、佑と真伊はこのアパートの管理人として住むことで整合性をつけていたからだった。

　そのことを佑は説明したかったのだが、舞衣がみなまで言わせない。

「だったら、わたしも同じように扱あつかって。そしてお兄ちゃんが今までまいちゃんにしてきたことは、すべてわたしにもしてよ……ど、どんなことをされても驚おどろかないから」

　恥はじらった仕草で舞衣がうつむくと、佑は身体からだ中から冷ひや汗あせと脂あぶら汗が一度に出た。

「むしろ僕が驚いているからっ！　しいちゃんは僕が真伊に何をしたと思ってるのっ!?」

「だから、わたしが舞衣で、まいちゃんはまいちゃんでしょ？」

「ああ、そうだったね……でもとにかく本当に僕はまいちゃんに、やましいことなんて一いつ切さいしてないからね」

「う、うん。わかってる。愛は神聖だよね。どんなことだって、いやらしくも、穢けがらわしくもない。ただ恥はずかしいと思う気持ちが恥ずかしいんだよね」

　それってどのマンガの受け売りですかと佑ゆうは叫さけびたくなったが、先に神経がやられてしまった。

「何だか、僕、胃が痛くなってきちゃったよ」

　すると赤い顔をした舞ま衣いも胸むな元もとを手で押さえる。

「うん、わたしも心臓がドキドキしちゃって胸が苦しい。そろそろお風ふ呂ろや晩ご飯のこと、決めないといけないのに」

「僕、しばらくご飯が喉のどを通らないかも」

「うん、わたしも……じゃあ、今日もお風呂が先ってことにしようね。わたし、ちょっとミイとまいちゃんに話してくるから」

　言うが早いか舞衣は管理人室を飛び出して行った。その後ろ姿に佑は安あん堵どの息をこぼす。

「ふ～っ……参ったな。しいちゃんって思いこみが激しすぎるよ。それに冷静に考えたら、まだ僕としいちゃんが本当の兄妹きようだいだって確定したわけじゃないような」

　ただし舞衣が証しよう拠ことして持って来た写真を見れば、舞衣の父が他人に見えないのも確かだった。佑はテーブルの上に置かれた写真を手に取って眺ながめる。

（昨日、見た時は何とも思わなかったけど、こうやって若い頃ころと比べると、確かに僕としいちゃんのお父さんってそっくりなんだよね……僕も年を取ったら、あんな顔になるのかな）

　舞衣の父は波は瀾らん万ばん丈じようの人生を送っていることもあって、年ねん齢れいより老ふけて見えた。だから昨日の時点では佑も気づかなかったのだが、同じ頃の年齢で比べるとうり二つだ。

　しかも今まで何の疑いもなく信じていたものが、ゆらいでしまったことが佑には重い。

（どうして真ま伊いとの思い出に変なノイズや矛む盾じゆんがあるんだろう）

　それがはっきりしないせいで生なま殺ごろしみたいな気持ちになる。

「ああ、もう、僕、どうしたらいいんだ」

　頭を抱かかえこむが、神様は佑に考える時間など与あたえてくれなかった。

「ただいま、お兄ちゃん」

　五分もしない内に舞衣が戻もどって来て、再びファンタジーなことを口走る。

「あのね、お兄ちゃん。今、まいちゃんの部屋に行って気づいたんだけど……お、お兄ちゃんはパジャマとジャージ、どっちが好きなの？」

「えっ、何それ？」

　佑が怪け訝げんそうな目をすると、恥ずかしそうに舞衣は目を逸そらした。

「だ、だって男の子って、私服より制服とか体操服とか水着の方が好きなんでしょ？　だからまいちゃんにも部屋着や寝ね間ま着きとしてジャージを着させてたんじゃないの？」

「あ、あれは僕の趣しゆ味みじゃないから。僕、妹にコスプレなんて強要しないから」

　真伊が部屋着や寝間着としてジャージや体操服を使うのは着き心地ごこちが楽なのもあるが、その最大の理由は貧びん乏ぼうで服が買えないからだった。

　けれど舞ま衣いは納なつ得とくしない。胸に手をあてると少しだけ泣きそうな顔で、佑ゆうへ訴うつたえる。

「どうしてお兄ちゃんは本当のことを教えてくれないの!?　わたしも、まいちゃんと同じように扱あつかってよ」

「そりゃ、同じでいいなら、そうするよ。同じならねっ！」

　佑が全力で同意すると、舞衣はしおらしくうなずいた。

「うん、わかった。じゃあ、わたしも体操服に着き替がえるね」

　言うが早いか、舞衣はスーツケースや衣い装しようケースを物色しはじめる。そのはじめに結論ありきの行動に佑は悲鳴をあげた。

「ちょっと、待ってよ。今、僕たち、日本語で会話してる？」

　しかし舞衣は佑の話に聞く耳持たないまま、ついにお目当ての服を発見してしまった。

「あった、これだ」

　舞衣が両手で高々と掲かかげる半はん袖そでのシャツを見て、佑は嘆なげき声ごえをあげる。

「お願いだから、しいちゃん、落ちついて。僕ら兄妹きようだいとしてかなり間ま違ちがった方向に向かって、ひた走ってるから」

「だから、わたしは舞衣って呼んで」

「うん、わかったよ。ごめん、舞衣。でも本当に今、兄妹としてヤバイよ？」

　それは物心ついた時から、ずっと兄として生きてきた佑の率そつ直ちよくな見解だったが、恋に恋して、愛を夢見て、兄へ幻げん想そうを抱いだいたまま一人っ子同然に育った少女には通じなかった。

「うん、覚かく悟ごはできてる。まいちゃんもしてきたことだから、わたしも逃げない」

　体操服を抱かかえたまま舞衣がすくっと立ち上がると、佑はその場に崩くずれ落ちた。

「だから、何でそうなっちゃうんだよ」

　しかし佑の嘆きには耳を貸さず、舞衣はキョロキョロと部屋を見渡わたして狼ろう狽ばいする。

「ね、ねえ、お兄ちゃん。今まで着替えはどうしてたの？」

「お風ふ呂ろに入る時に脱ぬいで、出た後に新しい服を着るんだよ……それがどうかしたの？」

　何の不思議も不都合もないとばかりに答えるが、いつだって女の勘かんは鋭するどい。

「でも朝、学校に行く時、二人とも制服に着替えるよね？　それから家に帰っても制服から部屋着に着替えたりもするし、お風呂に関係なく着替えることはいっぱいあるでしょ？」

「うん。そういう時はお互たがい後ろを向き合って着替えるんだよ」

　佑が正直に答えると、舞衣は驚おどろきの声をあげる。

「ええっ！　お互い後ろを向くだけなの!?」

　その通りなので佑は素す直なおにうなずく。やましいことなど何もない。

　けれど舞衣は口元に手をあてると、視線を斜ななめ下へ向けた。その顔は真っ赤で、目もかすかにうるんでいる。もしも少女マンガの一コマなら、背景にはドキドキなんて文字が書きこまれているだろう。

「それだと、お兄ちゃんは着き替がえ中の妹を好きなだけ見ることができるってことだよね？　妹はお兄ちゃんから振ふり向くなって命令されたら、絶対に振り向くことは許されないんだから」

「ゲフッ、ゲフッ、ゲフッ」

　驚おどろいた拍ひよう子しに喉のどが詰つまって佑ゆうが涙なみだ目めでむせぶと、抱だきかかえた体操服に舞ま衣いは赤い顔をうずめる。

「じゃあ、お兄ちゃん。一いつ緒しよに着替えてくれる？」

「ええっ、それって今から？」

　体操服で顔を隠かくしたまま舞衣は黙だまってコクリとうなずく。その耳は赤く熟うれた果実のようだった。言ってることもあやしいが、雰ふん囲い気きもあやしい。

「ちょっと待ってよ。今、無理に着替える必然性ってないよね？」

「だって、まいちゃんとはそうしてきたんでしょ!?　わたしも同じように扱あつかってくれるって言ったじゃない」

「だから同じならいくらでもそうするよ。でも僕と真ま伊い……ちゃんは必要もないのに服を脱ぬいだり、着たりしてないんだよ。今、この状じよう況きようでお互たがい服を着替えたら不自然だよね」

　むしろ佑の感覚からすればアブノーマルですらある。世間一いつ般ぱんの目からしても、そう映るだろう。けれど舞衣は目に涙をにじませて抗こう議ぎする。

「状況がどうだったとか、関係ないじゃない。やったことがすべてしょ？　まいちゃんにはしたくせに、わたしにはしてくれないなんて、ひどいよ」

「ちょっと待ってよっ！　しいちゃん。じゃなかった、舞衣。それじゃあ、僕が別の意味でひどい人みたいに聞こえるから」

「もう、いいよ。それなら、わたし、一人で脱ぐから」

　ブラウスのボタンに指をかけたまま、舞衣は大おお粒つぶの涙をこぼす。瞬しゆん間かん、佑の頭は沸ふつ騰とうした。

「だから、待って、待ってよっ！　わかったから、僕も着替えるから、泣きながら服を脱ぐのだけはやめてっ！　この先、僕が僕として生きていけなくなるような気がするから」

「ありがとう、お兄ちゃん。わかってくれたんだ」

　舞衣が目を輝かがやかせると、佑は一つだけ譲じよう歩ほを頼たのむ。

「その代わり体操服じゃなくてパジャマにしてくれる？　ご飯やお風ふ呂ろの時に体操服姿でアパートの中を歩かれたら、僕、形のないものを失う気がするんだ」

「うん。お兄ちゃんの外での信用を守ることも妹の役目だよね……それにまいちゃんだって今まで何も言わなかったんだから」

「僕、妹を泣なき寝ね入いりさせるようなことなんてしてないからっ！」

「うん、わたしもお兄ちゃんを信じてる……泣くような思いだけじゃなく、報むくわれる思いもきっとあるって」

　思い詰つめた表情で舞ま衣いがうなずくと、佑ゆうの心にあきらめにも似た感情が生まれる。

（しいちゃん、思いこんだら聞く耳持たなくなるんだから……今の状じよう況きようを他人に知られたら、僕、社会的な意味で死んじゃうよ）

　もっとも目の前で泣きながら服を脱ぬがれるのはもっとまずい。仕方がないので佑もスエットスーツを用意した。そこに背後から舞衣の声。

「お、お兄ちゃん。準備はいい？」

「う、うん」

　舞衣の声は上ずっていて、しかもかすかに震ふるえていた。おかげで佑まで緊きん張ちようしてしまう。

（な、何だか急に恥はずかしくなってきちゃった）

　手早く終わらせてしまおうと佑は上着を脱ぐ。すると背後で舞衣が声を震わせる。

「お、お兄ちゃん、脱ぐね」

　その一言で、頭に血が上ってしまい佑も声を震わせる。

「う、うん」

「一番上のボタンを外したよ……今から二つ目のボタン。ごめんね、お兄ちゃん。わたし、ボタン外すの、あまり早くないから。あっ、今、二つ目が外れたよ」

　舞衣に背中を向けたまま佑は顔を真っ赤にして訴うつたえる。

「ちょっと待って。着き替がえを生なま中ちゆう継けいしないでいいから」

「うん、でも、わたし、遅おそいから、お兄ちゃんをイライラさせちゃいけないから」

　むしろ佑としてはムラムラするからやめてくださいと土下座して頼たのみたかったが、それは兄として言えなかった。

「あのね、僕、着替えが終わるまでいくらでもおとなしくしているから」

「うん、じゃあ、わたしももう少し早くボタンを外せるよう頑がん張ばるね。あっ、三つ目が外れたよ。今から四つ目。下の方のボタンは外しやすいから、お兄ちゃん、待ってて」

「もう一度だけ訊きくけど、僕たち、今、日本語で会話してる？　僕、広ひろ島しまで育ったせいか、日本語に対する自信が激しくゆらいでいるんだけど」

　佑の口調が少しだけ強めになると、背後からの声が急におどおどしはじめる。

「ご、ごめんね。お兄ちゃん、怒おこらせちゃって……わたしが早く脱がないからだよね」

「いや、そんな形で謝られたら、僕の立場、もの凄すごくまずいものになるから」

　佑が力説したところで、舞衣は声を一段と震わせた。

「お、お兄ちゃん、ボタン、全部、外したよ……こ、これからブラウスを脱ぐね」

　何か急に熱いものがこみ上げてきて佑がゴクリと喉のどを鳴らすと、後ろからかすかに衣きぬずれの音がした。

「今、右手を袖そでから抜ぬいたよ……こ、今度は左手の袖」

　それから舞衣は消え入りそうな声でつぶやいた。

「恥はずかしい」

　そしてパサッと布が畳たたみに落ちる音。

「お、お兄ちゃん」

「は、はい」

　思わず佑ゆうが背筋をのばして答えると、舞ま衣いは声を震ふるわせる。

「こっちを見てないんだよね？」

「もちろんだよっ！　そこは全面的に信じて」

「う、うん。じゃあ、お兄ちゃんを信じてスカートも脱ぬぐね……あれっ、でもなかなかホックが外れない。あれ、あれ」

　何だか佑は焦じらされているような気分になるが、舞衣に気を取られて自分の着き替がえがまったく進んでいないことに気づく。

（こっちも早く着替えないと）

　そして佑が上着を脱いだあたりで、再びパサッと布が落ちる音がした。

「お兄ちゃん……スカートも脱いだよ」

「う、うん」

　佑は自分の着替えに専念しようとするが、舞衣は佑の集中力を削そぐようなことばかり言う。

「恥ずかしい……下着姿のままなのに、振ふり返ることは許されないんだよね。仮に、もし、もしもだよ？　お兄ちゃんがわたしを見てても、わたしは何もわからないんだよね」
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「ぼ、僕、裏切ったり、ズルしたりするようなことしないからっ！」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。わたし、振ふり返らないから。それにまいちゃんだって毎日のようにこうしてたんだよね……わたしが妹に代わったからって、お兄ちゃんをガッカリさせたくない」

　佑ゆうは耳まで真っ赤になった。

　何せほんの一時間くらい前までは幼なじみで初恋の相手だったのだ。本来なら、異性として意識しない方が難しい。

　ここまで言われると、さすがに振り返りたい衝しよう動どうに駆かられるが、振り返れば真ま伊いと積み上げてきたものまでが壊こわれてしまうような気がして何とか踏ふみとどまる。

（僕はお兄ちゃんであり続けるぞ）

　そんな決意を固めていると、舞ま衣いが弱々しく尋たずねる。

「あのね、お兄ちゃん。そろそろ服を着ていい？　それともまだダメなの？」

「もちろん、服を着ていいに決まってるよ。僕のために着き替がえを途と中ちゆうでやめる必要性なんてまったくないから」

　そろそろ佑も理性がすり切れてきたが、それでも長年培つちかわれてきた兄としての意識は強い。断固として前を向き続ける。

　やがて長い試練の時が終わり、ようやくお互たがいの着替えが終わった。

「お兄ちゃん、もう振り返ってもいいの？」

　舞衣に尋ねられたので、逆に佑の方も確かく認にんする。

「うん。舞衣も着替えは終わったの？」

「うん」

「それじゃあ、振り返ろうか」

　スエットスーツの上下を着た佑がうつむき加減で振り返ると、桜色の爪つめも可愛かわいらしい舞衣の足先が見えた。

　白雪のような肌はだが上へ向かってのび、すねとすね、そして太ももと太ももが、美しいシンメトリーを描えがき、ようやくパジャマの生き地じがあらわれた頃ころには白い逆三角形の生地も見えた。

　その白い色に佑は既き視し感を覚える。

（あれっ？　どこかで見たことがあるような……確か入学式の日に）

　この段になって、ようやく佑はパジャマの上着の下から生なま足あしが直接出ていたことに気づく。

「うわっ！　ちょっと、しいちゃん、じゃなかった、舞衣」

　慌あわてて佑が振り返ると、舞衣は悪びれずに舌を出す。

「あっ、いけない。パジャマのズボンをはくのを忘れちゃってた。今からはくね……えっと、最初に右足を入れて……」

　再び着替えの生なま中ちゆう継けいをはじめた舞衣に佑は怖おそれおののく。

（や、やっぱり、しいちゃんにとっては僕が幼なじみでも血のつながった兄妹きようだいでもどっちでもいいわけ？）

　佑ゆうの脳裏に「マンガ脳の恐きよう怖ふ」なる語句が踊おどっていると、背中にやわらかく温かいものが押しつけられた。その感かん触しよくに佑がゾクリと身を震ふるわせると、甘い香かおりと共に耳元へ温かい息がかかる。

「お兄ちゃん、そろそろお風ふ呂ろがわいた頃ころだと思うから、見に行くね」

　それから舞ま衣いは茶目っ気たっぷりに舌を出すと、佑から離はなれて部屋を出て行った。

　部屋に一人残された佑は、あわてて読みかけていたマンガを手にする。

　初しよっ端ぱなの展開から驚おどろいて読むのをやめてしまったが、こうなったら舞衣の嗜し好こうと思考を知るためにも、とりあえず一巻だけでも読んだ方がいいと考えたのだ。

　しかし一巻の半ばまでいかないうちにずっこけた。

「ちょっと待って、これ、ヤバイよっ！」

　作中で場面が変わり、両親の目を盗ぬすむようにお風呂場で兄が妹を襲おそいはじめたのだ。ちなみに手を先に出すのは決まって兄の方からだが、それを妹は最初は嫌いやがりながらも、段々喜びの気持ちが心に芽生えるといった展開だった。

（今の状じよう況きよう、クリティカルすぎるよ。これからお風呂なのに、どうするの？　っていうか、これって本当に少女マンガだよね？）

　思わず佑はコミックの表紙を確かく認にんすると、そこには小高女コミックとあった。小学生の高学年から高校生くらいをメインの読者層とするレーベルだ。

（少女マンガってこんなに過激だったなんて……僕、少女マンガってストーリーの最後あたりにキスして終わりぐらいだと思ってたよ。小高女コミックってことは、小学生も読むはずだけど、いいのかな）

　じっくり読むと心臓に悪いので佑は読みかけだった先をパラパラと流し読みするが、他ほかにも様々なシチュエーションで過激な性描びよう写しやがくりひろげられる。

（もしかして、しいちゃんが制服や体操服がどうのって言ってたのはマンガのせい？）

　呆ぼう然ぜんと佑はその場に正座する。もしもマンガの一コマなら、ベタで塗ぬられた背景に白しろ抜ぬきの線だけで描えがかれていることだろう。実際、佑の頭の中は燃えつきたように真っ白だ。

　そこに舞衣が声を弾はずませて戻もどって来た。

「お待たせ、お兄ちゃん」

　ギョッとして佑は飛び上がるが、舞衣の方には屈くつ託たくがない。

「お風呂、わいてたよ。お兄ちゃん、先に入って」

「えっ、僕は最後じゃないの？」

「うん、お兄ちゃんが一番だよ」

　声を弾ませる舞衣の姿が正視できず、佑はコソコソと着き替がえを用意すると、身を屈かがめて逃にげるように部屋を出る。

「それじゃあ、お風ふ呂ろに行ってくるね」

「うん、いってらっしゃい」

　思わず佑ゆうは後ろを振ふり返ると、そこには畳たたみの上に女の子座りをする舞ま衣いの姿があった。てっきり一いつ緒しよにお風呂へ入ろうとすると思っていた佑にとって、拍ひよう子し抜ぬけもいいとこだった。

（あれ？　もしかして、僕、自意識過か剰じようになってたのかな）

　ほっとしたような、ガッカリしたような、複雑な感情を抱いだきつつ佑は苦笑いを浮かべる。

「う、うん。それじゃあ」

　佑は廊ろう下かを一人で歩きながら、恥はじらう。

（僕、勝手にしいちゃんをマンガと現実の区別がつかないマンガ脳の人だと思ってたけど……よく考えたら、僕の方こそマンガと現実の区別がついてなかったよね。マンガはマンガ、現実は現実だったんだ）

　それを佑はマンガの主人公に感情移入して、真ま伊いにキスしたり、真伊の胸をさわったりしているような感覚に陥おちいってしまった。

（僕こそ、マンガ脳だったのかも）

　やがて脱だつ衣い所に着いた佑は服を脱ぬぐと、お風呂場へ入った。

　元が学生用の寮りようだけに大きな浴よく槽そうとちいさな浴槽の二つある。

　ちいさな方は夏休みや冬休みなどで、寮生がいなくなる時期に管理人が使うためのものだったのだろうが、今は「男子用」と書かれたプレートがあった。オンボロ洗せん濯たく機に書かれた字と同じで、誰だれが書いたものかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　そしてお湯があるのはこのちいさな浴槽だけだった。大きな浴槽の方はまだお湯になっていない。

　佑としては何となく状じよう況きように納なつ得とくできるものがあった。

　このアパートのオーナーである舞衣の兄として、一番風呂を与あたえられたが、お風呂の改装費は基本的に美み唯いが出したものなので、やっぱり佑はこのちいさな男子用の浴槽なわけだ。

　大きな湯船にゆったりと浸つかりたい気持ちがなかったと言えば噓うそになる。つまり勝手に期待していたわけだ。それは舞衣の件にも通じるものがあるのかもしれない。

（もしかしたら、僕が変な期待をしてただけかも……しいちゃんが実の兄妹きようだいが愛し合うマンガが好きだから、マンガと同じように僕と愛し合いたいって思ってるんだって）

　頭を洗いながら、佑は自分の考えを深めていく。

（きっとしいちゃんは兄妹の距きよ離り感とか、兄と妹がどんなものかわからなかっただけなんだ）

　頭を洗い終えた佑は続いて身体からだを洗いはじめる。

（僕と真伊は幼い頃ころからじっくり時間をかけて兄妹の距離感を築いたけど、一人っ子で育ったしいちゃんはそれがわからないんだろうな）

　お湯で身体からだを流すと、佑ゆうはちいさな湯船に浸つかる。

（思えば僕と真ま伊いだって、今じゃ一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入るなんて絶対にしないけど、施し設せつに引き取られる前は一緒にお風呂に入ってた記き憶おくもかすかにあるし、他ほかの兄妹きようだいだってきっと似たようなもんだよね。ちいさな頃ころは一緒にお風呂に入るけど、大きくなるにつれ、別々になるんだ……すごく近いところから、段々離はなれていく。それが兄妹なんだ）

　自分のセリフながら最後の一言が胸につき刺ささり、佑は感傷的な気持ちになった。目を閉じて、深々とお湯に浸かる。湯面は鼻と口の間、それから耳たぶのあたりを結ぶライン、鼻で息ができる形でギリギリまで身を沈しずめた。

（あとでしいちゃんとゆっくり話し合おう……兄妹の距きよ離り感とか、あり方みたいなのを）

　佑がちいさく口で息を吐はくと、ぷくぷくと湯船に泡あわが生まれる。

　そして佑が次の息を鼻から吸った瞬しゆん間かん、曇くもりガラスの引き戸が開いた。

「お待たせぇ、お兄ちゃん」

「ブフーッ！」

　驚おどろいた佑が吹ふくと、湯も盛大に吹き上がる。

　そして逆流。

「ゲフッ、ゲフッ、ゲフッ」

　お湯を飲んで喉のどを詰つまらせ佑は死にそうになる。そしてタオルで前を隠かくしただけの舞ま衣いは消え入りそうな声でつぶやく。

「恥はずかしくて死んじゃいそう」

　おかげで佑は物理的に窒ちつ息そく死か溺でき死ししそうだった。

「カハッ、カハッ、しい、カハッ、ちゃあ、ん……ちょっと、待って、何でここに」

「うん、兄妹だから一緒にお風呂へ入ろうと思って。お兄ちゃんだって今までまいちゃんと一緒にお風呂に入ったことはあるよね？」

「そうなんだよ。ちょうど、僕、兄妹の距離感とか、あり方みたいなのを話し合いたいって思ってたんだ……あのね、すごく近いところから、段々離れていく。それが兄妹なんだよ。つまりさ、ちいさい頃は一緒にお風呂に入ったりもするけど……」

　しかし舞衣はみなまで言わせない。

「それはちいさな頃から一緒に育ってきた兄妹の話でしょ？　わたしたちは離ればなれだったんだから、その空白を一つずつ埋うめていかないと」

　そして舞衣は佑に背中を向けてお風呂用の椅い子すに座ると、身体にお湯をかけはじめた。

　真っ白な肌はだに目が釘くぎづけとなり、佑は頭の中が真っ白になる。

　女の子特有のなで肩かた、つやつやの肌、そして腰こしのくびれ。

　着替えの時、絶対に振ふり返るまいと頑がん張ばった件は何の意味があったのか。

　佑は茫ぼう然ぜん自じ失しつとなるが、それは悪戯いたずらに時間を浪ろう費ひしただけだった。

「お待たせ、お兄ちゃん」

　タオルで前を隠かくしつつ舞ま衣いが近よって来る。

　咄とつ嗟さに佑ゆうはこの場を脱だつ出しゆつしようと考えて腰こしを浮かせるが、すぐに座りこんでしまう。一人で風ふ呂ろに入ることが前提だったので、タオルがなかったのだ。

（何か隠すもの、何か）

　あわてて佑は周囲を見渡わたすと、垢あかすり用のナイロンタオルがあったが、手をのばして届くような距きよ離りではなかった。

「あの、お願いがあるんだけど、そのナイロンタオルを取ってくれない？」

「ダメでしょ、お兄ちゃん。そんなものをお風呂に入れたら」

　それから舞衣は有う無むを言わさぬとばかりに右足を湯船に入れると、笑え顔がおで佑にお願いする。

「お兄ちゃん、ちょっとそっちによってくれる？」

「ええっ、ちょっと待って。こんな狭せまいところに二人で入るの？　無理だよ、無理」

「大だい丈じよう夫ぶ。わたし、小こ柄がらだから」

　問答無用とばかりに左足も入れると、舞衣はそのまま強引に割りこんだ。

「えっ？」

　佑の肩かたに舞衣のお尻しりがあたったと思ったら、そのままつるんと肌はだがすべるようにして舞衣の身体からだが沈しずむ。

「ほら、入ったでしょ？」

　肌と肌が触ふれ合い、甘い声が耳に響ひびく。舞衣が入ったことにより、浴よく槽そうからお湯があふれ出る。心しん拍ぱく数すうははね上がり、心地ここち好よいのか苦しいのか、佑はわけがわからなくなっていく。

「あのね、お兄ちゃん。わたしね、幼い頃ころ、まいちゃんがうらやましかった」

　甘い声は近く、気は遠く、佑は頭がフラフラしてきたが、それでも何とか舞衣との会話で意識をこの世につなぎとめる。

「ど、どうして？」

「だって、まいちゃんにはお兄ちゃんがいたから」

「あの頃の僕、しいちゃん……じゃなかった舞衣のためにも頑がん張ばってた気がするけどな」

　むしろ佑としては舞衣がいじめられっ子だったこともあって、真伊のため以上に色々と世話を焼いたり、いじめっ子と戦っていたりしていたはずだった。それは素す直なおに舞衣も認める。

「うん、お兄ちゃんはわたしを助けてくれたよね。いじめられたら、わたしのために戦ってくれて、さびしくて泣いたらなぐさめてくれて……でもお兄ちゃんはまいちゃんのものだった」

「そ、そっかな……よくわかんないけど」

「うん、だってお兄ちゃんとまいちゃんには兄と妹っていう絆きずながちゃんとあったけど、わたしには何もなかった……そうでしょ？」

　さびしそうに同意を求められ、思わず佑は反論してしまう。

「だけど僕たち幼なじみだし、それに……」

　けれどそれも尻しり切きれトンボに終わってしまう。佑ゆうと舞ま衣いには特別な絆きずながあったはずだが、口にできなかったのだ。入学式の時にとぼけてしまったがために。

（ど、どうしよう……あの時は言えなかったけど、しいちゃんと兄妹きようだいだったんなら……）

　迷いの中で佑が言葉に窮きゆうすと、舞衣はさびしく笑う。

「幼なじみっていっても、それは今の話であって、昔は施し設せつや学校のみんな、誰だれもが普ふ通つうの友だちだったでしょ？　お兄ちゃんもわたしも、友だちの一人だった……むしろ施設にいた頃ころは新しいお友だち」

「う、うん」

　幼い頃の約束への負い目から佑がうなずくと、舞衣は努つとめて明るい声をあげる。

「でもわたしを助けてくれたゆうくんが、今、こうしてお兄ちゃんだったってわかるなんて、運命を感じちゃうな」

　それから舞衣は佑に頭を預けた。身体からだの密着面積が増えただけでなく、圧あつ迫ぱく度も増える。

（ヤ、ヤバイよ、しいちゃん……何か裸はだかで抱だき合ってるみたいな錯さつ覚かくがする）

　焦あせった佑が激しく狼ろう狽ばいするが、抱き合っているのは錯覚でも、互たがいに裸なのは錯覚でも何でもなかった。ただの事実だ。

　心しん拍ぱく数すうが更さらなる上じよう昇しようを続ける中、舞衣が告白する。
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「お兄ちゃん、ずっと好きだった」

「ぼ、僕も……」

　好きだったと告げようとして、寸前で佑ゆうは言葉を吞のみこんだ。

（な、流れとして、ヤバイ……兄妹きようだいとして、絶対、まずい。この状じよう況きよう、幼なじみとしてなら天国だけど、兄妹としては地じ獄ごくだ）

　まるで佑の動どう揺ようを見透すかしたようにクスリと笑うと、舞ま衣いはひときわ甘くささやいた。

「おにぃちゃん」

「ナ、ナンデゴザイマショー」

　裏返った佑の声は風ふ呂ろ場全体に甲かん高だかく響ひびき、舞衣の声は甘くやさしく耳元に響く。

「わたしのこと、好きにしていいんだよ？」

「うぐっ」

　思わず息が止まり、体温は上じよう昇しようし、佑の顔は真っ赤を通り越こして真しん紅くと化す。

「昔、いじめっ子をやっつけてくれたみたいに、神様も裁判官も何もかもやっつけて……」

　昔に戦った相手はともかく、今から戦えとけしかけられている相手が正義側がわの一いつ択たくなのがどうかと佑も感じたが、思考能力の低下と共にそれでもいいのかと思いはじめてしまう。そんな中、舞衣の甘い言葉は続く。

「……好きなようにしていいんだよ、お兄ちゃん。だってわたしは妹なんだから」

　その最後の一言が決定的だった。

　ほぼ灰に帰した理性と思考能力から、フェニックスのように一つの魂たましいが甦よみがえる。

　それはお兄ちゃんスピリッツ。

（妹なんだから手を出すなんて、ダメ。絶対）

　舞衣にとって「妹なんだから」の一言はファンタジーの世界に育はぐくまれた禁断の果実だったかもしれないが、佑には薬物乱用防止キャンペーンのキャッチフレーズに等しかったのだ。

　何よりお兄ちゃんと妹の組み合わせだと、やはり真ま伊いの顔を思い浮かべてしまう。

　貧しくて苦しい日々を支え合って生きてきただけに、真伊との間に培つちかってきた兄としての規律、そして意識は通常のお兄ちゃんの三倍くらい堅けん固ごだ。

　真紅の顔のまま佑は毅き然ぜんと立ち上がる、くらいの気持ちにはなったが、生憎あいにくと素すっ裸ぱだかで立ち上がるわけにはいかなかった。

（タオル、タオル、もしくは何か隠かくすものが）

　キョロキョロと周囲を見渡わたして、佑は舞衣のタオルに気づく。

「あ、あのね。ちょっと恥はずかしいかもしれないけど、そのタオルを僕に貸してくれない？」

「お、お兄ちゃんなら、わたし、前から見られても恥ずかしくないよ」

　消え入りそうな声で舞衣がタオルから手を離はなすと、佑はそれを遠えん慮りよなく奪うばう。タオルをたぐりよせると、白い肌はだの谷間が見えた。

　けれどそれも一いつ瞬しゆん。

　佑ゆうはタオルを素す早ばやく腰こしに巻くと、あとは一いち目もく散さんに逃にげ出した。

「それじゃあ、僕、お先に」

「もうっ、お兄ちゃんの意い気く地じなしっ！」

　抗こう議ぎの声を背に受けるが、佑としてはこんな場面で勇気を出すわけにはいかない。急いで服を着ると、廊ろう下かを駆かけ抜ぬけ、管理人室へ飛びこんだ。

「ええっと……ジュースを買いに行ってきます。探さないでください。佑」

　まるで家出の書き置きみたいなメモを残すと、そのまま佑はアパートから逃げ出した。













　　　第六章　お兄ちゃん……







　夜道を走っていた佑は後ろを振ふり返る。そして舞ま衣いが追って来ていないのを確かく認にんすると、ようやく心を落ちつけた。

（まいったよ、本当にもう）

　ちょうど近所の公園にさしかかったところだったので、水分を補給することにする。

　水飲み場に向かうと、四角柱のてっぺんにある水道のハンドルをひねった。水飲み場独特の球体状の金具の先から水が噴ふん水すいのように上がると、その上に覆おおいかぶさるように水を飲む。

　喉のどが何度もゴクリゴクリと音を立て、佑は息の続く限り冷たい水を取りこみ続けると、最後に大きく身体からだを反そらした。

「ぷはーっ、美お味いしい」

　一応、書き置きにはジュースを買うと書いたものの、佑の生活レベルからすればお風ふ呂ろ上がりのジュースなんて贅ぜい沢たく品だった。

　それでも風呂上がりの一いつ杯ぱいは公園の水だって美味しい。

　物足りないこともあって、再び佑ゆうは水を飲みはじめる。やがてお腹なかいっぱいになると、近くのベンチへ腰こしを下ろす。

　まだ夜風は冷たいが、ヒートアップしていた頭や身体からだには心地ここち好よかった。半分、夢見心地で水飲み場を眺ながめる。

（懐なつかしいなあ……昔、真ま伊いとよく水を飲んでたのと同じ形のだ）

　コンクリートの四角柱には横面にも普ふ通つうの蛇じや口ぐちがあり、その反対側がわにはコンクリート製の踏ふみ台だいもあった。

　踏み台に乗って、真伊と代わる代わる水を飲んだことを佑は思いだす。

（僕、いつの間にか大きくなってたんだ）

　昔は背が届かなかったのに、今は身を屈かがめなければ逆に低すぎて水を飲めない。きっと誰だれもが当たり前に思い、そして気にもとめない程度のことだろう。

　けれどそれが佑には不思議に思え、そして感傷的な気分にさせるのだ。

　そのセンチメンタリズムは自然とずっと苦労を共にしてきた少女の顔と結びつく。

（そういえば真伊は今ごろどうしてるんだろ……急に一人部屋に移ってさびしがって泣いてないかな）

　けれど佑はすぐに虚むなしくなった。

（僕が真伊を心配してる場合じゃないか。だって僕みたいな貧びん乏ぼうな高校生に面めん倒どうをみてもらうより、ちゃんとした大人に養ってもらった方が真伊もしあわせに決まってるよね。しいちゃんのお父さんはお金持ちなんだし）

　無力感に打ちひしがれるが、ふと佑は自分の思いが矛む盾じゆんを内包しているのに気づく。

「あれっ？」

　そして一いつ瞬しゆんにして青ざめた。

（ちょっと待ってよ。僕、しいちゃんから言われるままに、つい流されちゃったけど、仮に僕としいちゃんが兄妹きようだいだったとしても、しいちゃんのお父さんが僕のお父さんにもなるだけで、真伊としいちゃんのお父さんは赤の他人じゃないか）

　ベンチから立ち上がると、佑は大あわてで走りだす。

「た、大変だ。早く戻もどって、真伊と話をしなきゃ」

　近場だったこともあって、アパートにはすぐに帰ることはできたが、一つ問題があった。

（しいちゃんをどうしよう……）

　舞ま衣いを交えると、話が滅め茶ちや苦く茶ちやになるのは目に見えているし、そうでなくともデリケートな問題なので、佑としては真伊と二人だけで話したかった。

　外からアパートの二階を見ると、真伊の部屋は電気が消えている。

（お風ふ呂ろかな）

　そして美み唯いの部屋と一階の管理人室には明かりがともっていた。書き置きを残して部屋を出た時、佑ゆうは電気を消していたので、少なくとも舞ま衣いは部屋に戻もどっているはずである。

　ただし管理人室は玄げん関かんの隣となりなので、正面から入ると舞衣に気づかれてしまうはずだ。そこで佑はこそこそと足音を忍しのばせて勝手口へ回った。

　しかしドアノブをひねろうとしても、動かない。

（うわっ、閉まってる。どうしよう……どこか窓のカギが開いてそうなとこはないかな。でもキッチンはちゃんと戸と締じまりしたし、リビングの窓から入ると姉あね川かわさんに知られたら、どんな目に遭あわされるかわからないし、ああ、もう、どうしよう）

　オロオロと周囲を見渡わたす佑の目に薄うす闇やみの中にともる光が見えた。

（お風ふ呂ろ場の電気が点ついている……もしかして真ま伊いがお風呂に入ってるのかも）

　お風呂に入っている女の子と話をしようというのはシチュエーション的に多少まずい面があるとは佑も思ったが、緊きん急きゆう事態でもあるし、相手は真伊だ。話せばわかるはずだった。

（長話できなくても、真伊に勝手口のカギを開けてもらうのと、二階で話をしようっていう打ち合わせぐらいできれば）

　そう考えて佑は建物の角を曲がるが、実際に窓の下へ着くと、問題があるのに気づいた。

（もしも姉川さんがいたら、どうしよう）

　洗せん濯たく機や浴よく槽そうを男女別に分けたり、リビングを男子禁制にしたりした美み唯いのことだ。もしも中にいたら、烈れつ火かの如ごとく怒おこるのは目に見えている。最悪、警察沙ざ汰たにされるかもしれない。

　その美唯の部屋の明かりは点いたままだが、佑と真伊のような貧びん乏ぼう人と違ちがって、資本主義世界の魔ま法ほう使いには不要な電気をこまめに消すという習慣が身についていない。だから部屋の明かりだけで在室か不在か判断がつかないのだ。

（どうしよう……真伊が一人だけっていう確証があったら話しかけられるんだけど）

　窓の下でしゃがんだまま佑は必死になって耳をすます。

　少なくとも真伊がいる可能性は高いので、中にいるのが一人か二人か判断できれば美唯がいるかいないかもわかると考えたのだ。

　しかしお湯が流れる音や、湯おけを置く音などは聞こえるが、一人なのか二人なのかはわからない。

　判断に困って佑がグズグズしていると、戸の開く音がした。

「あっ、姉あね川かわさん」

　真伊の声だ。そこに美唯の声が続く。

「ご一いつ緒しよさせてもらっていいかしら？」

「そんなん、うちの方がお風呂を使わせてもらいようるようなもんじゃけえ」

　真伊と美唯のやりとりに佑は頭を抱かかえこんだ。

（しまった。今まで真伊、一人だったんだ。さっさと話しかければ良かった）

　しかし今となっては後の祭りだ。仕方がないので佑はこの場を離はなれることにする。こっそり立ち去ろうとするが、思わず佑ゆうは自分の口を押さえた。

（うっ、まずい。どうしよう……足がしびれちゃった）

　しびれた足を引きずれば、この場にいることがバレかねない。仕方がないので佑は足の回復を図りつつ、この場に身を潜ひそめる。




　一方、真ま伊いと美み唯いは窓の外に佑がいるのを知らぬまま話を続けていた。

「でも驚おどろいたでしょ？　急な話だったから」

　美唯が身体からだをお湯で流しながら尋たずねると、真伊は湯船から答える。

「う、うん。ほんまに急じゃったけえ」

　それからしばし二人とも無言になる。

　お湯の流れる音や、シャンプーの容器や湯おけの底が床ゆかを打つ音だけが響ひびく。

　湯船の中で真伊がうつむいていると、その隣となりに美唯がすべりこむように身体を沈しずませた。

　気まずそうな真伊と、どこか余よ裕ゆうの表情の美唯。陰いんと陽ようの奇き妙みような沈ちん黙もくの末、真伊が立ち上がろうとする。

「うち、そろそろ上がるけえ」

　すると美唯が素っ気ない調子でつぶやいた。

「わたしね、婚こん外がい子しなの」

　咄とつ嗟さに「コンガイシ」という音が何を意味するかわからず、真伊が首を傾かしげると、美唯はわかりやすい表現に言い換かえた。

「早い話が、愛人の子……結婚の外の子どもと書いて婚外子」

「ほ、ほうなんじゃ」

　真伊が顔を引きつらせると、美唯は虚こ空くうを眺ながめ、一人言をつぶやくかのように語りだす。

「わたしは生まれた時、石いし田だ美唯だった。けれど父の前の奥さんは身体が弱い人だったみたいで、小学生の時に亡なくなったわ。そしてわたしは母と一いつ緒しよに姓せいが変わり姉あね川かわ美唯になった」

　美唯が静かな笑えみを浮かべると、立ち上がりかけていた真伊もその場に腰こしを下ろす。

「けれど母も三年前に交通事故に遭あって帰らぬ人になったわ。そうしたら父は新しい愛人を作ったの。さすがに今回は籍せきを入れなかったけれども、その代わり家に帰らなくなった」

「ひどいねえ」

　真伊が真しん剣けんな顔でつぶやくと、美唯は達観した顔で語る。

「でもね、父と前の奥さんの間には一つ年上の男の子がいたの。兄、つまりお兄ちゃんね……だから父を恨うらもうとすれば、わたしは自分自身と母を否定することになる。ある意味、因果応報かもしれないわね」

「ほうなんじゃ」

　相づちを打つと真伊はしばし黙だまりこむが、やがて物悲しそうに尋ねる。

「お兄ちゃんはやさしいん？」

「ぜ～んぜん。奇き人じん変人の類たぐいで、人の神経を逆なでにすることだけが取とり柄えみたいな人……兄はね、わたしと母が姉あね川かわの籍せきに入ると、氷ひ室むろっていう名字に変えたわ」

「もしかして、お母さんの前の名前にしたん？」

「ううん。女おんな偏へんのまじった姉川っていう名前はかっこ悪いから嫌いやだ。どうせなら氷室っていう名前の方がかっこいいって、氷室という方を探し出して、戸籍上の養子に入り改名したの」

「そんなん、許されるん？」

「結局、父も母も負い目があるから認めるしかなかったんでしょうね……ただ理由はどうだったにせよ、母もわたしも立場がなかったのは確かね。わたしたちが姉川になったら、兄は姉川の名を捨てたんだから」

「仕返しじゃったんかねえ」

　悲しそうに真ま伊いがつぶやくと、美み唯いは素っ気なく肩かたをすくめた。

「これだけならそうだったのかもしれないけど、とにかく奇行の多い人だから」

「奇行ゆうて？」

「たとえば、そうね……海外ゲームのやりすぎで引きこもり同然になったのですけど、中間テストと期末テストの日だけは登校して常に校内で一〇位以内をキープし続けたり、それでいて留年したり、録画して見ればいいはずの深夜アニメをネットに感想をリアルタイムに書きこむだけのために夜遅おそくまで起きていたり、とにかく色々ね」

「テストでずっと一〇番以内じゃったのに留年したん？」

　真伊が目を丸くすると、美唯は意味ありげに眉まゆをひそめた。

「出席日数が年間の三分の二以下になると留年なのに、試験日以外はほぼ登校しませんでしたからね。もっとも本人はテストの成績だけで進級できると思っていたみたいですけど」

　それから真伊と美唯は二人で声をあげて笑った。

　ひとしきり笑うと、真伊は人さし指で目の下を拭ぬぐう。

「うち、笑いすぎて涙なみだが出たけえ」

「男って嫌いやな生き物だと思わない？　いっそこの世からいなくなればせいせいするのに……そういえば確か相あい葉ばくんもうちの兄と同じく一年留年しているのよね」

　美唯が暗に佑ゆうも氷室と同じく何かをやらかしているのではないかと、ほのめかす。

　すると真伊は口を真一文字にして、うつむいてしまった。そしてちいさく身を震ふるわせる。言いたいことがあるのだが、美唯に遠えん慮りよして言うに言えないでいるのだ。けれどやがて耐たえきれなくなって、思いを吐はき出した。

「お、お兄ちゃんがうちらと同級になったんは留年じゃあないけえ。施し設せつを出て暮らすお金を貯ためるのに、中学、卒業してから一年間、働きよったけえじゃけえ」

　言った途と端たん、真伊は美唯の顔色をうかがうように謝った。

「ご、ごめんなさい。でも、うち、バカじゃけえ、バカにされても仕方ないけど、お兄ちゃんは違ちがうけえ」

　そして真ま伊いが目をパチパチさせて涙なみだぐむと、美み唯いはやさしく語りかける。

「そう、やさしいお兄さんなのね」

　生き馬の目を抜ぬく女子の校内カーストで頂点に立ち続けるには力だけでは難しい。

　人じん心しん掌しよう握あく術こそ最も必要なスキルだ。

　そうした意味では美唯は天性の女王なのかもしれない。

　真伊のような人見知りの強いタイプでも、先に打ち明け話をしたり、主義主張やアイデンティティを曲げたりしてでも、相手の心をこじ開けていくのだ。

　強こわ張ばっていた真伊の表情がやわらぐのを、美唯は見逃のがさなかった。

「そういえば、相あい葉ばくん、こんなことを言っていましたわ。妹に帰る場所、実家があるんだって安心させてやれる、そんなマイホームを持つことが夢だって……わたしの兄とは大おお違ちがいね」

　その言葉が呼び水となって、真伊の脳裏に佑の言葉が浮かぶ。

『いつか僕が家を持てて、そして真伊が一人だったら、一いつ緒しよに住めばいいよ。真伊の部屋を必ず用意しとくから』

　黒目がちの瞳ひとみから生まれた一粒つぶの涙が、ミルク色の頰ほおを伝わってお風ふ呂ろに落ちた。

「お兄ちゃん……」

　佑は真伊に言った『兄妹きようだいはどうやっても他人になれない。兄妹は唯ゆい一いつ絶対の絆きずな』だと。そして『真伊に家族ができても、僕に家族ができても、いつだって僕らは家族だ』とも。

　けれど真伊はその絆を失ってしまった。

「でも、もう、うちのお兄ちゃんじゃないんじゃ」

　それから真伊は声をあげて泣いた。涙なみだは後から後からあふれ出る。

「心配いりませんわ。これからはマイのお父さまが……」

　真伊をなぐさめようとした自分の言葉に美唯は矛む盾じゆんがあるのに気づく。その矛盾は真伊自身、とっくに気づいていることだった。

「しいちゃんとお兄ちゃんが兄妹じゃったら、しいちゃんのお父さんが、お兄ちゃんのお父さんになるんじゃろ。うちは関係ないけえ」

　真伊が泣きながら声を絞しぼり出すと、美唯はやさしく言い聞かす。

「大だい丈じよう夫ぶですから、泣かないで」

「でも、うち、もうダメじゃけえ」

　絶望の声をこぼす真伊を、美唯が励はげます。

「きっと大丈夫ですよ。それによく考えてみれば、仮にあの二人が血のつながった兄妹だったとしても、戸こ籍せき上は相葉さんも兄妹になっている可能性もあるでしょう？」

「ほいじゃけど、うち、今までお兄ちゃんに散々迷めい惑わくかけてきたけえ、本物の妹じゃなかったら、もう頼たよれん……でも、うち、お兄ちゃん、おらんかったら、よう生きていかれん」

　泣き崩くずれる真ま伊いの頭の上で、美み唯いは声を上ずらせる。

「そ、それなら、もしも相あい葉ばくんがお兄さんでなかったら、わたしに相葉さんを支えさせていただけないでしょうか？」

「う、うちの面めん倒どうみてくれるん？」

「ええ、もちろん。一生、全力でお守りしますわ」

　資本主義世界の魔ま法ほう使いの言葉も、真伊にとっては軽口や安やす請うけ合あい程度にしか聞こえなかった。半泣きのまま、軽口や安請け合いに口を合わせようとする。

「ほいじゃったら、うち、姉あね川かわさんに面倒みてもろうてええかねえ」

「ほ、本当にわたくしでよろしいの？」

　美唯が顔を紅潮させると、うつむいたまま真伊はちいさく首を縦に振ふる。

「うん。でも毎日は悪いけえ、週に一日でええけえ置いといてくれる？」

　それから真伊は兄妹二人分から自分一人分へ、単純に半分となってしまう奨しよう学がく金きんで暮らしていく算段をはじめた。

「うちの奨学金だけじゃあ、たりんじゃろうけど、一週間の半分、誰だれかの家でご飯食べさせてもろうたら、何とかなるかもしれんけえ。一週間は七日じゃけえ、三日分はうちが何とかしてから、土曜日は何も食べんでも我が慢まんできるじゃろ。ほしたらあと三日でええけえ。姉川さんに週に一日、面倒みてもろうて、同じクラスのちいちゃんの家にも一日面倒みてもろうて……あとはお兄ちゃんに……いちにち……」

　けれど一番頼りになるはずの人物を口にしたところで、真伊は涙なみだで言葉を詰つまらせた。

「でも、うち、お兄ちゃんにはもう頼れんのんじゃった」

　孤こ独どくで心が押しつぶされそうな少女を、美唯が抱だきしめる。

「わたしに任せていただければ全力を挙げてお守りします。一週間どころか三六五日、他ほかの誰にも頼る必要なんてありませんわ。学費も生活費も、学校を卒業後も、永遠に」

「ほんまにそうしてくれるんなら、うち、下手じゃけど、ご飯、作ったり、お掃そう除じとか洗せん濯たくとか、頑がん張ばって、姉川さんの役に立てることするけえ」

　泣きながら真伊が作り笑え顔がおを浮かべると、美唯は大きく首を振る。

「ううん。そんな必要なんてありませんの。家事なら家政婦さんにお願いすればいいですし、そうだわ。もしも相あい葉ばくんと顔を合わせるのが、つらいなら、二人でこのアパートを出ませんか？　マンションでも一戸建てでも、お望みの形でお住まいを用意させていただきますし、わたし、相葉さんのためなら転校だって厭いといませんから」

「うん、ありがとう。元気出たけえ」

　泣きながらも真伊が自力で自分の身体からだを支えると、胸を押さえたまま美唯が立ち上がる。

「わ、わたし、のぼせてしまったみたいで、心臓が持ちそうにありません。ちょ、ちょっとお先に上がらせていただきます」

　それから真っ赤な顔でフラフラと脱だつ衣い所へ向かって行った。

　一人になった真ま伊いは再びうつむいて、湯気の立つ水面に涙なみだをポトポトとこぼす。

　いくら美み唯いがお金持ちでも、所しよ詮せんは高校生だ。学費から生活費まで、すべて面めん倒どうをみると言われても本当にできるとは思えない。

　何より真伊にとって美唯との関係は「知り合い以上、友だち未満」でしかない。お金持ちの気まぐれで拾ってもらえても、それは気まぐれで捨てられるかもしれない程度のものだ。

　真伊にとって、頼たよることができるのはこの世に一人しかいない。

「お兄ちゃん……」




　その兄は膝ひざを抱かかえたまま、息を殺して泣いていた。

（ごめんね、真伊）

　舞ま衣いの話がおかしいことは、少し考えれば誰だれでもわかるはずだった。

　それをどうして佑ゆうは今まで気づかなかったのか。

　答えは簡単だ。

　舞衣に言いよられて、デレデレしていたから。

（ちょっと考えればすぐにわかるはずのことだったのに……僕、舞い上がって、いい気になってて……こんな簡単なことすら気づかずに）

　その間、真伊をどれだけ苦しめてしまったことか。

　悔くやんでも悔やみきれない思いで、佑は胸が張り裂さけそうだった。

　公園の水を飲んで一緒に空腹を耐たえていた頃ころの思い出が甦よみがえり、佑は立ち上がる。

（僕はもう二度と、真伊にあんな思いをさせない）

　既すでに真伊はお風ふ呂ろを出ていた。

　口を真一文字にして、佑は玄げん関かんへと回る。

　すると管理人室から、すぐに舞衣が出て来た。

「あっ、お兄ちゃん。おかえりなさい」

　甘い声をあげてスリッパをパタパタさせて歩く姿は、まるで会社から帰った夫を迎むかえる新にい妻づまのようだ。

　ホールにはジャージ姿の真伊もいたが、二人の姿を正視できず、うつむいてしまう。

　明暗がくっきり分かれた二人のマイの間で、佑は目を閉じると、大きな息を一つした。そして舞衣に頭を下げる。

「しいちゃん、ごめん。兄妹きようだいのこと、ちょっと待って欲しいんだ」

　佑のただならぬ様子に舞衣の顔から表情が消えた。

「どういうこと？」

「妹交代をなかったことにして欲しいんだ。今まで通り、真ま伊いを……相あい葉ば真伊が妹で、志し井い舞ま衣いは幼なじみっていう元の関係に戻もどして欲しいんだ」

　瞬しゆん間かん、真伊は両手で顔を覆おおってしゃがみこんだ。ちいさな肩かたが激しく上下する。

　息を殺して泣く旧妹とは対照的に新妹は殺気すらにじませた。

「そんなの納なつ得とくできないっ！　だってそうでしょう!?　同じお父さんかお母さんから生まれた子ども同士が兄妹きようだいのはずよ」

「確かにそうだけど、今はまだ僕としいちゃんが本当に兄妹かわからないから。しいちゃんと兄妹かもしれないけど、真伊も兄妹かもしれないんだ」

「だから、そんなの納なつ得とくできないっ！　まいちゃんより、わたしの方が妹の可能性は高いはずよ!?　だって、そうでしょ？　お父さんと顔が似てて、お母さんも名前の読みが同じで、本人だって名前が字も読みも一いつ緒しよで、ここまで証しよう拠こがそろってるんだからっ！」

「可能性の問題じゃないんだよ。どっちも確かじゃないのは一緒だから」

　佑がなだめにかかるが、感情的になった舞衣は聞き入れない。

「じゃあ、もっと納得できないよっ！　どっちも不確かなら、わたしもまいちゃんも同じ条件のはずでしょ!?　どうして、まいちゃんなの!?　どうして、わたしじゃダメなの!?」

「それは……」

　佑ゆうが事情を説明しようとしたところで、騒さわぎを聞きつけたらしく美み唯いがあらわれた。そして二階から高らかに宣言する。

「関係が不確かなら、確かにすればいいじゃない」

　佑たちの視線を一身に集める中、美唯は階段を一歩、一歩、下りて来る。

「本当の兄妹かどうか、確かめる方法はいくらでもあるはずでしょ？　相あい葉ばくんの戸こ籍せきを調べれば出生時の父親がわかるはずですし、ＤＮＡ鑑かん定ていで科学的に調べることもできますわ」

「うん。こうなったらハッキリさせようよ」

　即そく座ざに舞衣が同意するが、真伊は黙だまったままだ。

　そして佑も口を真一文字に結ぶ。

　どちらが血のつながった妹だとしても、舞衣には失うものがない。けれど真伊はもしも佑が兄でないことが判明してしまうと、唯ゆい一いつの家族を失ってしまう。

　それは心の拠より所どころを失ってしまうに等しい。

　アパートのオーナーである舞衣と、改装費を出した美唯。この二人の同級生に佑と真伊は負い目や引け目を抱いだいてきた。

　それでも二人がこのアパートでしあわせに暮らせていたのは、管理人室へ戻れば佑には妹がいて、真伊には兄がいたからだった。

　一緒に頑がん張ばる兄妹がいたからこそ、二人にも居場所があったのだ。

　お風ふ呂ろ場で真ま伊いが泣きながら『本物の妹じゃなかったら、もう頼たよれん』と語った言葉が、今も耳から離はなれない。

　けれどそれは美み唯いだって、ある程度はわかっているはずのことだった。

（姉あね川かわさんだって、真伊がどれだけ不安で心細いかは知ってるはずなのに）

　ただし盗ぬすみ聞きの形なので、言うに言えなかった。

　どうしたら真伊を助けることができるのか、同時に舞ま衣いの怒いかりを静めることができるのか、佑ゆうが逡しゆん巡じゆんしていると、追い詰つめられた兄の立場を推おし量はかり真伊は声を震ふるわせた。

「ほいじゃったら、戸こ籍せきを調べるか、鑑かん定ていしてもらうかして、ハッキリさせてもらお」

　その一言に舞衣と美唯が目を輝かがやかせる。

「うん。まいちゃんも同意したんだから、もう白黒つけるしかないよ」

「ＤＮＡ鑑定をなさるなら、費用をお出ししますわ」

　一方、佑には真伊の言葉が信じられなかった。

「ど、どうしてだよ!?　真伊」

　すると真伊は血の気を失った顔で、精せい一いつ杯ぱいの作り笑いを浮かべた。

「お兄ちゃんに本当のお父さんが見つかるかもしれんのんじゃろ……親と一いつ緒しよに暮らせるんなら、それが一番じゃけえ」

　その儚はかない笑えみの前に佑は崩くずれ落ちた。

　本当は佑だって今みたいな苦しい生活は嫌いやだ。

　親の庇ひ護ごを受けて、ぬくぬくと暮らせるならそうしたいに決まっている。明日のご飯を心配し、何年も先まで続く学費の工く面めんに頭を悩なやますのはつらい。

　それは真伊だって一緒のはずだった。

　それなのに真伊はこのギリギリの状じよう況きようで、最後に佑が親の庇護を受けられるかもしれない道を選んだのだ。自分が犠ぎ牲せいになるのを承知の上で。

「真伊……ごめん」

　佑が床ゆかに手をつくと、その大きな手へ真伊はちいさな手を重ねる。

「今までお兄ちゃんはうちにようしてくれたけえ。うちは一人でも大だい丈じよう夫ぶじゃけえ」

　涙なみだで声を詰まらせて佑は何も言えないまま、首を左右に振ふった。

（違ちがう、違うんだよ、真伊。僕が謝りたいのはそんなことじゃないから……僕が最初からハッキリさせれば良かったんだ……真伊にこんなことを言わせる前に）

　上を向いて、息を整え、涙をこらえ、佑は声を振り絞しぼる。

「僕、ＤＮＡ鑑定も、戸籍を調べることも、両方できないから」

「どうしてっ!?」

　血相を変える舞衣が、佑には怖こわかった。

　アパートのオーナーである舞衣を怒おこらせて「このアパートから出て行って」と言われれば、家賃を払はらって正当な居住権を得ているわけではない以上、佑ゆうと真ま伊いは立ち去るしかない。

　結局のところ、タダより高いものはないわけだ。

　けれど真伊を犠ぎ牲せいにするくらいなら、二人で路ろ頭とうに迷った方がいい。

　だから佑は覚かく悟ごを決めた。

「だって真伊は僕の妹だから……条件なんか何もなくても、僕の妹は真伊だから」

　凍こおりついた空間の中で、佑は語り続ける。

「仮に血がつながってなかったら偽にせ物ものなの？　もしも親の再さい婚こんで連れ子同士が兄妹きようだいになったとしたら、その兄妹は偽物なの？　違ちがうよね。ちゃんと兄妹だよ。戸こ籍せきとかＤＮＡ鑑かん定ていとか、そんな条件なんか何もなくても真伊は僕の妹だから」

「お兄ちゃん……うちなんかのためにぃ、うちなんかのためにぃ」

　佑の覚悟を察し、真伊は泣き崩くずれた。

「ごめんね、真伊。僕が……僕がしっかりしてないから……」

　声をあげて泣く妹と、泣きながら謝る兄。

　二人の絆きずなを見せつけられた形となり、舞ま衣いの目には涙なみだが浮かぶ。

「そう、わかった……ゆうくんはまいちゃんを選ぶんだ。わたしは、いらない子なんだ」

　まるで爆ばく発はつ寸前の時限爆弾を前にしたかのように、佑と真伊は身をすくめる。二人とも舞衣から「出て行け」と言われると思ったのだ。

　けれど舞衣の選せん択たくは違ちがった。

「ゆうくんのバカッ！」

　舞衣の叫さけびを頭上で聞いた佑は咄とつ嗟さに何が起こったのかわからなかったが、美み唯いの声で事態を悟さとる。

「マイ、待ちなさいっ！」

　佑が頭を上げると、夜の中へ消えて行く舞衣の後ろ姿が見えた。裸足はだしのまま、選ばれなかった妹はアパートを飛び出したのだ。

　あわてて美唯は後を追おうとするが、佑が腕うでをつかんで引き止める。即そく座ざに迫はく力りよくある女王の一いつ喝かつがアパートの玄げん関かんに響ひびいた。

「お離はなしなさいっ！」

　同時に美唯の手から紙の束が床ゆかに落ちる。

　いつもの佑ならすくみ上がっていたかもしれない。

　けれど今回は違った。むしろ美唯に負けないほどの気迫で叫ぶ。

「僕が行くからっ！」

「クッ」

　反射的に美唯は腕を引くが、びくともしない。それで佑をにらみつけるが、今回ばかりは佑の気力が完全に上回っていた。

「僕じゃないとダメだからっ！」

　敗北を悟さとった美み唯いは息を一つこぼすと、腕うでから力を抜ぬく。

「わかりました。それなら一刻も早く追いかけなさい」

　神しん妙みような面おももちで佑ゆうはうなずくと、管理人室へ入った。




　その行動に真ま伊いと美唯は首を傾かしげるが、それも僅わずかかな間でしかなかった。

　すぐに佑は管理人室から飛び出してきたのだ。そして急いで靴くつを履はくと、舞ま衣いを追って夜の闇やみへと消えて行った。

　残された二人は黙だまったまま、開きっぱなしのドアを見つめていたが、やがて美唯がサバサバとした調子で玄げん関かんのドアへ向かう。

「虫が入って来ると嫌いやですから、ドアを閉めましょうか」

　一方、座りこんだままの真伊は床ゆかに散らばったＡ４サイズの用紙に気づいた。

　全部で二〇枚近くあり、その一枚一枚にマンションや一戸建て住宅の間取りや外観などが印刷されている。ついでに家賃や販売価格も記されているが、どれも家賃は数十万円、販売価格なら数千万円台だった。

「わっ」

　真伊が驚おどろきの声をあげると、ドアを閉め終えた美唯が優ゆう雅がに微笑ほほえむ。

「あら、お気に召めす住まいがあったかしら？」

　引きつった顔で真伊が首を左右に振ふると、美唯はまるで不動産屋のセールスウーマンのような笑みを浮かべた。

「いずれも学校から徒歩で一〇分以内、設備も最新式の優良物件ばかりですよ」

「う、うちら、そんなお金ないけえ」

　怯おびえた真伊が床に腰こしを落としたまま後あと退ずさりすると、美唯は天を仰あおぐ。

「うちら、ねえ……」

　神が細部に宿るとするなら、本音は咄とつ嗟さに出た一言に宿るのかもしれない。兄と妹の絆きずなに入りこめる余地はないことを痛感しつつ、美唯はダメで元々といった調子で語りだす。

「たとえばお兄さんとケンカをされて、このアパートを出たくなった場合の話ですよ。その時はいつでもご相談してくださいね。ご一いつ緒しよさせていただきますから。お家賃はもちろん、生活費から学費まで全額負担させていただきますわ」

　それから美唯は少しばかり遠えん慮りよがちに一言をつけ足す。

「もっとも、あのお兄さんとは何があっても離はなれたくないとお思いなのかもしれませんけど」

　強こわ張ばっていた顔がやわらぎ、真伊はちいさくうなずいた。

「うん」




　時を少しばかり前後してアパートの外では、つんのめった佑ゆうが足をじたばたさせていた。文字通り、たたらを踏ふむといった格好になる。

（えっと、どっちだろ）

　舞ま衣いがどちらの方向へ向かったのか、わからなかったのだが、それも一いつ瞬しゆんだった。

「あっ、しいちゃん」

　少し先で舞衣が道みち端ばたでうずくまっていたのだ。どうやら足が痛くて歩けなくなったらしかったが、それでも佑の声を聞くと、気き丈じようにも再び裸足はだしのまま駆かけだした。

　慌あわてて佑も後を追って走りだす。

　しかし素す足あしの舞衣と靴くつを履はいた佑では勝負にならなかった。しかも女子対男子だ、体力差もある。二人の距きよ離りはぐんぐん縮まっていく。

　やがて公園の辺りで二人の距離はほぼゼロになる。先ほど、お風ふ呂ろ上がりに佑が水を飲んだ公園だ。

　佑の左手が細い腕うでに触ふれる。

「しいちゃん、待って」

「手を離はなしてっ！」

　舞衣は激しく腕を振ふり回し、佑の手を振りほどこうとする。利きき手てとは逆だったこともあって、佑も舞衣の腕をつかみきれなかった。

　そして二人はもつれこむように入りこんだ夜の公園で対たい峙じする。

「お願い、しいちゃん。僕の話を聞いて欲しいんだ」

「話って何を聞かされればいいわけ!?　わたしじゃなく、まいちゃんを選んだ理由を聞かされて、そうだったんだ、仕方がないんだねって納なつ得とくすればいいわけ!?」

　荒あらい息は過呼吸寸前で、肩かたも激しく上下している。舞衣の瞳ひとみはその感情の強さを物語るかのように、佑の目だけを見つめて放さない。

　次の一言がどれだけ激しいものになるかと、佑は身を縮める。すると舞衣はポツリと一言つぶやいた。

「勝手だよ」

　佑を見つめたまま舞衣は一粒つぶの涙なみだをこぼす。

「いつだって、そう。わたしは選ばれない。取り残されて、捨てられる方……お母さんに捨てられて、お兄ちゃんにも捨てられた……お兄ちゃんは……ううん。ゆうくんは、わたしがどんな気持ちかわからないでしょ？」

「ぼ、僕だってしいちゃんの気持ちはわかるよ」

　佑だって施し設せつ育ちだ。親に捨てられたという思いはあるし、むしろ父に引き取られた分、舞衣の方が恵めぐまれて育ったはずだという感情もある。

　だからこその反論だったが、舞衣は泣きながら激しく首を横に振った。

「わかるわけないっ！　だってゆうくんだってわたしを捨てたじゃない。もしもわたしの気持ちがわかるなら、どうしてわたしを選んでくれなかったの!?」

「それは違ちがうんだよ、しいちゃん……」

　佑ゆうが必死になだめ、説明しようとするが、舞ま衣いは声を張り上げて話を遮さえぎる。

「違わないっ！　選んだこと、結果がすべてでしょ。お母さんはわたしとお兄ちゃんを比べてお兄ちゃんを選んだ。ゆうくんはわたしとまいちゃんを比べてまいちゃんを選んだ……わたしがどんなにみじめな気持ちか、どんなに心が痛いか、ゆうくんにだけは絶対にわからない。わかるわけないよ」

　そして選ばれなかった妹はその場に泣き崩くずれた。

　舞衣も自分たちと似た心の傷を抱かかえていたことを悟さとり、佑は涙なみだぐむ。

（しいちゃんにとって僕が真ま伊いを選んだことは、僕と真伊がご飯を食べられなくなったり、帰る家がなくなるのと同じだったんだ）

　言葉を失った佑の前で、舞衣はなおも訴うつたえる。

「わたしはゆうくんに二回も裏切られた……幼なじみとしても裏切られ、兄妹きようだいとしても裏切られた……ゆうくんには、わたしがどんな思いで、ゆうくんを信じようとしたか、わからないでしょ？　裏切られても、ゆうくんを何とか信じようとしたのに……ゆうくんがお兄ちゃんかもしれないってわかった時、わたしがどれだけうれしかったかもわからないくせに。わたしの気持ちを全部、踏ふみにじったんだよ」

　それから舞衣は土の地面にもかかわらず、その場に泣き伏ふした。

　佑はひざまずくと、ポツリとつぶやく。

「僕、裏切ったわけじゃないから」

「噓うそつきっ！」

　反射的に舞衣は身を起こし、まっすぐ佑の目を見据すえる。

　その視線を前にして佑は悲しそうに目を伏せた。その仕草を舞衣は不実だと責める。

「ほら、やっぱり、わたしの目を見ることができないじゃない」

「違うんだ、しいちゃん。違うんだよ、僕は裏切ったわけじゃなくて……」

　目に涙なみだをためたまま佑は話を続けようとするが、言い訳は聞きたくないと舞衣は絶ぜつ叫きようをもって遮さえぎろうとする。

「何がっ……」

　けれど一いつ瞬しゆんにして、佑を責めるはずの言葉は途と切ぎれ、その顔からはすべての感情が抜ぬけ落ちてしまった。呆ぼう然ぜんとした舞衣は一言だけつぶやくのがやっとだった。

「ど、どうして」

　舞衣の目の前に、ちいさなクマのぬいぐるみがあったのだ。

　少しばかり色あせたキャメル色の毛と、丸い目が可愛かわいらしいテディベアだった。施し設せつにいた頃ころ、獄ごく中ちゆうにあった父がプレゼントしてくれたもので、いじめられっ子だった舞ま衣いはいつもこのテディベアを抱だいて眠ねむっていた。

「ごめんね、しいちゃん。僕、本当にしいちゃんを裏切ったわけじゃないから。約束だってちゃんと覚えてたから……僕から言ったよね。しいちゃんをお嫁よめさんにしてあげるって……」

　佑ゆうが涙なみだで声を詰つまらせると、舞衣はハッと息を吞のむ。宝石のような大きな瞳ひとみは、かすかにゆれていた。

「約束を覚えてくれてたんだったら、この子をちゃんと持っていてくれてたんだったら、どうして、あの日、入学式の日に言ってくれなかったの？」

「それは……それは……」

　涙で声を詰まらせながらも、佑は必死に息を整える。心がひどく痛むが、逃にげるわけにはいかなかった。傷ついた舞衣の心を救うために、そして舞衣ときちんとお別れをするために。佑は苦しみを耐たえて言葉を紡つむぐ。

「僕、恥はずかしかったんだ……貧びん乏ぼうだから、ダブってたから」

「そんなこと関係ないのに、わたしは……」

　舞衣の言葉を今度は佑が泣きながら途と中ちゆうで遮さえぎる。

「聞いて、しいちゃん。僕ね、銀ぎん座ざや青あお山やまへ行こうって誘さそわれた時、電車代が心配だった。何かご飯を食べたら、真ま伊いと二人の分までおこづかいがなくなるかもしれないって不安だった。さっきジュースを買いに行くって書き置きを残してアパートを出た時だって、本当はこの公園で水を飲んでただけなんだ」

　涙で顔をぐしゃぐしゃにする佑を前に今度は舞衣が言葉を失った。

「ゆうくん……」

「ごめんね、しいちゃん……僕、ずっとヒーローでいたかった。しいちゃんが憧あこがれてくれた強い男のままでいたかった。だけど今の僕は学校の廊ろう下かを歩く同級生ですら、自分より偉えらく見えちゃう、そんなつまんない人間になっちゃったんだよ」

　どうしてこんな人間になってしまったのか、佑にはわかっていた。

「僕は貧乏に負けちゃったんだ」

　けれど色あせたヒーローはそれでもヒーローであろうとした。たとえそれが世界で一番ちっぽけなヒーローだとしても。

「でもね、こんな僕でも、真伊にとって唯ゆい一いつの家族なんだ。こんなにも弱くて、こんなにも卑ひ屈くつな僕でも、真伊には僕しかいないから。だから真伊がちゃんと一人で生きていけるようになるまで、僕が面めん倒どうをみてやらないといけないんだ」

　それから佑は舞衣とお別れすべく、テディベアを差し出した。

「だから、これは返すよ。真伊を一人前にしてやるまで、女の子とつきあうことなんて、できないから。そして、しいちゃんが血のつながった妹かもしれないから……僕、しいちゃんのこと、一人の女の子として、ずっと好きだった」

　佑ゆうが両手でつかんで差し出したテディベアへ、舞ま衣いの細い手がのびる。けれどその手はキャメル色のぬいぐるみではなく、佑の手と重なった。

「ゆうくんは負けてないよ」

「えっ？」

　意外な一言に佑が戸と惑まどうと、舞衣は声を震ふるわせた。

「ゆうくんは負けてない。貧びん乏ぼうなんかに負けてない。ゆうくんはわたしにとって、ずっとヒーローのままだよ」

「しいちゃん、でもね、僕……」

　佑の話を舞衣がやさしい声で遮さえぎる。

「ううん、もういいの。ごめんね、ゆうくん。わたしだって昔は施し設せつで暮らしていたのに、ゆうくんたちの事情を考えてあげられなくて。わたし、自分のことばかりしか考えてなかった」

　そして舞衣の手が、佑の手から離はなれた。

「しいちゃん？」

「わたしね、不安だった。ゆうくんとの絆きずなが見えなくなって、焦あせってた」

「絆が、見えなくなって？」

　佑が怪け訝げんな表情を浮かべると、恥はずかしそうに舞衣はうつむいてしまう。

「ゆうくんが約束のことを忘れちゃったって思ってガッカリしてたから、妹かもしれないって言われたら、もうそれで頭がいっぱいになっちゃった。妹なら絶対の絆だって……でもね」

　それから舞衣は立ち上がると、はにかんだ笑えみを浮かべた。

「どうせなら、わたしは妹より幼なじみがいいな……お嫁よめさんにしてもらえる」

　そしてスキップする形で一メートルほど後あと退ずさすると、古ぼけたテディベアを見つめる。

「だから、それはゆうくんに今まで通り持っていて欲しいの。約束の証あかしとして」

「でも、しいちゃん。もしも僕たちが……」

「いいの、ゆうくん。今は何も言わないで」

　佑の話を遮さえぎると、舞衣は夜空を見上げた。その視線の先を佑も追う。

　街の明かりに負けて星々の多くが姿を隠かくす夜の空、丸い月が浮かんでいた。

　それから舞衣は月光のようなやさしい声でささやいた。

「わたしはゆうくんの幼なじみ、そしてまいちゃんは妹。今はそれでいいよ」













　　　エピローグ







　公園の砂場が決戦の地だった。

　すでに同い年のチビと太っちょは戦意を喪そう失しつして泣いている。三対一ではじまった戦いも、残る敵はあと一人。

　けれど相手は強敵だ。

　一つ年上で、佑ゆうよりも身体からだが一回り大きく、力だって強い。グーで殴なぐられたら、凄すごく痛い。つき飛ばされたら、ふんばりきれない。仮に一発目を耐たえきっても、バランスを崩くずしているから、二発目が来ると絶対に転ばされてしまう。

　年上なだけあって攻こう撃げき力はかなりの威い力りよくだ。

　しかも防ぼう御ぎよ力もなかなかだった。

　佑の必殺技わざである頭ず突つきを、チビと太っちょは一発くらっただけで泣いたけど、いじめっ子のリーダーはもう二発も受けているのに、まだ泣かない。

　佑は一〇回以上、転ばされているので、そろそろ体力も限界だった。手も足も傷だらけだ。

　それでも佑は戦う。

　だって正義のヒーローだから。

「しいちゃんに、謝れっ！」

　最後の力を振ふり絞しぼって頭から飛んだ一撃が、リーダーのお腹なかに入った。

「ぐふっ！」

　うめき声をあげてリーダーがよろよろと尻しりもちをつくが、佑も砂の上へうつ伏ぶせに倒たおれる。

　ジャンピング頭突きアタックは相手も痛いが、こっちも痛い。

　けれど正義のヒーローが負けるわけにはいかなかった。フラフラになりながらも佑は何とか立ち上がる。

　そして相手は立ち上がることができなかった。

　単純に蓄ちく積せきされたダメージは佑の方が大きい。けれど一対一になってからだと、これで佑は頭突きを三回くらわせた計算になるが、まだ一回しか転ばされていなかった。

　いじめっ子のリーダーは子分の助けがないと、なかなか佑を捕つかまえられないのだ。

　立ち上がった佑と、尻もちをついたままのリーダーはしばしにらみ合う。

　子どものケンカは体力よりも気力。

　やがて佑が腰こしを屈かがめ、左手と右足をちょっと前へ出す。駆かけっこの構えだ。助走をつけ、もう一発頭突きをお見み舞まいしてやるぞという意思表示。

　すると尻しりもちをついたままの格好で、年上のいじっめ子の顔が情けなく歪ゆがんだ。口から「うぇっ、うぇっ」と嗚お咽えつがこぼれる。

　その途と端たん、同い年のチビと太っちょが悲鳴をあげた。

「きゃあああっ！」

「うあああっ！」

　いち早く親分の負けを察し、パニックになったのだ。

　そして二人はこの場から逃にげ出した。

「待ってよ。僕だけ置いて逃げるなあ」

　置いてけぼりをくらったリーダーも、懇こん願がんなのか、命令なのか、よくわからないことを叫さけびながら逃げ出した。

　残された傷だらけのヒーローは公園から三人の姿が見えなくなると、砂場の隅すみに転がっているテディベアを拾う。そして泣いている女の子の元へと歩きだした。

「ちゃんと取り返したから……はい、しいちゃんの宝物」

　佑から差し出だされたテディベアを受け取ると、ようやく舞ま衣いは泣きやんだ。

「ありがとう、ゆうくん」

「このくらい、大したことないから……ありがとう、なんていらないくらいだから」

　けれど言葉とは裏腹に傷だらけのヒーローはフラフラとその場に座りこんでしまう。もう立っているだけの力が残っていなかったのだ。

　心配そうに丸い瞳ひとみが佑ゆうの顔をのぞきこむ。

「ゆうくん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん。僕、大丈夫」

　即そく答とうだったが、瘦やせ我が慢まんにすぎない。もう身体からだが動かないので、精せい一いつ杯ぱいの見み栄えを張る。

「だけど、僕、ちょっと疲つかれちゃったから、しいちゃんだけ、先に帰ってて」

「いやだ、ゆうくんと一いつ緒しよがいい。だって一人になると、またいじめられるもん……人殺しの子って」

　父からもらったテディベアをぎゅっと抱だきしめて舞衣が言葉を震ふるわせると、佑は正義の怒いかりで身を震わせる。

「しいちゃんのお父さんは人殺しなんかじゃないよ。だって、お父さんのお手紙にそう書いてあったんだよね？」

「うん」

　舞衣が真しん剣けんな表情でうなずくと、佑は無む邪じや気きな笑顔で高らかに宣言する。

「だったら、しいちゃんは人殺しの子じゃないよ」

「ありがとう、ゆうくん。信じてくれて」

　舞衣が声を弾はずませると、佑は照れ笑いを浮かべた。

「えへへ」

　いつしか太陽は西の彼方かなたへと沈しずもうとしていた。ブランコの支柱が夕日で朱しゆ色いろに染まった大地にＶの字型の影かげを作り、ちびっ子ヒーローを称たたえる。勝利のＶサインだ。

　舞ま衣いの笑え顔がおも朱色に染まるが、うつむくと一転して暗い影に沈む。

「でも他ほかのみんなは信じてくれない。ゆうくんがいないと、みんながわたしをいじめる」

「だったら、僕がずっといてあげるよ」

「ほんとにずっと一いつ緒しよにいてくれるの？　大きくなっても？」

　舞衣の丸い目が輝かがやくと、佑ゆうは男らしくうなずいた。

「僕、しいちゃんをお嫁よめさんにしてあげるよ」

　その一言で舞衣はテディベアをぎゅっと抱だきしめて涙なみだぐむ。

「うれしい」

　それから舞衣はいいことを思いついたとテディベアを差し出す。

「そうだ。ゆうくんにこれをあげる」

「えっ、でもこれって、お父さんからもらった大切な宝物なんでしょ？」

　戸と惑まどう佑に舞衣は極ごく上じようの笑みで答えた。

「これは結ゆい納のうだよ」

「ゆいのう？」

　初めて聞く言葉に佑が目をパチパチさせると、おませな女の子は聞きかじりの話を独自の解かい釈しやくを交えて披ひ露ろうする。

「結婚の約束をした人への贈おくり物ものなんだよ」

　そして歌うように声を弾はずませた。

「ゆうくんがこの子をずっと大切に持っていてくれたら、わたしがお嫁さんになった時、この子はもう一度、わたしのところに帰ってくるの。だから大切に持っていてね」




　まどろみの中、佑はキャメル色のテディベアを受け取ると、ぎゅっと抱きしめた。そのやわらかい感かん触しよくをしっかり感じつつ、舞衣に約束する。

「わあったよ。ぼく、たいせつにふるよ」

　舌が上う手まく回らなかったのは寝ねぼけていたせいと、やわらかいテディベアに顔をうずめていたからかもしれない。

　ピンク色のテディベアで、よく見ると、桜色の生き地じにデフォルメされたクマの顔がたくさんプリントされている。女の子のパジャマの生地のようだった。造形的にも、やわらかな曲線の二つの丘が谷間を作り、甘くていい香かおりがする。

　だから佑はまるで女の子の胸に顔をうずめているようだと思った。

「あれ？」

　ふと違い和わ感を抱いだいた佑ゆうが目をパチパチさせる。

　色、形、大きさ、何一つとしてテディベアの面おも影かげを残していない。

　佑が硬こう直ちよくすると、何な故ぜか頭上から遠えん慮りよがちな声がする。

「お、おはよう。ゆうくん」

「ええ？」

　佑が顔を上げると、そこには頰ほおを朱しゆ色いろに染めた舞ま衣いの顔があった。

「うわっ！」

　あわてて佑が跳はね起きた。すると舞衣も身を起こし、パジャマの乱れを直す。

「ゆうくんってお布ふ団とんの中では意外と大だい胆たんだったんだね」

　騒さわぎで目が覚めたらしく、真ま伊いも起き上がる。

「ふうん？」

　目をしょぼしょぼさせて、声のする方へと視線を向けると、そこには一つの布団の上に男子と女子の姿があった。

「わっ！」

　あわてて真伊が布団を抱だきしめると、舞衣は悪びれもせず謝った。

「おはよう。朝からお騒がせしちゃって、ごめんね」

　顔を硬直させた真伊がコクコクと首を縦に動かし、顔を青くした佑は声を震ふるわせる。

「ど、どうして、しいちゃんがここに？」

「夜中にさみしくなっちゃったから、ゆうくんと一いつ緒しよに寝ねようと思って」

「そ、そんな簡単に言うけど」

　佑が顔を引きつらせると、しれっとした顔で舞衣が首を傾かしげる。

「だって、ゆうくん。わたしのこと、お嫁よめさんにしてくれるんでしょ？」

「そ、それはそうだけど……」

　佑の描えがいていた未来希望図は大学卒業後、真伊には内ない緒しよで、戸こ籍せきを調べるか、血液検査をするかして、舞衣と血がつながっていないことを確かく認にんしてから結婚という形だった。当然、血がつながっていた場合は結婚以前の問題だ。

　そのことがまったく念頭にないのか、舞衣は顔をほころばせる。

「だったら、このくらい当然だよね」

　何か重大な条件が抜ぬけているような気がして、たまらず佑は舞衣に確認する。

「でも、しいちゃん……僕ら、もしかしたら血がつながってるかもしれないよね？」

　すると舞衣は宙を見つめ、うっとりと夢見るように語りだす。

「その時は仕方がないよね？　離はなればなれに育った兄と妹が何も知らぬまま愛し合ってしまったってことだから。運命と罪、そして禁きん忌きに逆らい、あがない、そしてもがきながら生きていくしかないよ」

　有り得ないと佑ゆうと真ま伊いは青ざめた顔をプルプル震ふるわせる。どん引きして二人とも後あと退ずさりをはじめた。

　同時に二つ動くものがあれば、自然と舞ま衣いの視線が向かう先は一つに絞しぼられる。

「ゆうくん、どこへ行く気なの？」

　猫ねこなで声なのが逆に怖おそろしい。しかも目が据すわっていた。

「そ、そんな最初から背はい水すいの陣じんみたいな恋愛なんて、怖こわくてできないから」

　佑は後退りを続けるが、背中に壁かべがあたってしまう。そこへ舞衣がにじりよる。

「むしろ障害があればあるほど恋愛は燃えるものでしょ？」

「僕、そんなの無理だからっ！」

　たまらず佑が逃にげだすと、舞衣は後を追う。

「ゆうくんの意い気く地じなしっ！」

「しいちゃん、勇気の出し方を間ま違ちがってるから」

　部屋の真ん中で呆ぼう然ぜんとする真伊を中心に、佑と舞衣はくるくると回り続けた。
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　　　あとがき










　はじめての方、はじめまして。

　他ほかの作をお読みいただいた方、お久しぶりです。柏かしわ葉ば空そら十じゆう郎ろうです。




　本作は妹ホームと書いて姉妹のマイでマイホームと読みます。

　もっともこのタイトルを考え出した柏葉の頭の中でさえ、妹ホームという字を見ると心の声はイモウトホームと読んでしまいます。同じ症しよう状じようの方は少なくないのではないでしょうか。

　率そつ直ちよくに言って、心の声はどちらでもいいかと思います。

　ただ声に出す時は是ぜ非ひ、マイホームでお願いしたい。

　たとえば本作のファンになっていただいた場合、学校や職場で「好きな本は？」と尋たずねられたらスマートに「マイホーム」と答えるのが正解であり「イモウトホーム」と答えてしまうのは間ま違ちがいなわけです。

　ちなみにアルファベット表記ではホーム（ＨＯＭＥ）は英語のスペル通りですが、妹の部分はＭＹではなくＭＡＩです。賢かしこく使い分ければ、学校の読書感想文をも突とつ破ぱしうるステルス仕様だと自負しております。

「読者様の中に勇者様はいらっしゃいませんか？」（機内の緊きん急きゆうアナウンス調で）

　……すいません。無茶、言いました。

　さて、軽く内容紹しよう介かいさせていただくと、不思議要素はほとんどない普ふ通つうのラブコメです。

　ヒロインの一人が霊れい感かん少女だったり、主人公の佑ゆうが空から美少女が降ってきたと思うシーンがあったり、本文中に「そして佑は魔ま法ほうを見た」という一文もあったりしますが、とにかく普通のラブコメです。また無茶を言いやがってと思われそうですが、最後まで読んでいただければ納なつ得とくできる余地もあるのではないでしょうか。




　最後に謝辞などを。

　ねばり強くおつきあいいただいた担当の高たか林ばやし氏、素す敵てきなイラストを描かいていただいた有あり河かわサトル先生、他にも多くの方に助力をいただきました。本を作るところから流通まで、この本が読者の方々の手に届くまでにかかわったすべての方々に謹つつしんでお礼を申し上げます。

　そしてこの本を手に取っていただいた方々へ、最大の感謝を。

　みなさん、本当にありがとうございます。


柏葉空十郎
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柏かしわ葉ば空そら十じゅう郎ろう

10コルナ紙幣の肖像画部分。アール・ヌーヴォーを代表する芸術家アルフォンス・ミュシャが１９１８年のチェコスロバキア独立時にデザイン。モデルの少女はミュシャの娘ヤロスラヴァ（１９０９年生まれ）で、柏葉コレクションの中で最も萌えるお札。
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イラスト／有あり河かわサトル

神戸市在住のフリーの原画家・イラストレーターです。最近は打ち合わせのついでに東京で吞んで帰るのが密かな楽しみ。ありがたい事に仕事が多忙で最近はもっぱら引きこもり生活に。通販にもためらいがなくなってきている。
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